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プロローグ







【祭りの時間は、いつも短く感じられる。

　しかし、待ち遠しい日々も楽しめば、人の心は、その分だけ長く祭りと共にある】




　テレビの中でナレーターがそんな事を言うのを聞きながら、ライダースーツを身に纏まとった女がＰＤＡに文字を打ち込んだ。

『祭りか……』

「どうしたんだい、セルティ、物もの憂うげな表情しちゃって」

『表情ってお前』

　そんな事を言いながら、頭とう部ぶが存在しない女──セルティ・ストゥルルソンは、呆あきれたように肩を落として背後の同どう居きよ人にんに向き直った。

『いや、単に、私は祭りというものに積極的に参加した事がなかったなと思って……』

　すると、同居人の男──岸きし谷たに新しん羅らは、爽さわやかな笑顔で言葉を返す。

「そうだっけ？　僕はセルティと一いつ緒しよにいるだけで毎日お祭り気分だから、全ぜん然ぜん気付かなかったよ」

『いや、私も通りかかった事は何度かあるし、どういうものかは知ち識しきで知っているんだが……』

　テレビの中に映っている縁えん日にちの映えい像ぞうにチラリと視線を向け、セルティは半なかば諦あきらめたように文字を綴つづった。

『何しろ、屋や台たいの大半は食べ物だろう？　私は食事は摂とらないしな……』

「縁日の醍だい醐ご味みは食べ物だけじゃないよ。射しや的てきや輪わ投なげや怪あやしげなクジ屋とか型かた抜ぬきとかあるしね」

『なるほど』

　言われてみればと納なつ得とくするセルティに、新しん羅らは更さらに祭りの楽しさを説き続ける。

「それに、ねぶた祭りとまではいかないけれど、今は色々な自じ治ち体たいで山だ車しや御輿みこしも派は手でになってたりするしね。イベントステージに芸げい能のう人じんが来るような祭りもあるし、何に楽しみを見出すかは人それぞれさ」

『そうなのか……新羅は縁日の何が楽しいんだ？』

「そりゃもちろん、セルティの浴衣ゆかた姿すがたさ！」

　目を輝かせながら言う新羅に、セルティは敢あえて無む言ごんを示す文字を打って差し出した。

『……。…………』

　しかし、そんな直接突つきつけられた空気を完全に無む視しし、新羅は一人でテンションを上げて語り続ける。

「僕は祭り囃子ばやしや花はな火びの音を聞く度たびに想そう像ぞうするんだ。浴衣のセルティと一いつ緒しよに縁日の間を歩いたらどれだけ幸せだろうって。神じん社じやの裏、二人きりで観みる花火、想おもいは募つのり、はだけるセルティの浴衣……そうだ、丁ちよう度どはだけやすそうなサイズの浴衣を偶ぐう然ぜん買ってきてあるんだ！　ちょっと試しに着てみてろぶッ」

　セルティから軽いボディブローを喰らった新羅は、呻うめきながらも笑顔で親おや指ゆびを立てた。

「イタタタ……例えセルティが理り不ふ尽じん系けい暴力ヒロインだろうと、僕はそれに見合った耐たい久きゆう力りよくを身につけてみせるよ！　乞こう御期待！」

『そんなに理不尽だったかな、今の……』

「とにかく、祭りじゃなくたって僕はセルティと一緒にいるだけで楽しいのさ」

『いや、お前はそうかもしれないし、そう言ってくれるのはありがたいんだが……』

　どこか釈しやく然ぜんとしないといった感じのセルティに、新羅は尚なおも言葉を続ける。

「僕に限った話じゃないさ。ただ大おお勢ぜいでなんとなく集まってるってだけで安心するタイプの人も多いんだよ。もちろん、逆の人も多いけどね」

　そして新羅は、懐ふところの携けい帯たいを取り出して一枚のフォトデータをセルティに見せた。

「ほら、この時だって、特とく別べつ何かあったわけじゃないけど、みんな楽しんでたろ？」

　携けい帯たい画面に映る写真を見て、セルティが過去を懐なつかしみながら文字を打つ。

『ああ……この時は楽しかったな……』

　それは、今セルティ達がいる部屋に、高校生の男女やバーテン服の男、私し服ふくの面めん々めんが揃そろって鍋なべを囲んでいる写真だった。




『まさかこの日からたった数ヶ月で、帝人みかど君があんな事になるとは思わなかったよ……』
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外伝１　『私の心は鍋模様』







某ぼう年ねん４月中ちゆう旬じゆん　川かわ越ごえ街かい道どう沿い　某マンション




　混こん沌とんという言葉は、コントンって書くと、なんだかお鍋なべを煮ている音みたいだねえ。だから鍋は混沌としてた方がいいんだよ。




　そんな事を言っていたテレビの司会者は誰だれだったろうか。

　竜りゆうヶが峰みね帝人みかどは必ひつ死しにそれを思い出そうとしたが、頭が上う手まく働かない。

　──ええと……。

　──なんだろう、この状況。

　周囲に広がる空間の異い様ようさに、帝人は頰ほおをひきつらせつつ──箸はしの先にある肉を自分の口へと押し込んだ。




　肉　肉　野や菜さい　肉　野菜

　　　　肉　肉　野菜　肉　野菜

　とうふはごまだれ　やさいはポンズ

　　　　おにくにつけるは　あぶらみしだい




　現在の室内の状況を表すならば、その四行だけで済まされる。

　それほどまでに、帝人みかどの周囲にいる者達は鍋なべに向かってがっついていた。




　川かわ越ごえ街かい道どう沿いにある、高級マンションの最さい上じよう階かい。二十畳じよう近くある広大なダイニング内は、それでも少々狭く感じられる程ほどの喧けん噪そうと熱気に満ちていた。

　大きなテーブルの周りには十人前ぜん後ごの人間が集まっており、二つ用意されたガスコンロの上には、それぞれ同じぐらいの大きさの土ど鍋なべが載のっている。

　一面の窓から見える東京の夜景は、鍋からの湯ゆ気げによって覆おおい隠かくされ──今はただ、帝人の目に映るのは人によって紡つむがれる喧けん噪そうと混乱のみだ。

「えーと……」

　口の中の肉を吞のみ込みつつ、帝人は再さい度ど考える。一体、何な故ぜ自分はこんな所にいるのだろうかと。




　来らい良ら学園の二年に進級してからの数日間、彼は様さま々ざまなトラブルに巻き込まれて、背にかなりの量の冷ひや汗あせを搔かく結果となったのだが──

　突然、そのトラブルの中心にいた女性から『鍋をやるから良かったら食べに来い』と言われ、誘われるままにここに来てしまったのだ。

　それだけを切り出せば、何かロマンスかサスペンスの予よ感かんを覚えるのだが──肝かん心じんの自分を誘った女性は、ダイニングルームと一ひと続つづきになっている洋室のソファに座り、白はく衣いの男と肩を並べて楽しそうに話している。

　正確には、話しているように見えた。

　何故なら、白衣の男の方は女に対して一方的に話しかけているのだが──彼女は語り返すどころか、開く口自じ体たいが存在していなかったのだから。




　帝人はそんな首くび無なし女──セルティ・ストゥルルソンに楽しげに話しかける白衣の男、岸きし谷たに新しん羅らを見つつ、少しだけ羨うらやましそうに微笑ほほえんだ。





♂♀






　セルティ・ストゥルルソンは人間ではない。

　俗ぞくに『デュラハン』と呼ばれる、スコットランドからアイルランドを居きよとする妖よう精せいの一種であり──天てん命めいが近い者の住む邸てい宅たくに、その死し期きの訪れを告げて回る存在だ。

　切り落とした己おのれの首を脇わきに抱え、俗にコシュタ・バワーと呼ばれる首くび無なし馬に牽ひかれた二に輪りんの馬ば車しやに乗り、死期が迫る者の家へと訪れる。うっかり戸口を開けようものならば、タライに満たされた血液を浴びせかけられる──そんな不ふ吉きつの使し者しやの代表として、バンシーと共に欧おう州しゆうの神しん話わの中で語り継つがれて来た。

　一部の説では、北ほく欧おう神話に見られるヴァルキリーが地上に堕おちた姿すがたとも言われているが、実際のところは彼女自じ身しんにもわからない。

　知らない、というわけではない。

　正確に言うならば、思い出せないのだ。

　祖国で何者かに自分の『首』を盗ぬすまれた彼女は、自分の存在についての記憶を欠けつ落らくしてしまったのだ。それを取り戻すために、己の首の気け配はいを追い、この池いけ袋ぶくろにやってきたのである。

　首無し馬をバイクに、鎧よろいをライダースーツに変えて、何十年もこの街を彷徨さまよった。

　しかし結局首くびを奪だつ還かんする事は叶かなわず、記き憶おくも未いまだに戻っていない。

　セルティは、今ではそれでいいと思っている。

　自分が愛する人間と、自分を受け入れてくれる人間達と共に過ごす事ができるのならば、今の自分のままで生きていこうと。

　強い決意を胸に秘め、存在しない顔の代わりに、行動でその意志を示す首無し女。

　それが──セルティ・ストゥルルソンという存在だった。





♂♀






　そんな『異い形ぎよう』である女性と、とある事件をきっかけとして知り合った帝人みかどは、こうして鍋なべパーティーに呼ばれるまでの仲になったのだが──彼だけが特別な存在というわけではない。

　周囲には、他にもたくさんの人間が集まっており、本当に『たまたま連れん絡らく先さきを向こうが知っていたから呼ばれた』というような感じだろうと思われた。

　しかし、その面子メンツの殆ほとんどは既すでに顔かお見み知しりとなっている面々であり、特別な寂しさは感じられない。

　ただ一点──

　本当ならこの場にいてもおかしくなかった筈はずの、古くからの親友の姿すがたが無い事を除いて。

「……」

「あの……となり、いいですか」

　そんな少年の耳に、消え入りそうな少女の声が染しみこんでくる。

「え!?　あ、いいよいいよ！　御ご免めんね、一人で座っちゃって」

　半なかば立ち食いとなっている鍋なべパーティー。帝人みかどは慌あわてて場所を詰めながら、同級生の少女──園その原はら杏あん里りを迎え入れる。

「で、でも、園原さん、本当にセルティさんの知り合いだったんだね」

　以前に『会ったことがある』とは聞いていたものの、この鍋パーティーの会場に来た瞬しゆん間かん、彼女がその場にいた事に少なからず驚いた。

「でも、まさか狩かり沢さわさん達はともかく、張はり間まさんや矢や霧ぎり君までいるなんて、驚いたよ」

　部屋の隅すみで仲良く鍋をつついている男女を見つつ、帝人は改めて一人の少年の事を想おもい浮かべる。

「……正まさ臣おみも、いれば良かったのになあ」

「……そうですね」

　独ひとり言ごととして呟つぶやいた言葉に返答があり、帝人は慌てて首を振った。

「いやいや、御ご免めん！　今のは園原さんに言ったわけじゃなくて、その……」

　しどろもどろになるが、結局何なにも取り繕つくろう事ができない事に気付き──少年は、諦あきらめたように寂しげな笑えみを顔に浮かべる。

「でも……まあ、本当に、これで正臣が居ればって思うよ」

　周囲の喧けん噪そうを身に受けつつ、感かん慨がい深げに語り始める帝人。

「園原さんや、ここにいる人達と知り合えたのも……そもそもは、正臣に誘われて、池いけ袋ぶくろにきたからなんだ」

「……」

　紀き田だ正臣。

　帝人の幼おさな馴な染じみであり、彼を池袋という街に誘った張ちよう本ほん人にんでもある。

　帝人と正臣と杏里の三人は、来らい良ら学園の中では三さん角かく関係として有名であり、しょっちゅう行動を共にするような、良い友人関係を築きあげてきたのだが──

　とある事件を境さかいに、正臣は彼らの前から姿すがたを消した。

　それから一ヶ月以上経たつものの、いまだに帝人と杏里は心の整理がつかず、振り返れば正臣が鍋で誰だれかと肉を奪うばい合っているような気さえしてくる。

　しかし、当然ながら部屋の中に彼の姿は見られない。

「正臣には凄すごく感謝してる。故こ郷きようが嫌きらいなわけじゃないけど、正臣のおかげで、僕は新しい世界に踏み出せたのかもしれない。第一、正臣以い外がいだったら、誘われても上じよう京きようなんてしなかったかもしれないからね。埼さい玉たまから東とう京きように上京なんてちょっと大おお袈げ裟さな言い方だけど……」

　照れたように頭を搔かく帝人みかどに、杏あん里りは軽く微笑ほほえみながら言葉を返す。

「紀き田だ君と、本当に仲が良かったんですね」

「ナイショだけど、正臣が東とう京きように転校するって聞いた時はちょっと泣いちゃったよ。こんな事、正臣の目の前では言えないけどさ、本当に、正臣には何度も何度も助けられたよ……」




「本当にさ、正臣の行動力は、僕の憧あこがれだった。……小学校の時にさ、こんな事があったんだ」





♂♀






５年前　夏　埼さい玉たま県けん某ぼう市し




「帝人！　カブトムシ取りに行こうぜ！」

　黒くろ髪かみの少年が、ある民みん家かの二階の窓を見上げながら、自信満まん々まんな笑顔でそう告げる。

　一方、二階の窓から顔を出したパジャマ姿すがたの少年は、周囲の家を気にしつつ、ギリギリ相手に届くような声を絞しぼり出した。

「こんこん窓に石がぶつかるから何かと思ったら……正臣、今、何時だと思ってるの……!?」

「午前２時だ！　丑うし三みつ時どきだぜ！　やったな！」

「なにもやってないよ！　ちょっと待ってて、今、下に降りていくから……！」

　慌あわててパジャマ姿の少年──竜りゆうヶが峰みね帝人は、着きの身み着きのままで階段を下り、溜ため息いきを吐きながら玄げん関かんの扉とびらを開く。

「で、なんでカブトムシ？」

　ジト目で相手を睨ねめ付けながら尋たずねる帝人に、既すでに虫取り網あみを構えている少年──紀田正まさ臣おみは、ニヘラと笑いながら自信満まん々まんに頷うなずいた。

「夏休みの日記のネタが無くなった！」

「……何も無かった、って書けばいいじゃない」

「そんなつまらない日記を見て誰だれが喜ぶってんだよ！」

「先生以外誰も見ないよ。夏休みの宿題の日記だなんて。そもそも高学年になってからは別に絵日記でもないんだし、無む理りして自分から何かすることもないじゃん」

「俺おれが自分で自分の日記を見返して喜ぶんだよ」

　ムチャクチャな事を言う正臣に、帝人は溜息を吐きながら言葉を続ける。

「大体。こんな夜中に出歩くなんて父とうさんにも母かあさんにも怒られるよ」

「え？　だって帝人の父ちゃんと母ちゃん、今、田舎いなかの法ほう事じで青あお森もりだろ？」

「……そういえば昨日きのうそう言ったっけか……」

「それにもう夜中っていうより早朝だし、大だい丈じよう夫ぶだろ。草くさ木きも眠る丑三つ時！　草木に人間が都つ合ごうを合わせる必要なんかないさ！　さあ！　行こうぜ俺おれ達たちのカブトムシランドへ！」





♂♀






数時間後




埼さい玉たま県けん某ぼう所しよ　森林部




「……どうせ、カブトムシは高く売れるからとかそういう理由なんでしょ？」

　結局、４時ごろまで待ってから近所の森へと出発した二人の少年。

　正まさ臣おみという少年はとにかく行動的で、アクティブさだけを見れば、いい意味でも悪い意味でも小学生らしくないが──行動原げん理りは実に子供っぽい所がある。

　周囲の人間達はそんな正臣に振り回されっぱなしとなる事が多いのだが、特に受け身体たい質しつである帝人みかどは、正臣の言い出す『冒ぼう険けん』だの『思いつき』だの『ごっこ遊び』に最も多く付き合わされた被ひ害がい者しやの一人であった。

　だが──決して、帝人もそれを嫌いやがっているわけではなく、自分には無い行動力を持った少年に対して憧あこがれにも近い感覚を抱いていた。

　そうした感じでしょっちゅう連れ回されていただけに、正臣の行動原理は帝人にも大だい体たい予想がつく。

「良く解わかったな。いい小こ遣づかい稼かせぎになるぞ」

「不ふ純じゆんだ……」

　溜ため息いきを吐きながらも、帝人は結局ここまでついてきてしまっていた。

　そもそも正臣の両親はどう思っているのだろうか。細かい事は気にしない両親とは聞いていたが、それにしても夜中の２時に息子むすこが出歩くのを見過ごすというのはどうなのだろう。

　帝人はそんな心配をしつつ、まだ暗い森の中をおっかなびっくり進んでいく。

「昨日きのうの夕方に、特とく製せいの蜜みつジュースをたっぷりと吸わせた布を木に巻き付けといたんだ。今いま頃ごろはカブトムシがわんさかで選び放ほう題だいだぞ。うっかり踏みつぶさないように気を付けろよ？」

「う、うん」

　言われて、思わず懐かい中ちゆう電でん灯とうを足あし元もとに照らしながら慎しん重ちように歩き続ける帝人。うっかり踏んでしまう事を想そう像ぞうして、全身に怖気おぞけを走らせる。

　そんな帝人を余よ所そに、正臣はずんずんと進んでいくのだが──

「あれ？」

　正臣の目指す森の奥に、既すでにいくつかの灯あかりが揺らめいているのが見て取れた。

「ほ、ほら、勝かつ手てに布なんか巻くから、きっと大人おとなの人達が怒って取りに来たんだよ……！」

「こんな夜よ中なかにか？」

　そう言いつつ、正まさ臣おみは懐かい中ちゆう電でん灯とうを下に向け、慎しん重ちようにその明かりの方に歩みはじめ、帝人みかども足を震わせながら、結局その後に続いていく事にした。

　すると──そこに居たのは、正臣達よりも数すう歳さい年上と思おぼしき少年達だった。

「ん？　なんだよ、お前ら」

　こちらの明かりにも気付いたようで、少年達の一人が声をあげる。

　彼らの手にも虫むし籠かごが釣つり下げられており、どうやら正臣と同じくカブトムシ目当てで集まっているようだ。もっとも、カブトムシで遊ぶという齢としにも見えないので、恐らくは販はん売ばい目的なのだろうが。

　虫籠の中には無む数すうのカブトムシが蠢うごめいており、布に集まったカブトムシはあらかた取られた後と思われた。

「まずいよ、どこかの中学生の人達だ」

　帝人が小こ声ごえでささやきながら正臣の袖そでを引くが、正臣は至って普通の調子で中学生達に話しかける。

「えっとー、俺おれら、カブトムシ取りに来たんだけどー」

　すると中学生達は顔を見合わせ、笑いながら正臣と帝人に向き直る。

「もうここは俺らの縄なわ張ばりだからよ、余よ所そに行け、余所に」

　正臣は小さく息を吐き、諦あきらめたように踵きびすを返そうとしたのだが──

　意外な事に、正臣の陰から飛び出した帝人が、中学生達に怯おびえながらも声をあげた。

「で、でも、その布と蜜みつは、紀き田だ君が……ッ！」

「え？　なんか文もん句くあるの？」

「この布、お前らが用意したって証しよう拠こでもあんのかよ？」

　顔に懐中電灯を当てながら、脅おどすように一歩踏ふみ出す中学生達。

　その対応にビクリと体を震わせる帝人だが──その手を正臣が摑つかみ、首を振りながら背後に帝人を下がらせた。

「なんでもありませーん。じゃ、俺らはこれで」

「おう、帰れ帰れ」

　笑いながら、犬を追い払うように手を振る中学生達。帝人はまだ納なつ得とくがいかないような顔だったが、正臣はそんな彼の手を引いて森の奥へと消えていった。




「あのなー帝人、お前喧けん嘩かとかからっきしなんだからよ、ああいう喧嘩売るようなマネすんなっての」

「で、でも……あのカブトムシ……正臣が全部集あつめたのに……」

　森の中を歩きながら、尚なおも悔くやしそうに俯うつむく帝人。正臣はそんな彼の頭をポンと叩たたき、ウエストポーチの中から何かを取りだした。

「ま、いいさ。ゆうべはこの森の中で、色々と面白いもんも見つけたしな」

「面白いもの？」

「とにかく、お前はもやしっこなんだから、危ない事はやめとけって」

　そして、ニヤリと笑いながら、帝人みかどに顔を向けて言葉を紡つむぐ。

「じゃ、帝人はちょっとここで待っててくれ」

「？」




「喧けん嘩かとか危ない真ま似ねは、俺おれに任せとけって」







「にしても、こりゃ凄すげぇ売れるんじゃね？」

「デパートじゃなくてよー、俺らが直接売うった方が儲もうかるんじゃねえか？」

「ばーか、金出すのは親なんだからよ。俺らなんかから買うわけねえだろ。知り合いのペットショップのおっさんに売るのが一番いいって」

　そんな会話をしつつ、手元の虫むし籠かごを眺ながめてヘラヘラと笑っていた中学生達だったが──

　彼らの全身に、唐とう突とつにパシャリと何かが振りかけられた。

「!?」

　甘い匂においのする、べとついた液えき体たい。

　何事かと周囲に懐かい中ちゆう電でん灯とうを向けると──

　闇やみの中に一人で立ち、左手に木の棒ぼうを、右手にペットボトルを持った小学生の姿すがたが見えた。

「どもー。どうせだったら、余ったこの蜜みつも持ってって下さいよ」

　挑ちよう発はつするように笑い、踵きびすを返して闇やみの中に走っていく小学生。

　中学生達は一いつ瞬しゆん顔を見合わせ、自分達が何をされたのか理解すると──怒ど号ごうをあげながら、一いつ斉せいにその後を追い始めた。




「待てこの野や郎ろう！」

「ぶん殴なぐってやる！」

　年下相手に大人おとなげない事を叫びながら、中学生達は闇の中を追い続けたのだが──

　もう少しで追いつくという所で、小学生が急に逃げ足を緩ゆるめ──手にした木の棒で、木にぶら下がる何かを思い切り叩たたきつけた。

「あ……？」

　中学生達が不ふ審しんに思い、その『何か』にライトを向けるのと、小学生がライトを消すのはほぼ同時の事だった。

　次の瞬しゆん間かん、その『何か』から、物もの凄すごい数の羽は音おとが鳴り響ひびき────────

「は、は、ハチだぁあぁ！」

　中から飛び出してきた無む数すうのアシナガバチが、蜜みつを被かぶってライトを振り回している中学生達に向かって、一いつ斉せいにその身を躍おどらせた。







　悲鳴をあげて逃げていく中学生達を余よ所そに、正まさ臣おみは先せん刻こくの場所に戻り、置かれたままの虫むし籠かごを手にとると、一番大おおきなカブトムシだけを手にし、残りのカブトムシは全て森の中に逃がしてやった。




　そして、何なに事ごともなかったかのように帝人みかどの元に戻り、心配そうにこちらを窺うかがう彼に向かって呟つぶやいた。




「わり、一いつ匹ぴきしか捕とれなかったから、これ、俺が貰もらってもいいか？」
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５年後　鍋なべパーティー




「……中学生達の悲ひ鳴めいが聞こえてきた時は何かと思ったよ。昔っから、正臣は負けず嫌ぎらいでさ……相手が中学生でもなんでも、平へい気きで喧けん嘩かしたりさ」

「紀き田だ君らしいですね」

　クスリと微笑ほほえむ杏あん里りの顔を見て、帝人も少し照れたように笑い、話の続きを口にした。

「うん……でも、それだけだったら、僕だって喧嘩とか嫌いだからさ、正臣とそこまで仲良くなってなかったと思う」
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５年前




　カブトムシの騒そう動どうから２日後、帝人が街を歩いていると、バッタリ正臣に出くわした。

「よう、帝人。ほら、これ」

「？」

　突然あめ玉を渡され、訳わけが分からず「ありがとう？」と疑ぎ問もん混じりの礼を言う帝人。

　そんな友人に、正まさ臣おみはケラケラ笑いながら口を開く。

「ほら、一昨日おとといの朝は早起きさせちまったろ？　あのカブトムシが高く売れたからよー、分け前だよ分け前」

「結局売うったんだ、あれ……」

　呆あきれながら呟つぶやき、貰もらった飴あめをポケットに入れる帝人みかど。

　その後、たわいもない話をした後、正臣と別れて普通に帰る筈はずだったのだが──




　帰き路ろの途と中ちゆうで、先刻貰もらった飴を頰ほお張ばった所で、近所に住む低学年の子供達がカブトムシを見せ合って遊んでいる姿すがたを見かけた。

　一昨日の朝のことを思い出し、微笑ほほえましくその姿を見ていると、子供の一人が帝人に気付いたようで、こちらに向かって手を振った。

「あ、竜りゆうヶが峰みねの兄にいちゃん！　なにやってんの！」

「何って、帰る途中だよ……カブトムシ、自分達で捕とってきたのかい？」

　何気なく聞いた所に、子供の一人が無む邪じや気きな笑顔で言葉を返す。

「違うよ！　紀き田だの兄ちゃんだよ！」

「……え？」

　唐とう突とつに、先せん刻こく別れた友人の名前が出てきた事に驚き、同じ小学校に通うその少年を見る。

　すると、その手に持たれたカブトムシは、他の子供達の物より一回り大きく──大きさだけ見れば、一昨日の朝、正臣が持ち帰ったものとそっくりに見えた。

「３日ぐらい前、よっちゃんの奴やつがデパートで買ったカブトムシ自じ慢まんしてきて、みんなで悔くやしがってたらさ、正臣の兄ちゃんが『もっとでかいカブトムシを捕ってきてやる』って言ってくれたんだぜ！」




「それで、昨日きのうこのでっけーカブトムシもってきてくれて、あめ玉だま三個と交換してくれた！」
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５年後　鍋なべパーティー




「馬ば鹿かだよね、正臣ってさ。自分にはなんの得もないのに、時々そういう事するんだよ」

「素す敵てきだと思います」

　柔らかい微笑ほほえみを浮かべる杏あん里りに、帝人も同じように笑ってみせた。

「うん、僕もそう思う。正臣のそういう所、馬鹿だとは思うけど、凄すごいかっこいいって思ってた。ちょっとかっこつけすぎだと思うけどね」

　そんな事を笑いながら、帝人みかどは照れ隠かくしの為ためか、再び鍋なべに向かうが──そこには既すでに肉はなく、肩を落としながら白はく菜さいを皿さらに取り始めた。

　と、そこに、可愛かわいらしいエプロンをつけた張はり間ま美み香かが現れ、肉の載のった大おお皿ざらをテーブルに置いていく。

「はいはーい。肉はまだまだありますから、安心して食べて下さいね！」

　明るく微笑ほほえむ美香の顔を見て、帝人は思わず彼女の事を可愛いと思ってしまう。直後、背後にいる杏あん里りの事を思い出し、慌あわてて心しん中ちゆうで首を振った。

　──いけないいけない。僕は園その原はらさん一ひと筋すじだ。

　張間美香は、園原杏里の親友だ。

　とはいえ、はたしてそこに本当の友情があったのかどうか、美香の事を良く知らない帝人には今ひとつ確信が持てない。

　杏里を引き立て役として連れ回していたという話だが、帝人にとっては杏里の方が魅み力りよく的だと思っていた。もっともそれは、事じ前ぜんに杏里から美香の情報を聞いていたり、美香には既すでに誠せい二じという彼かれ氏しがいるという事を踏まえての印いん象しようかもしれないが。

　──まあ、確かに、園原さんとは全く逆のタイプだからなあ。

　──もしかしたら、お互いがお互いに引き立て合ってたのかも。

　どこか影のある杏里と、悩みなど何もないかのような明るさを持つ美香。二人は良い意味で好こう対たい照しようであり、お互いの特とく徴ちようを強調しあっているように思える。

　そういう意味では、張間美香の明るさが男を惹ひき付けるというのも理解できるのだが──

　──っていっても、ストーカー……なんだよねえ。

　彼女の事を色々と『知っている』帝人としては、実際にときめくかと言われれば疑問が残る。

　そもそも、帝人にとっては既に園原杏里という心に決めた人間がいるのだ。

　彼は自分の中に生まれた煩ぼん悩のうを払おうと、白菜をモフモフと口に押し込みながら杏里の元へと戻っていった。

「モゴ……」

　無む理り矢や理り白菜を喉のどの奥に押し込み、杏里に対して世せ間けん話ばなしとばかりに問いかけた。

「そういえば、園原さんは、張間さんとはいつ頃ごろからの知り合いなの？」

　先せん刻こく、自分が正まさ臣おみの話をした事からの自然な流れだろうと話をふったのだが──

　返ってきたのは、想そう像ぞう以上に重い答えだった。

「私は……張間さんとは、幼おさな馴な染じみでしたけどそんなに最初から仲が良かったわけじゃなくて……。でも私、小学校の時に、クラスの女子に虐いじめられた事があったんですけど……その時に助けてくれたのが張間さんだったんです」

「……」

「それから、色々と一いつ緒しよに行動するようになって、あとは、前に話した通りです」

「えっと、うん……嫌いやなことを思い出させちゃってたら御ご免めん」

　申もうし訳わけなさそうに頭を下げる帝人みかどに、杏あん里りは慌あわてて首を振る。

「そんな事はありません。ごめんなさい、私の方こそ変な話を……」

　慌ててフォローを入れる杏里。

　そこに、件くだんの噂うわさの当とう人にん──張はり間ま美み香かがヒョイと顔を出し、からかうように口を開く。

「あれー、何々？　痴ち話わ喧げん嘩か？」

「は、張間さん！」

「もう、帝人君、杏里ちゃんを困らせちゃダメだよ！　杏里ちゃん、結けつ構こう気にしいなんだから」

「ご、御免なさい」

　何な故ぜか謝ってしまう帝人に、杏里が更さらにフォローを入れようとオロオロと手を伸ばす。

　そんな彼女の脳のう裏りの中に──美香の声と帝人の言葉により、一つの記き憶おくが蘇よみがえる。

　それは、二人が出会ったばかりの頃ころの記憶だった。
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６年前　都内某ぼう所しよ　小学校内




　バシャリ、と、まだ小学生だった杏里の顔に、水に濡ぬれた雑ぞう巾きんが投げつけられた。

「あんたさぁ、こないだのテストで満点ってさぁ、どんなインチキしたの？」

「……」

　学校裏うらの水道場で、数名の女子に取り囲まれる杏里。時間は既すでに放ほう課か後ごで人ひと気けも少なく、教きよう師しなどが通りかかる様よう子すは無い。

「みんな知ってるんだからね。あんたがカンニングしてるって事」

　そう言って、女子の一人が杏里の顔から雑巾を剝はがし、今度はふくらみかけの胸のあたりに投げつけた。

　ベシャリ、と嫌いやな音がして、杏里の服に水の染しみが広がっていく。

　杏里には全く身に覚えの無い話だが、どうやらクラスでもとりわけ地じ味みな彼女が、自分達よりも好こう成せい績せきなのが気にくわないらしく──確たる証しよう拠こもないまま、少女達は心の中で既に杏里に有ゆう罪ざいの判はん決けつを下しているようだ。

「私、カンニングなんて……」

　淡たん々たんと否定しようとする杏里に、女子達のリーダー格の少女が再さい度ど近づき、杏里の肩をぐいと押し、そのまま水道場の壁に押しつけた。

「あんたの話なんて聞いてないんだけど」

　そのまま蛇じや口ぐちから水を出し、その水を手ですくい、杏里の顔面にバシャリ、バシャリと連続してぶつけていく。

「つーかさ、あんた、まじでみんなに嫌きらわれてるんですけど。解わかってる？」

「男子もみんなあんたのことキモイって言ってるしね」

　実際には、杏あん里りは寧むしろ、虐いじめている彼女達よりも男子からの人気がある方だと言っても良かったのだが──その事実が、余よ計けいに女子達のプライドを傷つけたのかもしれない。

　自分達よりも下だと思っていた少女に成せい績せきでボロ負けした事は、クラスである程てい度どの『地ち位い』を得ている少女にとっては耐え難い屈くつ辱じよくだったのだ。

　もっとも、小学生である彼女達の感覚からすれば、全ては『なんとなくムカツク』という言葉で済まされるのかもしれないが。

　そのまま少女の一人が水すい道どうでバケツに水を汲くみ、反はん抗こうしようともしない杏里に冷水をぶちまけようと振りかぶる。




　だが──

　次の瞬しゆん間かん、その手がヒョイと摑つかみあげられ、バランスを崩くずした事により、バケツの水が少女自身へと降り注そそぐ。

「キャァァァッ!?」

　突然の悲ひ鳴めいに杏里やいじめっ子の少女達が振り返ると──そこには、ランドセルを背負って下げ校こう途と中ちゆうの美み香かと、彼女の友人と思おぼしき女子達の姿すがたがあった。

　美香はずぶ濡ぬれになった女子の手からバケツを奪うばい取り、指でくるくると回しながら不ふ敵てきに笑う。

「なに超ちよう格好かつこ悪わるいことしてんの？」

　ヘラヘラと笑う美香に、女子達は顔を青くしている。

「は、張はり間まさんには関係ないでしょ？」

　当時、クラスの中ちゆう心しん的てき存在だった美香を相手に、少しよう数すう派はのグループである女子達は明らかに気き後おくれしてしまっている。

　そもそも、美香のグループに加われなかった少数派のグループが、更さらにクラスで浮いていた杏里に目をつけたのが今回の構こう図ずであり──その現げん場ばを美香のグループに見られるというだけで十分に厄やつ介かいな状況であると言えた。

「あーあ、こんなの、先生達が知ったらどうなっちゃうのかなー。お父とうさんとかお母かあさん呼ばれちゃうんじゃないかなー」

　クスクスと笑う美香を前に、少数派の女子グループは言葉を詰まらせ、

「か、勘かん違ちがいしないでよ！　私達はただ、杏里ちゃんをちょっとからかってただけなんだから……。い、いこ」

　顔を青くしながら、足あし早ばやに立ち去る女子達を見て──美香はケラケラと笑った後、杏里に対して向き直る。

「だいじょぶ？」

「えっと……ありがとう……」

「顔、拭ふきなよ」

　頭を下げる杏あん里りにハンカチを差し出しながら、美み香かは厳きびしい言葉を投げかける。

「もー、園その原はらさんもちょっとは抵てい抗こうしなよ。そうしないと、あいつら図ずに乗るだけだよ？」

「ごめんなさい……。でも……大だい丈じよう夫ぶ……家で、慣れてるから……」

「？」

　その時は、杏里の言葉の意味が解わからなかったのだが、美香はなんとなく彼女の事が気になり、そのまま次の言葉を口にした。

「これからみんなで遊びに行くんだけど、園原さんも来る？」
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　それから数年の間、杏里は美香の女子グループに属して共に過ごすようになった。

　もっとも、女子グループに加わっているというより、強ごう引いんな美香に引っ張り回される感じという方が近かったのだが。

　杏里も理解していた。

　恐らく美香は、雰ふん囲い気きのまるで異なる自分の事を引き立て役のように扱っているのだろうと。小学生の頃ころの彼女にそこまではっきりとした事は言葉にできなかったが、なんとなく、そうした空気を感じてはいた。

　しかし、杏里は決してそれを迷めい惑わくに思っていたわけでもなく──行動的な彼女に対してある種の憧あこがれのようなものを抱いていたのかもしれない。

　奇くしくも、竜りゆうヶが峰みね帝人みかどが紀き田だ正まさ臣おみに対して抱いていたものと同じような感情を。




　だが、中学二年の春、一つの転てん機きが訪れる。




「きゃッ……！」

　女子の一人に蹴け飛とばされ、女子トイレの壁に体をぶつける張間美香。

　彼女の前に立つのは、小学生の時に少数派のグループだった少女達。

　しかも、その背後には──かつて美香の取り巻きであった少女達の姿すがたも見える。

「いつまでお姫ひめ様さま気き取どりなんだよ、ああ？」

「もう、お前の事なんざに誰だれもおべんちゃら使わねえっての」

　きっかけは、少数派グループの女子の一人が、その中学で幅をきかせている男子グループの一人と交際を始めた事だった。

　徐じよ々じよに発言力を強めた彼女は、小学校の時の意い趣しゆ返がえしとばかりに、美み香かのグループを切り崩くずしにかかったのだ。

　自分がターゲットになる事を恐れた美香の取り巻き達は、罪ざい悪あく感かんを覚えながらも次々と寝ね返がえり、美香は逆に中学の中で孤こ立りつした存在になりつつあった。

「連れてきたよ」

　そんな緊きん迫ぱくした状況の女子トイレに、新たな人ひと影かげが姿すがたを現した。

　女子グループの一人に無む理り矢や理りつれてこられた、園その原はら杏あん里りだった。

「張はり間まさん……？」

　元々女子グループのいざこざに興きよう味みの無かった杏里にとっては、状況が今ひとつ摑つかめない。

　そんな彼女に対し、女子グループのリーダーらしき女が、顎あごで美香の方を指し示す。

「おい、園原ぁ、これに水みず汲くんで、あいつにぶっかけろよ」

　杏里は差し出されたバケツを思わず受け取ったものの、困こん惑わくした表情で美香と女子達の間に視線を往おう復ふくさせる。

「園原だって、あの女の引き立て役にされてムカついてんだろ？　なあ」

「私は別に……」

「なあ、っつってんだろ？　それとも、また虐いじめられたい？　え？　そうなの？　そんだったら、美香と一いつ緒しよに纏まとめて毎日ずぶ濡ぬれになって貰もらってもいいんだけど？」

　実際、美香の取り巻きだった者達は、自分が少しよう数すう派はになる事を恐れて彼女から離れていった。それと同じように、元々虐ぎやく待たいされる側だった杏里もあっさりと自分達の『恐きよう怖ふ』に屈くつするだろう。女子グループのリーダー達はそう思っていたのだが──




「嫌いやです」




「……あ？」

　あまりにもあっさりと答えられた杏里の言葉に、女子達は目を丸くする。

「それは、私になんの得があるんですか？」

　淡たん々たんと──実に、淡々とした答えだった。

　正せい義ぎ感かんからではない。

　美香への同情や感謝からでもない。

　純じゆん粋すいに、杏里は問いかけたのだ。

　自分がここで美香に対する虐めに荷か担たんする事で、一体なんのメリットが自分にあるのかと。

　小学生の頃ころの杏里だったならば、あるいは違う結果だったかもしれない。

　だが──この頃の彼女は、既すでに両親を『切きり裂さき魔ま』の手によって失っており──心の中に額がく縁ぶちを作り、自分を他た人にんとして、異常なまでに客きやつ観かん的てきに見る事ができるようになっていた。

「貴女あなたたちみたいな人に関わって、張はり間まさんを虐いじめる事に、何か意味があるんですか？」

「てめえ……」

　そんな彼女の『特技』を知らない少女達は、自分達がコケにされたと思ったのか、杏あん里りの胸を強く押し、トイレのドアへと押しつける。

「いい度ど胸きようじゃん。だったら、美み香かと仲良くここで素すっ裸ぱだかにして、携けい帯たいの写真に撮とってやるよ」

　元もと々もと彼女達は、美香を脱がせた写真を撮り、教きよう師しなどに通つう報ほうされないようにする為ための脅おどしとして使う予定だった。

　一人が二人になるだけだと、彼女達は力ちから尽ずくで美香と杏里を押さえ込もうとしていたのだが──




「もー、参まいるなぁ。杏里ちゃんったら」




　トイレの奥から、美香がクスクスと楽しそうに笑いながら声をあげる。

　その手には、トイレの奥にある清せい掃そう用よう具ぐ入いれから取り出したモップが握られており、窓から差し込む夕暮れが逆光となって美香の体を怪あやしく照らし出していた。

「あ？　なんだよ、反はん抗こうする気か？」

　手にしたモップで殴なぐりかかられる事を想そう像ぞうし、一歩下さがりつつも強気な調子で語る女子達だが──

　美香はそんな数の差など気にもせず、口を開いた。

「櫛くし川がわさんの付き合ってる先せん輩ぱいって、城しろ田た先輩ですよねぇ？」

「……そうだよ、私になんかあったら、しろちゃんが黙だまって……」

　余よ裕ゆうを見せようとした発言を遮さえぎり、美香が続きの言葉を紡つむぎ出す。

「じゃあ、こないだ付き合ってた、暴ぼう走そう族ぞくの鋼はがね田ださんとは、もう別れたんですね」

「……ッ!?　ちょッ……なんであんたがその名前を……！」

　唐とう突とつに出てきた元もと彼──いや、現在もまだ繫がっている二股の彼氏の名前を出され、女子グループのリーダーは狼ろう狽ばいし、顔面に困こん惑わくの色を貼はり付けた。

「城田先輩には、生まれて初めての彼氏って言ってあるんですよね？　二人に貴女のお話をしたら、とってもとっても面白い事になるんじゃない……？」

「な、な……なんでてめえが、そんな事を……」

「あら、知らないんですか？」

　次に美香は──かつて自分の取り巻きであり、寝ね返がえった少女達の方に視線を向けて口を開いた。

「本当に、みんなが貴女に寝返ったと思ったんですか？　私がちょっと聞いたら、『噂うわさ話ばなし』をペラペラ教えてくれましたよ？」

「えッ……」

　これに驚いたのは、美み香かから寝ね返がえった女子達だ。彼女達には全く覚えの無い事であり、そもそも鋼はがね田だなどという名前はいま初めて聞いたぐらいだ。

　しかし、そんな彼女達を、元からの集まりだった女子グループのメンバーが凄すさまじい形ぎよう相そうで睨にらみ付けた。

「てめえら……」

「ち、ちが、私達は……」

　実際、美香は裏うら切ぎった彼女達から鋼田の事を聞いたわけではなかった。事じ前ぜんにこうなるであろう事を予よ測そくし、こっそりと相手の女子グループについて探りを入れていたのである。

　互いに疑ぎ心しん暗あん鬼きを植え付け、仲なか違たがいさせる作さく戦せん──であるかのように思われたが、実際の所、美香にそんなつもりは毛もう頭とうなかった。

　ただ数秒。

　ほんの数秒だけ、女子達の視線が自分から別の場所に移ればいいだけだった。

　それだけの時間があれば、とりたてて何か格かく闘とう技ぎなどを囓かじっていない、女の細ほそ腕うででも──




　モップの金きん属ぞく部分を思い切り眼がん前ぜんの女子の頭に叩たたきつける事など、簡単な事だったのだから。




　ガスリ、と妙みような音がして、女子グループの一人が頭から血を流しながらトイレの床に蹲うずくまる。

「ちょッ……」

　その様よう子すに気付いた別の女子の喉のどに、デタラメな勢いでモップの先が突きこまれた。

　言葉を失う女子達の前で、美香は杏あん里りに視線を向け、淡たん々たんと先せん刻こくの言葉の続きを口にする。

「もー、本当に、杏里ちゃんったら酷ひどいよ」

「え？」

「杏里ちゃんがそんなに良い子になっちゃうんだったらさー」

　手にしたバケツを取り落とし、カタカタと震えだした女子グループのリーダーと、泣きそうな顔になっている元取り巻き達。そして、ポカンとした表情で事じ態たいの成り行きを眺ながめている杏里を前にして──

　美香は、最高に爽さわやかな笑顔を浮かべながら、モップを高く高く振り上げた。




「引き立てられる側の私は、悪い子にならなきゃじゃん☆」





♂♀






現在　鍋なべパーティー




　そんな過去を思い出しながら、杏あん里りは静かに微笑ほほえんだ。

　結局、あの事件は美み香かの正当防ぼう衛えいという事でかたがついた。

　服を脱がされ、写真を撮とられそうになったという杏里の証しよう言げんがあり、実際に、既すでに何人かの女子がそのような写真を撮られて脅おどされていた事が発はつ覚かくしたからだ。

　それからも、美香と杏里はずっと共に行動をしてきた。

　思えば、張はり間ま美香の『異い常じよう性せい』に気付いたのは、あの時が初めてだったのかもしれない。

　だが、杏里はそんな美香を恐れる事もなく、その後もずっと親友として──あるいは、引き立て役としての関係を続けていた。

　何な故ぜなら、彼女は知っていたからだ。

　自分自じ身しんもまた──体の内で囁く『声』を別としても、異常な人間には違いないのだという事を。

　過去を懐なつかしむ杏里の目の前で、帝人みかどは美香にからかわれ続け、そこに誠せい二じも加わって帝人がオロオロと周囲に助けを求め続ける状態となっていた。

　そんな状況を、周りで見ていた狩かり沢さわや遊ゆ馬ま崎さきがここぞとばかりにちょっかいを出してくる。

「おやおやー、ミカポンったら、女の子に責められて色々新しい快感の扉とびらを開こうとしちゃってるのかなー？」

「大だい丈じよう夫ぶっすよ、俺おれ達たちは二次元に嵌はまってるから、大たい抵ていの性せい癖へきは引かずに見守れるっすよ」

「何を言い出すんですか!?」

　慌あわてて首を振る帝人を、誠二が驚きよう愕がくの表情で睨にらみ付ける。

「そうなのか竜りゆうヶが峰みね、お前も美香の事を……？」

「違うから！　安心して！　張間さんは矢や霧ぎり君と相そう思し相そう愛あいで僕なんかが割り込む隙すきなんてない！　これでいい!?」

「おい勘かん違ちがいするな。俺おれは美香が好きなわけじゃなくて、美香の顔が好きなんだ」

「えええええ!?」

「誠二さん……嬉うれしい☆」

「えええええええええええええ!?」

　困こん惑わくの声をあげるばかりで、中なか々なか肉にありつけない帝人。

　そんな現げん場ばを遠とお巻まきに見つつ、もくもくと鍋を突き続ける影が二つあった。

　ニット帽ぼうを脱いでいる以外は普ふ段だん通りの格かつ好こうをしている門かど田たと、まったくもって普段通りの服ふく装そうに身を包んだ平へい和わ島じま静しず雄おの二人だった。

　バーテン服に鍋なべという異い色しよくな取り合わせを見ながら、門田は一いつ旦たん箸はしを休めて口を開く。

「そういや静雄、お前、田た中なかさんとは上う手まくやってんのか？」

「ん……？　ああ、トムさんの事か」

　かつての同どう窓そう生せいである二人だが、当時はそれほど交流があったわけではなく、寧むしろ卒業後の方が接する機き会かいが多いような状況だ。

　しかし、この鍋パーティーにおいては静雄も門田と新しん羅らぐらいしか話す相手がおらず、新羅はセルティと話しっぱなしという状況が続いている為ため、必ひつ然ぜん的てきに門田と話す機会が多くなっていた。

「まあ、トムさんはいい人だしな。社長にもすげえ世せ話わになってるし、今の職場はなんとか続けられそうだ。……つーか、続けねえと社長に返す金がねえ」

「ああ……お前の壊こわした標ひよう識しきとか、全部お前んとこの社長が肩代わりしてくれてんだっけか」

「まあ、俺おれとしちゃ、その上に給きゆう料りようまでくれるってんだからありがたくてしょうがねえ」

「田中さんとは前からの知り合いなのか」

　腹ごなしの会話なのか、静雄の上じよう司しについて珍めずらしく尋たずねる門田。彼からしても、静雄と長く行動を共にできる田中トムという男に少なからず尊そん敬けいの念ねんを抱いているのだろう。

「ん？　ああ。まあな」




「そもそも、俺が髪かみを染そめたのも、トムさんに言われたからだからな」





♂♀






10年以上前　池いけ袋ぶくろ　来らい神じん北きた中学校




「俺は……暴ぼう力りよくが嫌きらいだっつってんだろ！」

　そう言いながら、当とう時じ中学生だった静雄少年は、暴力の極きわみともいうべき姿すがたで暴あばれ回る。

　ひしゃげた道路標識を振り回しつつ、新入生である彼は、同じ中学の上級生達を次から次へと打ち抜いた。

　つい一ヶ月前まで小学生だったとは思えぬ膂りよ力りよくで、次々と上級生達を打ち上げる静雄少年。

　暴力の風はあっという間に過ぎ去り、周囲を沈ちん黙もくが包み込む。十数名の上級生達は皆みな地面に倒れ、意い識しきが完全に飛んでいる状態だ。

　それから何分ぐらい経けい過かしただろうか。

　静雄の怒りがようやく収まり、帰ろうとした瞬しゆん間かん──一人の男がその現場に現れた。




「どうだ、もう落ち着いたか？」




　服ふく装そうを見ると、どうやら静しず雄おと同じ中学のようだ。顔つきや物もの腰ごしから見て、恐らくは眼がん前ぜんの男の上級生の一人だろう。

　まだいたのかと、静雄は再び道どう路ろ標ひよう識しきを構えようとしたのだが──

「あー、待て待て、喧けん嘩かなんてやる気ねえよ」

　あっさりと手をひらつかせる上級生に、静雄は困こん惑わくしながら標識を地面に置いた。

「なんだよ、こいつらの仇かたき討うちに来たんじゃないのか？」

「俺おれは、頭ず脳のう労ろう働どう派はなんだよ」

　子供っぽい事を言う静雄に、眼鏡めがねをかけたその上級生はあっさりと言葉を返す。

「それになあ……こいつらからお前に理り不ふ尽じんなこと言って喧嘩売って、こいつらが勝かつ手てにやられたんだろ？　それを仇討ちってのは筋すじが通らないだろ」

「……」

「ま、怪け我がしたくもねえしな」

　あっさりとした苦く笑しようを浮かべ、上級生は淡たん々たんと倒れる彼らの様よう子すを見て回り、特に重い怪我をしていそうな数人をチェックしそのうちの一人を肩に担かつぎながら口を開く。

「悪いけどさ、こいつら病院の前まで運ぶの、手伝ってくれねえか？」

「……。なんで俺が」

　やり過ぎた静雄を責める調子でもなく、ごく普通に頼み込んでくる上級生。

　暫しばし迷っていたが──次に男の口から吐き出された言葉に、静雄は仕方なく従う事にした。

「頼むよ、飯めし奢おごるからさ」





♂♀






一時間後　池いけ袋ぶくろ　某ぼう定てい食しよく屋や




「悪かったな、手伝わせちまって」

「……いや」

「あいつらも、これでお前らにゃ暫しばらく手をださねえだろ。まあ、あれで勘かん弁べんしてやってくれ」

「別に、もうどうでもいい」

　牛ぎゆう乳にゆうとサバの味み噌そ煮に定食を胃い袋ぶくろに入れつつ、静雄は目の前の男に視線を向ける。

　田た中なかと名乗ったその男は、自分は親おや子こ丼どんを先に食べ終え、呆あきれたように静雄の食べる様よう子すを眺ながめていた。

「つーか、お前、牛ぎゆう乳にゆうよく飲むな……。普通にビン牛乳置おいてるこの店も珍めずらしいけどな」

　既すでに机の上に五本以上並ならんでいる牛乳ビンを見つつ、静しず雄おに向かって問いかけた。

「お前、喧けん嘩か嫌きらいなのか」

「……なんで解わかるんだよ」

「……さっき、叫んでたじゃねえかよ。暴ぼう力りよくが嫌いだって」

「ああ、そうか……」

　どこか気まずさを覚えながら残りの飯めしをかき込み、牛乳で一気に喉のどの奥に流し込む。

　そして、ビンを机の上に置きながら、どこか寂しそうに口を開く。

「俺おれは、喧嘩なんかしたくねえんだ。だけどよ、キレるとどうしても自分が抑えられなくなって……気が付いたら、さっきみたいに……いつもああだ」

「……そうか。だったらよ、暴あばれるだけ暴れるってのもいいかもしれねえぞ」

「え？」

「最初に『あいつには絶対に手を出さない方がいい』って話が広まりゃ、お前に手を出す奴やつも減るってもんだろ。まあ、命いのち知しらずの馬ば鹿かは来るかもしれねえし、お前がそういう評ひよう判ばんが広まるのが嫌いやってんならしょうがねえけどよ。まあ、自分から喧嘩を売り始めるような奴なら最後はヤクザに撃うたれて死ぬオチだろうが、そういうタイプじゃ無さそうだ」

　田た中なかはお冷ひやを飲みつつ、静雄の髪かみを見て言葉を続ける。

「まあ、髪の毛け染そめたりしてみるのもいいかもな。お前、見た目がすげえ大人おとなしく見えるから、舐なめられるのかもしれねえ。それに、噂うわさが広まってもなにか特とく徴ちようがなきゃ知らない相手に喧嘩売られるだろうしなあ。『来らい神じん北きた中学の制せい服ふくを着た金きん髪ぱつの奴には手を出すな』ぐらいの噂が広まりゃ、中学生活は安あん泰たいってもんだろ」

「……髪染めるなんて、そんな面倒めんど臭くさいことやってられねえよ。それに、父とうちゃんと母かあちゃんから貰もらった髪の毛を簡単に染めたりできるもんか」

　目を逸そらしながら答える静雄に、田中は苦く笑しようしつつ、別の事を問いかけた。

「……お前、意外と古こ風ふうっていうか、真ま面じ目めなんだな。ま、親から貰った体を大だい事じにするのは良いことだ。強きよう制せいはしねえさ。じゃあよ、どんな事を言われたらキレるのか、なんか特別なのがあれば教えてくれねえか」

「？」

　相手の意い図とが分からず、眉まゆを顰ひそめる静雄に対し、田中は気き恥はずかしそうに笑いながら言葉の続きを口にする。

「これから卒業するまでの一年、俺はお前の先せん輩ぱいになるわけだからよ、後こう輩はいにぶっとばされない内に、そういうのは聞いといた方がいいと思ってな」

　あれだけの暴ぼう力りよくを目にしておきながら、あっさりとその魔ま神じんに『後輩』と言う田中。

「俺は頭ず脳のう労ろう働どう派はだからよ。体で覚えるの苦にが手てなんだよ」

「あと、俺おれは別にいいけどよ。嫌いやでも年上には一応敬けい語ご使っとけ。喧けん嘩か売られる確かく率りつは減るぜ」





♂♀






一ヶ月後　来らい神じん北きた中学　屋おく上じよう




「トムよお、お前、よくあの狂きよう犬けんを手なずけたじゃあねえか」

「ああ？」




　良く晴れた日の放ほう課か後ご、静しず雄おが給きゆう水すい塔とうの横で昼ひる寝ねをしていると、屋上の入口の方から上級生達の声が聞こえてきた。

　その中に田た中なかの声が混じっている事に気付き、静雄はその会話に耳を傾ける事にした。




「実際、上う手まくやりやがったよなあ、トム」

「おうよ、俺達がやられてるのを黙だまって見み捨すてやがっただけの事はあるぜ」

「まあ、それは水に流してやらぁ、あんな化ばけ物ものみてえなガキが俺らの手て駒ごまになったんだからな。これで、近くの連れん中ちゆうはどうとでもならあ。へタすりゃ、高校の連中だって怖こわくねえかもしれねえぞ。あの平へい和わ島じまの小こ僧ぞうを上手くたぶらかせりゃ、後は俺らの天てん下かだな、オイ」

　好き勝かつ手てな事を言う上級生達に、静雄は怒りを爆ばく発はつさせかけたのだが──

　直後、当のトムと呼ばれていた男──田中が溜ため息いきを吐き出し、静雄と上級生達に冷ひや水みずを浴びせかける言葉を呟つぶやいた。




「おめーらなあ……なんか勘かん違ちがいしてねえか？」

「ああ？」

「手なずけたって、あいつは犬じゃねえんだぞ。話してみりゃ解わかると思うが、お前らが思ってるよりもずっとまともな奴やつだぜ」

「んなこと関係あるかよ。あいつ、お前の言う事だけは聞くみてえじゃねえか。トムがやれって言えば高校にでも突っ込むだろうが」

　不ふ良りようグループのリーダーと思おぼしき男が吐き捨てるように言うが、トムは更さらに深い溜息を吐き出し、呆あきれたように言う。

「おめーなぁ……あいつは暴ぼう力りよくが嫌きらいっつってんだぞ。第一、後こう輩はい捨すて駒ごまに使って喧嘩に勝ちましたって、そりゃ筋すじが通らねえし……何より、この上なくダセぇだろ、それ」

　話にならないとばかりに首を振り、そのまま屋上から去っていくトム。

　その後、残った不良達たちは唾つばを吐き捨てながらトムについて口を開く。

「あの野や郎ろう、何なに様さまのつもりだ」

「つーかよー、まずはあの静しず雄お自体やっちまわねえか？　確かにこのまま一年にやられっぱなしじゃ示しがつかねえのも確かだぜ」

「つったって、あいつに勝てる気が……」

「簡単だろ。今屋おく上じようから降りてったカッコツケマンを攫さらっちまえばいいじゃねえか。あいつにだけは懐なついてるんだからよ、人ひと質じちにとっちまえば後ろからバットでぶん殴なぐる隙すきぐらいできんだろ」

　つい数分前まで話していた相手を人質に使うという恐ろしい事を話す来らい神じん北きた中学の最さい上じよう級きゆう生せい達だったが──

　彼らは、屋上の給きゆう水すい塔とうからミシリという音が響ひびいたのを聞き、全身に妙みような悪お寒かんを走らせた。

　そして、上を向いた次の瞬しゆん間かん──彼らの嫌いやな予感は現実となる。

「し、し、静雄……!?」

「……誰だれを人質にとって、誰を後ろからバットでぶん殴るって言ってるんすか……？　せーんーぱーいーがーたーよぉー！」

　そして彼は、いくつか並べられた貯ちよ水すいタンクの一つを蹴り転がし──

　最上級生達は、今こん年ねん度ど二回目の入にゆう院いん生活が決定した。





♂♀






数ヶ月後




　そんな日々が続いていくなか、結けつ局きよく事件は起こってしまった。

　静雄が喧けん嘩かをふっかけられた相手が、復ふく讐しゆうとばかりに、静雄ではなく田た中なかに目をつけたのだ。

　これは後で静雄が聞いた話なのだが──

　静雄を呼び出せば見み逃のがしてやると言った不ふ良りよう達に、田中は溜ため息いきを吐きながら答えたらしい。

『あいつも一いち応おう俺おれの後こう輩はいなんでなあ……。あいつに非があるならワビるように説せつ得とくもすっけどよ。手を出したのはあんたらなんだろ？　何も悪くねえ後輩を売るわけにもいかねえだろ』

　と言い、そのまま喧嘩になったのだそうだ。

　静雄が辿たどり着いた時には、不良グループの何人かが地面に倒れていたが、田中もボロボロにされて立っているのがやっとの状態だった。

　残った十数名の不良達を相手に暴あばれるだけ暴れた後、静雄は巻き込まれるギリギリの所で避ひ難なんして寝そべっていた田中に困こん惑わくしながら問いかける。

「田中先せん輩ぱい、喧嘩苦にが手てなんだろ？　うちの他の先輩達が言ってたみたいに、俺をもっと利用すりゃいいじゃないすか。なんでそうしないんですか」

　不ぶ器き用ような敬けい語ごで問いかける静しず雄おに、トムは笑いながら言葉を返す。

「俺おれは、喧けん嘩かが苦にが手てなだけだ」

　先せん輩ぱいとして精せい一いつ杯ぱいの強がりを見せつつ、田中トムは後こう輩はいに対して肩を竦すくめて呟つぶやいた。




「お前は、暴ぼう力りよくが苦手なんじゃなくて、嫌きらいなんだろ？　だったら、やらねえ方がいい」
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現在　鍋なべパーティー




「それから、俺はトムさんに言われたみてえに金きん髪ぱつに染そめてよ……噂うわさが広まってからは、確かに俺に喧嘩を売る奴やつは大分減へってな……。割と静かな時期が続いたのさ」

　昔を懐なつかしむように語る静雄に、門かど田たはなるほどと頷うなずいた。

「いい先輩で良かったじゃねえか」

「まあな……ただ、高校は別になっちまって……あのノミ蟲むしに会ってから、その平へい穏おんはあっさり崩くずれちまったけどな……」

　仇きゆう敵てきの顔を思い出したのか、静雄の表情にみるみる険けんの色が広がっていくのを見て、門田は慌あわててその怒りを静めようと語りかけた。

「まあ落ち着け。あいつはどうせこんな席にも呼ばれないで、一人で寂しく過ごしてるんだ。あいつも哀あわれな奴なんだからもうほっとけよ」

「……もう二度と俺の前に現れなきゃ、それはいいんだがな」

　一人で寂しく鍋を囲む仇敵──折おり原はら臨也いざやの泣きそうな顔でも想おもい浮かべたのか、徐じよ々じよに怒りを静めながら再び鍋に手を伸ばす静雄。

「しかし、門田こそ、妙みような連れん中ちゆうと連つるんでるよな……どこで知り合ったんだ？」

　静雄の視線の先には、高校生達に絡からんでいる遊ゆ馬ま崎さきと狩かり沢さわ。そして、部屋の隅すみに飾られた真新しい額の前で『こ……これは聖ひじり辺べルリちゃんのサイン!?　なんでこんな所に!?』と叫んでいる渡と草ぐさの姿すがたがあった。

「ああ……あいつらか……」

　そして、過去を懐かしむように目を伏せ、門田はゆっくりと口を開く。

「あいつらと初めてあったのは、確か……」
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『あれは忘れもしない、４年前の冬の事。

　門かど田た京きよう平へいと遊ゆ馬ま崎さきウォーカーは、執しつ事じ見習いの学生でした。

　白はく麗れい陵りよう学がく院いん高等部の従じゆう育いく科かに所しよ属ぞくし、どちらがよりエレガントな主しゆ人じんに仕つかえる事ができるかで争う期待のホープ達。

　その前に現れたのは、黒こく衣いを身に纏まとう黒薔ば薇らの女じよ王おう──狩かり沢さわコンツェルンの御ご令れい嬢じよう、狩沢・ベアトリーチェ・絵え理り華かだったのです！

　一ひと目め見て恋に落ちる門田……。そう、彼はまだ主しゆ従じゆう関係を結んですらいない御主人サマの、恋の奴ど隷れいならぬ恋の執事となってしまったのだった……！』




「……おい」




『でもある日、門田は気付くの。今の自分は本当の自分じゃない。令嬢に向けていたのは恋れん慕ぼの感情ではなく、単なる敬けい意いに過ぎないって！

　そしてカドゥータは気付くの。本当はライバルだと思っていたウォーカーの中にこそ、本当に自分が安らげる癒いやしがあったのだと……！』




「……おい」




『ちょ、狩かり沢さわさん、止やめて下さいよ！　門かど田たさんと俺おれで、しかも本ほん人にんの目の前でＢＬ妄もう想そうって、何度も言いますけど貴女あなたみたいな人がいるからオタクが誤ご解かいされるんすよ!?　ここはやはり、俺が門田さんのアバターになって、言い寄ってくる色んな女の子達を攻こう略りやくしていくラブラブストーリーがいいっすよ！　いやもう門田さんはいいから、俺だけでもラブラブハーレムで包ほう帯たいの下の右手が疼うずいて古こ代だいモテモテ民みん族ぞくの力で右手を見ると女の子達はみんなキャアキャア……』




「……おーい」




『ええー？　ゆまっちだって勝かつ手てに私とドタチンを主しゆ従じゆう関係にしようとしたくせにー。じゃあこういうのはどう？　ドタチンが何かの手て違ちがいで、朝起きたら女の子になっちゃって、全ぜん寮りよう制せいの女じよ学がく園えんに……』




「てーめーえーらぁぁぁぁぁあッ！」
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　門田が話し始めようとした所に合わせて、被かぶせるように好き勝手な妄想を語り始めた遊ゆ馬ま崎さきと狩沢。

　そんな二人の首くび根ねっこをひっつかんで黙だまらせる門田と、セルティに『こ、このこのサインをどこで!?』と詰め寄っている渡と草ぐさ。

　そんな面子メンツを、頰ほおを搔かきながら眺ながめつつ、静しず雄おは肉を鍋なべに入れながら独ひとり言ごとを呟つぶやいた。




「……ま、今が楽しそうだから問題ねえか」
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「おやおや、なんだいなんだい、まだ若いのにみんなして思い出話に花を咲かせて」

　そんな鍋パーティーの様よう子すを見ていた新しん羅らが、上じよう機き嫌げんで室内の皆に声をかける。

「まあ、烏う兎と匆そう々そう、月日が流れるのは早いから、思い出を再さい確かく認にんしておくのも悪くないかな。なら、『ウグイス鳴かせた事もある』ってわけじゃないけど、ここは一つ僕とセルティの出会いからこれまでの間で一度だけあった、二人の愛を確かめ合う10年前の誘ゆう拐かい事件について語ろうじゃないか！　ねえセルティ！　いいよね？」

　突とつ然ぜん『誘拐事件』などと物ぶつ騒そうな単たん語ごを口に出した新しん羅らに反応して、部屋の中の面めん々めんは興きよう味み津しん々しんと言った顔をセルティに向けるが──




『だから、今日きよう突とつ然ぜん新羅宛あてに送られてきたんだ。私もなんで聖ひじり辺べルリのサインがあるのか解わからない』

　当の本人は渡草に説明を続けているようで新羅の話を聞いていないようだった。

　ただ、部屋中が鎮まりかえって自分に注ちゆう目もくしている事には気が付いたようで、首を傾かしげながら新羅に対してＰＤＡの文字を打ち込んだ。

『……え？　なに？』

「だからさ、僕らが最初にお互いの愛に気付き合った、10年前の誘拐事件だよ！」

『……なんだそれ？』

「ええーッ!?　ほ、ほら！　あれだよ！　あの、越えつ佐さ大おお橋はし建設に関する利り権けん絡がらみで政治家とかも出てきた時の大事件だよ！　ほら、大おお物もの議員の楢なら森もりさんとか！　僕とセルティも巻き込まれたアレだってば！」

　必ひつ死しに語る新羅に、セルティは更さらに首を傾げながら──

『ああ、そんなこともあった……っけ？』

「その程てい度どの感想!?」

　衝しよう撃げきに身を仰のけ反ぞらせる新羅の肩に、門かど田たがぽんと手を置いた。

「……まあ、何があったのかは知らんが、想おもいが一方通つう行こうになるなんてのはよくある事だ。特にお前はそうだろう」

「ち、違うよ！　あの時は確かに……。そ、そうだ！　臨也いざや……折おり原はら君なら知ってる！　今から折原君を呼ぶから、そしたら彼が証しよう人にんにモグゴゴゴゴゴゴゴゴ」

　この場にいない人間の名を出す新羅の口を押さえ付けながら、新羅の耳にそっと耳みみ打うちする門田。

「……静しず雄おにマンションぶっ壊こわされたいのか？」

「もご……」

　すぐ傍そばにバーテン服の魔ま神じんがいる事を思い出し、無む念ねんそうに肩を竦すくめる新羅。

　そんな彼の様よう子すを見てから、セルティは一人でベランダに出る。

　眼がん下かに広がる夜や景けいを見ながら、少しだけ苛いら立だつように肩を落とす。




　──あれだけ普ふ段だん諺ことわざとか慣かん用よう句くを使ってる癖くせに……『秘ひするが花』って言葉を知らないのか？

　──恥はずかしいだろ、馬ば鹿か新しん羅ら。

　そして、今度は過去を懐なつかしむように夜空を見上げながら、古い事件について思い返すのだが──




　それはまた、別の話。
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一時間後




「でも、今日きようは本当にいろんな人が来てびっくりしましたよ……。えっと、本当に、お誘いしてもらってありがとうございました」

　杏あん里りがデザートのリンゴ剝むきを手伝いにキッチンに姿すがたを消した後──

　満まん腹ぷくになるまで食べた所で、新羅に対して御お礼れいを言う帝人みかど。

「ま、今日初めて仲良くなった人もいるだろうし、今日の事をまた思い出話ばなしにでもすればいいんじゃないかな」

　来らい良ら学園の後こう輩はいである少年に、珍めずらしく先せん輩ぱいらしいアドバイスを伝える新羅。




「でも、今日って別に思い出話とかになるような事は……」

「鍋なべで仲良くなりました。それでいいんじゃないか？　そういう和なごやかな出会いってのも大だい事じだと思うよ？」

　新羅は誰だれかの事を思い出したのか、クスリと笑いながら皮ひ肉にくに満ちた言葉を吐き出した。




「世の中には、こんな和やかな席には縁えんの無い、一人ひとり鍋が似に合あうような奴やつだっているんだから」
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　新羅がそう呟つぶやいた瞬しゆん間かん──

　新しん宿じゆくの某ぼうマンションの中に、小さなクシャミが響ひびき渡る。

「……風か邪ぜをひいたかな」

　首を傾かしげつつティッシュをつまむその情じよう報ほう屋やが、自分が先日起おこった全ての事件と──そして、とてもとても和やかな鍋パーティーから完全に除ハ外ブさられていたと気付くのは、まだ先の話。




　ほんの半はん日にちだけ、先の話。

「さてと……次は何をしようかな……」




　不ふ敵てきな独ひとり言ごとも、今日きようはやけに寂しく感じられるような気がする。そんな奇き妙みような錯さつ覚かくを覚えつつも、情じよう報ほう屋やはパソコンのキーを打ち始める。

　信頼できる『出会い』の無い男は、ただ、一人でキーの音を響ひびかせ続けた。




　カタカタ　カタカタ　カタカタ　カタリ





閉幕　









幕間Ａ




『しかし、ここ数年は本当に激げき動どうの年だったな……』

「うん、数年に渡る期間を『激動の年』って表現するのはどうだろうとは思うけど、僕はセルティの帰りを正まさに一いち日じつ千せん秋しゆうの想おもいで待っているから数年も一年も些さ末まつなことだよ」

『うるさい』

　新しん羅らを黙だまらせつつ、セルティはノートパソコンを開き、デジタル写真を収めたページを次々と捲めくっていく。

『私の首を巡るゴタゴタが本当に一いち段だん落らくしてから数ヶ月経たつけど、なんだか全部遠とおい過去みたいに思える』

「そうだね、まあ、僕も怪け我がはすっかり治ったし、長い夢を見てたみたいだよ。ただしセルティとのラブラブな思い出は現実としてちゃんと記き憶おくしてるから安心してね。というか現在進しん行こう形けいだからね？」

　明るい笑顔で言う新羅だが、セルティは知っていた。

　新羅の足の怪我は完かん治ちしたとは言いがたく、違い和わ感かんや全力で走れないなどの不ふ具ぐ合あいを引き摺ずる可能性もあるという事を。

『そうか。でも無む理りはしないでくれ』

　彼の明るい言葉が自分を気き遣づかっての事ではないかと思い心を痛めるセルティだが、そんな彼女の内ない心しんを見抜き、新しん羅らはセルティに言った。

「そんな優しい事を言うなんて……まさか偽にせ物ものじゃないよね？」

『たまに優しい言葉をかけたらその反応か』

「冗じよう談だんだよ、僕がセルティと偽物を見分けられない筈はずないじゃないか！」

『自信満まん々まんで言われても』

　呆あきれつつも肩の力が抜けた調子のセルティに満足しながら、新羅はそのまま話を変える。

「っていうか、実際セルティの偽物が出た事も何度かあったしねえ」

『ああ、三み好よし君が絡からんでた、土と地ち開発のあれか』

「他にも何度かあったしね。セルティはほら、一見すると真ま似ねしやすい格かつ好こうしてるから。でもみんな何で気付かないんだろう。セルティの服ふく装そうは真似できても、溢あふれ出る魅み力りよくを再現するのは不可能だっていう事に！」

『恥はずかしいからやめろ』

　ポカポカと軽く叩たたいてくるセルティの拳こぶしを笑顔で受けつつ、新羅はある事を思い出した。




「そういえば、静しず雄おの偽物が来たことがあったよね」
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外伝２　『デュフフフ!!』







某ぼう月げつ某ぼう日じつ　昼　池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ




「時代は偽にせ物ものっすよ、門かど田たさん！」

　国こく道どうを走るバンの中で、目の細いハーフの青年──遊ゆ馬ま崎さきが、何の脈みやく絡らくもなくそんな事を言いだした。

「……たまに漫まん画がやアニメ以外の話をしたと思えば、何をわけの解わからん事を言いだすんだ？」

　呆あきれた顔で返す助じよ手しゆ席せきの男──門田に対し、後こう部ぶ座席にいた女性──狩かり沢さわが答える。

「今ね、夏のイベントとして偽物博はく覧らん会かいってのがやってるの！　ほら、有名なロボットアニメに名前が良く似たロボットとか、有名な絵の贋がん作さくとかを展てん示じしてるの！」

「そりゃまた……色んな意味で際きわどいイベントだなおい」

「それでですね、門田さん！　格かく闘とうゲームの『電でん撃げき文庫 FIGHTING CLIMAX』のパチ物として作られた『電撃文ぶん豪ごうラィティング大おお一いち番ばん』のＯＰアニメを本ほん物もののスタッフがリライトして上映するってイベントがあってっすね、声せい優ゆうさん達も来るんすよ！　夕方から！」

「それでね！　一人一枚、ランダムで特とく典てんポスターが貰もらえるの！」

「結局漫まん画がとアニメの話かよ」

　呆あきれたように言う門かど田たに、遊ゆ馬ま崎さきはチッチッチと指を振って抗こう議ぎする。

「違うっすよ！　ゲームっすよ！」

「知った事か！」

　いつも通りの会話をしている面子メンツだったが──不ふ意いに、門田の携けい帯たいから着ちやく信しん音おんが鳴り響ひびいた。

「ん？　……おう、俺おれだ、どうした」

　声のトーンを落として電話を始めた門田を見て、遊馬崎と狩かり沢さわはひそひそとささめきあう。

「偽にせ物ものに声優と言えば、前から思ってたっすけど、門田さん、渋い声してるから絶ぜつ対たい声優さんの声真ま似ねとかいけそうっすよね」

「あー！　解わかる解る！　『我が家のお稲荷いなりさま。』の男版クーちゃんとか、『俺の妹』の京きよう介すけの声とか、やろうと思えばマネできそうだよね！」

「あ、綺き麗れいな女の人の肩に手を置いて『お疲れ様、深み雪ゆき』とか言って欲しいっすね！」

「いいね！　『魔ま法ほう科か高校の劣れつ等とう生せい』！」

　その後も調子に乗って劣等生だの雑草ウイードだのと叫ぶ二人を背後に見ながら、門田は『なんで俺はこいつらに突とつ然ぜん劣等生呼よばわりされてるんだ？』と首を傾かしげたが、すぐに『まあ、俺の知らないアニメの話だろう。念ねん仏ぶつだと思って聞き流すが吉きちだな』と無視を決め込む事にした。

　興こう奮ふんした二人は、そのまま知人の声について語り続ける。

「声が似てると言えば、静しず雄おさんが冷静になった時の声、誰だれかに……」

　何かを言いかけたところで、遊馬崎はバンの外に目を向ける。

「おや、噂うわさをすれば影っすよ。静雄さんす」

「えー、ほんと？」

　丁ちよう度ど信号待まちで止まったバンの中から、歩道を歩く人々の姿すがたが見て取れる。その中に、バーテン服を纏まとって歩く長身の男を見つけ、狩沢はニヨニヨと笑いながら話を続けようとしたのだが──

「……え？　って、あれ、シズシズじゃないじゃんさー」

「へ？」

　狩沢に言われて、遊馬崎は改めてバンの窓に顔を近づけた。

「……あ、あれー？　本当っすねー。髪かみの毛け金きん髪ぱつってとこまで一いつ緒しよなのになあ」

「シズシズはあんなプロレスラーみたいなごっつーい体格じゃないよ。っていうか、なんだろあの人。シズシズのコスプレ？」

「……確かに人間離ばなれした静雄さんの事っすからね。どこかのアニメ会社が噂を聞きつけて、アニメ化を企き画かくしてもおかしくはないっす……でも、コスプレする人が出るぐらい企画が進行してるなら、俺おれや狩かり沢さわさんが知らないわけが……。も、もしや、俺ら、未来にタイムスリップしたんじゃないっすかね!?」

「シズシズがアニメ化した未来に!?　やったね！　とうとう私達、目覚めちゃった!?」

　目を輝かせて盛り上がる二人に、いつの間にか電話を終えていた門かど田たが声をあげた。

「つーか、寧むしろ目を醒さませお前ら」

　続いて、それまで黙だまってハンドルを握っていた渡と草ぐさが口を開く。

「ったく、普通に考えて、ただ休きゆう憩けいで外に出てきたバーテンだろ」

　その直後に信号が青になったので、渡草は車を発はつ進しんさせ、バーテン姿すがたの男から遠ざかる。

　遊ゆ馬ま崎さきは、そんなレスラー風ふうのバーテンダーの背を見送りつつ、名残なごり惜おしそうに言葉を紡つむぎだした。

「あああ、非ひ日にち常じようへの入口があんな遠くに……」

「何が非日常への入口だ。首くび無なしライダーのマンションに上がり込んで飯めしまで食ったクセに、今いま更さら何を言ってやがる」

　呆あきれた声の門田。遊馬崎はそれで何かを思い出したようで、ポンと手を叩たたきつつ口を開く。

「あれビックリしたっすよねえ。まさか首無しライダーと同居してるのが、門田さんと同じ学校だった闇やみ医い者しや先生なんて！」

「そうそう！　さっきの話じゃないけど、最初は偽にせの首無しライダーかと思ったもんねー！」

「そういえば前、セルティさんの偽にせ物ものが出回った時もあったすよね……って、ああっ！」

　そこまで言った所で、遊馬崎ははたと思いつき、真剣な調子で言った。

「じゃ、じゃあ、さっきの人も、静しず雄おさんの偽物なんじゃないっすかね!?　偽物の証しよう拠こに、髪かみの毛が黄き色いろっぽい金きん髪ぱつだったっすよ！」

「……本ほん人にんの髪も黄色っぽい金髪じゃねえか」

　思わずツッコム門田に、狩沢はウンウンと頷うなずきながら言葉を繫つなぐ。

「黄色いマフラーだったら完かん璧ぺきだったんだけどねー。でも、流石さすがにシズシズの偽物ってのはありえないよー」

「いやあ、わからねえぞ」

　意い外がいなことに、それに異いを唱となえたのは門田だった。彼は携けい帯たい電話を手の中で弄もてあそびつつ、先せん刻こく掛かってきた電話の内容について口を開く。

「さっきの電話よ……。なんだと思う？」

「何すか？」

「族ぞくの『邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン』の偽物が新しん宿じゆくで暴あばれまわって、本ほん物ものが出てきて潰つぶされたんだとよ」

『邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン』というのは、東とう京きようの一部で活動する暴ぼう走そう族ぞくのチーム名だ。メンバーにはホストのように黒スーツを纏まとっているものが多く、確かになりすまそうと思えば簡単になりすませそうな集団だ。

　もっとも、背後に粟あわ楠くす会かいという『大人おとなの組そ織しき』が付いている事を知った上でなりすます無む謀ぼうな人間など、実際は滅めつ多たに存在しないのだが。

「ったく、バカな連れん中ちゆうだな。名前騙かたって派は手でに暴あばれた所で、今のご時じ世せいじゃ簡単に本ほん物ものの耳に入っちまうってのによ」

　携けい帯たいを手の中で弄もてあそぶ門かど田たは、数秒前に話題になっていたバーテン服の男について語る。

「ま、だからって静しず雄おはねえだろうけどな」

　門田の言葉に、遊ゆ馬ま崎さき達たちも互いに顔を見合わせて笑い出す。

「ですよねー」

「命いのち知しらずっていうか、単なる自殺志し願がん者しやだよね、それって」
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　しかし、世の中は想そう像ぞう以上だった。

　池いけ袋ぶくろの町まち中なかを歩く、バーテン服を纏まとった男。

　彼は本当に、平へい和わ島じま静雄という人間になりすました──偽にせ物ものだったのである。

「チョロイにも程ほどがあるな、オイ」

　ほくそ笑えみながら道を歩む偽静雄。

　彼の名前は野の襖ぶすま志し津づ夫お。

　バーテンダーのバイトを不ふ誠せい実じつにこなしつつ、色々と小こ狡ずるい悪さをしているという、どこにでもいるようなタイプの不ふ良りよう青年だった。

　中なか野の区く沼ぬま袋ぶくろに住む一人のチンピラに過ぎなかった彼が、何な故ぜ平和島静雄になりすましているのか──それは、数日前の夜に遡さかのぼる。




　バーテンダーのバイトを終え、着き替がえる前に仕事仲間とゴミ出しに出た時の事。たまたま路ろ地じ裏うらでチンピラ同どう士しの喧けん嘩かを目もく撃げきした彼は、倒れた方からサイフでも抜き取ろうと経過を眺ながめていたのだが──

「手前てめえら！　何見てやがんだ！　刺さすぞコラ！」

　と、喧嘩のケリが付くやいなや、勝った方の男がナイフを取り出し、こちらにちらつかせてくるではないか。

「お、おい、志津夫、行こうぜ」

　既すでに着替え終えていた仕事仲間が、そんな事を言った瞬しゆん間かん──

「し、シズオ!?　平和島静雄か!?」

　すると、喧嘩でやられていた方も飛び起き、目を見開きながら口を開く。

「へ、平和島静雄って池袋の話じゃ……」

「くそ！　池いけ袋ぶくろじゃなくて沼ぬま袋ぶくろだったのか！」

　そんな事を言って、二人ふたり揃そろって「お、お騒さわがせして、すいませんっしたぁ！」と叫びながら逃げ出してしまったのだ。

　何の事か理解できず、気になった志し津づ夫おは独自に調べてみたのだが──

　どうも池袋の方に、平へい和わ島じま静しず雄おという金きん髪ぱつの喧けん嘩か自じ慢まんが居て、ちょっとした都市伝でん説せつになっているとの事だ。

　自じ販はん機きを投げるだの車をケリ転がすだのというのは尾ひれのついた話だろうと思うも、どうやら皆から恐れられているというのは確かなようだ。

　写真などは見つからなかったが、金髪にサングラスを掛け、バーテン服を着ているらしい。

　自分が何な故ぜ間違えられたのかという事に気付き、彼はふと考える。

　──そういや、新しん宿じゆくの方にいる昔のツレが、『邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン』だかいう暴ぼう走そう族ぞくになりすまして美お味いしい思いをしてるっつってたな。

　──これなら、俺おれ一人ひとりでもいけんじゃね!?

　と、大して考えもせず、彼は自らの髪かみを金髪に染そめ上げ、そのまま池袋に向かう事にしたのであった。




「しかし、本当に噂うわさが広まってるらしいなオイ」

　仕事場から盗ぬすんできたバーテン服を纏まとい、黒いサングラスを掛けて街を少し歩いてみた志津夫だったが──

「ひっ!?」

「うお……」

　街を歩くだけで、地じ元もとの人間と思おぼしき人々が自分を恐れるような視線を向け、一歩後あと退ずさっていくではないか。流石さすがに全員というわけではないが、やや不ふ良りようっぽい少年などは確実にこちらを見て顔を青ざめさせている。

　──すげえなあ。その平和島静雄って野や郎ろうの噂は相当浸しん透とうしてるっぽいじゃねえか。

　──もっと面つらとか知られてる奴やつかと思ったが、やっぱり都市伝説みてえな感じで噂だけ広まってんだな。

　──それとも、面とかも似てるのかな、俺。

　元々プロレスラーのようなガタイの良さもあって、少し不良っぽい格かつ好こうをすれば道を空あけられる事は多かったのだが、ここまで露ろ骨こつに恐れられるという事は無かった。

　──ま、本ほん物ものが現れても怖こわかねえがな。

　喧嘩自じ慢まんでならしてきた彼は、もしも本物の平和島静雄が目の前に現れたとしても、返り討うちにする自信はあった。

　──悪あく名めいだけその静雄って野郎にひっかぶって貰もらうとするか。美味しすぎんだろ、おい。

　まるで自分が独どく裁さい者しやになったような感覚に、志し津づ夫おは徐じよ々じよに気が大きくなり、適当な人間を脅おどしてみる事にした。

　──誰だれか適当な奴やつは……。




　──おっ、なんだあの真っ黒いバイク。




　彼が目をつけたのは──道みち端ばたに止まってＰＤＡで何かを確かく認にんしている、黒いジャケットに身を包んだライダーだった。

　影のように真まっ黒くろな服ふく装そうに、真っ黒なバイク。ナンバープレートすらついていないそのバイクの持ち主を見て、目立ちたがりのバカか何かだろうと判はん断だんする志津夫。

　その相手が──平へい和わ島じま静しず雄お以上に有名な、池いけ袋ぶくろの都市伝でん説せつ──『首くび無なしライダー』であるという事も知らぬまま。




　志津夫も首無しライダーの噂うわさぐらいは聞いた事があったのだが、ＴＶ等とうは見ない為ため、実際にどんな姿すがたをしているのかまでは知らなかった。

　そもそも、こんな真まっ昼ぴる間まからオカルト現げん象しように出会うという発はつ想そうが無かった彼は、何も考えずにライダーに声をかける。

「おう、テメェ、随ずい分ぶん変わったバイクに乗ってるじゃねえか」

「……」

　ライダーは、無む言ごんのままこちらを見ている。

　少し驚いたような仕し草ぐさを見せるが、声は一切あげず、ただヘルメットを上下に動かしてこちらの全身を睨ねめ回しているようだった。

「あぁ？　何ジロジロ見てんだコラ？　手前てめえ、俺おれの縄なわ張ばりで何なに勝かつ手てに目立ってんだ？　あ？　この平和島静雄様に、挨あい拶さつ代わりに出すもんがあるんじゃねえのか？　おぉ？」

　時代がかった脅し文もん句くを紡つむぐ志津夫に、黒いライダーは暫しばし黙だまり込んでいたが──

　どこからともなくサイフを取り出すと、その中から一万円札さつを一枚取り出し、志津夫に向かって差し出した。

「……っ!?　お、おう、それでいいんだよ」

　まさかこうもあっさりと出して来るとは思わず、拍ひよう子し抜ぬけしたまま金を受け取ってしまう志津夫。

　直後、音もなく走り去る黒バイク。

　エンジン音がしないバイクという、常じよう識しきではありえない存在にも気付かず──彼は、突とつ然ぜん手に入った一万円札に目を白黒とさせている。

　──やべえ、なんだよこれ！　こんなあっさりと!?　え、おい、マジか!?

　──ちくしょう！　もっと寄よ越こせってふっかけりゃ良かったぜ！

　状況の不ぶ気き味みさを顧かえりみず、彼は満まん面めんの笑えみで池いけ袋ぶくろの繁はん華か街がいへと足を踏み入れた。




　彼は気付いていなかった。

　自分の姿すがたを見て声を上げ、一歩後あと退ずさったりした街の人々が──

　自分の背中に対して、憐あわれみの目を向けていたという事に。
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川かわ越ごえ街かい道どう某ぼう所しよ　新しん羅らのマンション




「静しず雄おの偽にせ物もの？」

　眉まゆを顰ひそめる白はく衣いの男──岸きし谷たに新羅に、首くび無なしライダー──セルティ・ストゥルルソンは、ＰＤＡに文字を打ち込んだ。

『ああ、思わずお金を渡してしまった』

「どうして!?　偽物だよ!?　本ほん物ものにだって渡すかどうか解わからないってのに！　いくら最近景けい気きが良かったからって、お金をドブに捨てるのは社会還かん元げんにはならないんだよ!?」

『いや、だって……』

　少し言い澱よどんだ後、セルティは静かに首を振りつつ、憐れみの言葉を打ち込んだ。

『もうすぐあいつ、静雄に全力で殴なぐり飛ばされるんだと思うと、あまりにも哀あわれで……香こう典でんというか見み舞まい金きんというか……』

「……それなら『殺されるからヤメロ』って言ってあげた方が良かったんじゃないかい？」

　当然といえば当然の疑問に、セルティはあっさりと文字を打ち返す。

『なんで、私からカツアゲしようとする奴やつに、そんな気き遣づかいしてやらなきゃいけないんだ？』

「……それもそうだね」

　納なつ得とくした新羅は、溜ため息いきを吐きながら呟つぶやいた。




「……哀れまれて憎にくまれて、忙いそがしい人だねえ、その偽物さんも」
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池袋　裏うら通どおり




「おう、どけ、お前ら」

　店の前で雑ざつ談だんをしていた青年達に、志し津づ夫おがドスの利かせた声を投げかける。

「あぁ？」

　と、青年達はこちらを睨にらみ付けようとしたのだが──志津夫の格かつ好こうを見た瞬しゆん間かん、コロリと態度を変えて、ヘコヘコした態度を取り始めた。

「すいやせん！　お疲れ様っす静しず雄おさん！　どうぞ、ジュースっす！」

　そんな事を言って、ヤンキー風ふうの青年達が手にしていた未み開かい封ふうのペットボトルを志津夫に渡す。彼は上じよう機き嫌げんなまま「おう」と呟つぶやき、疑問も持たないままそれを受け取り去っていった。




　そんな彼の背を見送った後、青年達は互いに顔を見合わせる。

「あれか……さっきダラーズのメールで出回ってた、平へい和わ島じま静雄の偽にせ物ものって」

「本当にあんなバカなマネする奴やついるんだな」

「つーかお前、ジュースっすって何だよ」

　ヘラヘラと笑う青年に、偽静雄にジュースを渡した男は、同じ頃ころ、首くび無なしライダーがＰＤＡに打ち込んでいた文章と同じ感想を口にした。

「いや、だってあいつもうすぐ死ぬわけじゃん……。なんつーか、可哀かわい相そうでよ……。最後にいい思いぐらいさせてやってもいいじゃねえか」
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　その後もそんな事が続き、志津夫はすっかり有う頂ちよう天てんになっていた。

「デュフフフ……何だよコレ、最高じゃねぇか」

　不ぶ気き味みな笑いを溢こぼしつつ、更さらに良い思いをすべく街を練り歩いていたのだが──

　前をろくに見ていなかった為ため、大きな背中に思い切りぶつかった。

　まるで壁のように感じたが、どうやら人の背中のようだ。

「気を付けろ！　俺おれは平和島静雄だぞ！」

　余りにも間の抜けた抗こう議ぎの声だが、浮かれている志津夫はもはやまともな感覚ではなくなってしまっているようだ。

　何の疑問もなくそう叫びながら相手を見ると──そこには、自分よりも更に大おお柄がらな黒こく人じんの男が、板いた前まえのような服を纏まとってこちらを見下ろしていた。

「シズーオ？　……ん？　シャチョさん、本当に平和島シズーオ？　顔、違うヨ？」

　──やべえ！　なんだこの黒人。

　──本ほん物ものの平和島静雄を知ってやがんのか？

　──い、いや待て、外がい国こく人じんから見りゃ、日に本ほん人じんの顔なんて殆ほとんど見分けがつかねえだろ。

　その寿す司し屋やの呼び込み──サイモン・ブレジネフが静しず雄おと長い付き合いという事も知らず、志し津づ夫おは尚なおも静雄になりすまそうと試みる。

「お、おう、ちょっと太ってな」

「オーウ。そうか。太る、いいね。身体からだ大きい、カロリーたくさん必要よ。静雄大だい好すきな寿司食べる、イイネ」

「えっ」

「大トロ、アワビ、ウニイクラ、キャビア寿司、本ほん物ものの味をご案内ネ」

　皮ひ肉にくともとれる売り文もん句くを言いつつ、肩を押さえながら凄すごい勢いで店の中にグイグイと押し込んでいくサイモン。

　結局、志津夫は肩に掛かる凄すさまじい力に怯おびえつつ、『偽にせ物ものとバレたらまずい』などと無む駄だな事を考え、言われるがままに寿司屋の中に押し運ばれてしまった。
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30分後




「……金が……」

　結局『静雄は高い寿司が大だい好こう物ぶつだ』と、値ね段だんの張る寿司ばかりを出され続け、サイフの中なか身みがすっかりと寂しくなった志津夫。

　踏み倒そうとしたのだが、包ほう丁ちようを手に持つ店長の威い圧あつ感かんに押され、結局言いわれるがままに金を支払うハメになってしまった。

「まあ、味は良かったけどよ……こんな筈はずじゃなかったのによお……」

　ゴッソリと減ってしまったサイフの中身を確かく認にんしつつ、腹いせの相手を捜さがし求め、繁はん華か街がいから離れた場所を彷徨さまよう志津夫。

　すると──裏うら路ろ地じの先に、奇き妙みようなものを見つけた。土ど下げ座ざしながら金を渡す男と、それを仏ぶつ頂ちよう面づらで受け取るドレッドヘアの男。そして──その後ろにつきそう、すらりとした手て足あしに挑ちよう発はつ的な胸と腰のシルエットを持ち合わせる、若い白はく人じん女性の姿すがただった。




「さて、今日きようの回かい収しゆうはこれで半分終わり……と」

　平へい和わ島じま静雄の上じよう司しである田た中なかトムがそう言って伸びをすると、背後にいた部ぶ下か──ヴァローナがムスリとした表情で言葉を紡つむぐ。

「退たい屈くつです。荒あら事ごとは皆かい無むでした」

「退屈ってお前、平和な世の中に感謝しろよ。今日は静雄が婆ばあさんの法ほう事じで有ゆう給きゆう取ってっから、わざわざそういうのが少なそうな回収先を選んでんだからよ……」

「私が居れば問題は皆かい無むです。銃じゆう器きを持たない素人しろうとを相手とするなら、殺害を必要とせず制せい圧あつ、可能です」

　妙みような日に本ほん語ごで物ぶつ騒そうな事を呟つぶやくヴァローナに、トムは溜ため息いきを吐きながら何か言おうとしたのだが──

　それよりも先に、野の太ぶとい声が路ろ地じの中に響ひびき渡った。

「おうおう、手前てめえら、随ずい分ぶんと景けい気きいいみてぇじゃねえか、オぉ？」

「あん？」

　トムが振り返ると、そこにはバーテン服に金きん髪ぱつ、サングラスという、見慣れた格好をした、全く見覚えの無い大男が立っていた。

「……誰だれだ？　あんた」

　不ふ思し議ぎそうな顔で首を傾かしげるトムに、男はニヤリと笑いながら言葉を紡つむぐ。

「俺おれの面つらぁ知らないでカツアゲたぁ、とんだおのぼりさんだな、テメェ」

「カツアゲってお前……」

　テレクラの未み払ばらい料金の回かい収しゆうをしていただけなのだが、説明しても無む駄だだなと瞬しゆん時じに判はん断だんし、トムは目の前の男を睨ねめ付ける。

　──なんでこいつ、静しず雄おのコスプレなんかしてんだ？

　そんな疑問を持つトムの裾すそをクイクイと引っ張り、ヴァローナが小こ声ごえで問いかけた。

「……このファッションモードは、近年のうちに東とう京きようを風ふう靡びした新しん鮮せんな服ふく飾しよくなのですか？」

「……『最近この服が流は行やってるのか？』って言いたいなら、答えはＮＯだ」

　ボソボソと呟つぶやき合うトムとヴァローナに業ごうを煮にやしたのか、偽にせ静雄が叫ぶ。

「手前ら、こっちを無視して何をごちゃごちゃ言ってやがる！　この平へい和わ島じま静雄様を無視してんじゃねえぞコラぁ！」

　平和島静雄。

　確かにそう名な乗のった男の言葉を聞いて、トムとヴァローナは互いに顔を見合わせた。

「いいから、ミカジメ料としてさっきの金ぇよこせやコラ。あと、そこの姉ねえちゃんはちょっとホテルまで付き合ってもらぶぎょひょっ」

　言葉の途と中ちゆうでヴァローナの爪つま先さきが喉のどに突き刺ささり、一いつ瞬しゆんで昏こん倒とうする偽静雄。

　白しろ目めを剝むいて倒れ伏す男の身体からだを見下ろしながら、ヴァローナは僅わずかに苛いら立だちの色を顔に浮かべながら呟いた。

「その程度の力りき量りようで静雄先せん輩ぱいの贋がん作さくを主張する、不ふ愉ゆ快かいです」

　そんなヴァローナに、トムが溜ため息いきを吐きながら声をかける。

「お前、退たい屈くつっつーか、静雄がいないから機き嫌げん悪かったんじゃねえか？」

「何を言っているのか理解が難なん解かいです。妄もう言げんを吐く根こん拠きよの呈てい示じを要求します」

　静雄がいない事を除き、いつも通りの会話を紡つむぎながら、トムとヴァローナはその場を立ち去った。

　道路の真まん中なかに寝そべっている男の事など、既すでに忘れてしまったかのように。
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数十分後




「アタタタタ……俺おれ、なんであんな道の真ん中で寝てたんだ……？　喉のどが痛ぇ、畜ちく生しよう……」

　衝しよう撃げきで記き憶おくを一時的に失っているのか、カツアゲしていた男女と会話をした後の記憶が無い志し津づ夫お。

　喉の痛みを不ふ思し議ぎに思いつつも、彼は再び街の中を彷徨さまよい続ける。

　──しかし、やっぱり金だよ金。

　──こうなったら、適当な連れん中ちゆうをぶん殴なぐって金だけ貰もらって、平へい和わ島じま静しず雄おに罪つみだけひっかぶって貰もらうとするか。

　小学生並みに単純なプランを頭の中に思い浮かべた彼の耳に──爽さわやかな声が響ひびいてくる。

「わあ、もしかして、平和島静雄さんですか！」

　振り返ると、そこには二十代前半と思おぼしき男が立っていた。

　カジュアルな服を全身に纏まとっていたその男は、ニコニコと笑いながら志津夫に対して言葉を続けた。

「やっぱり！　静雄さんですよね！　俺、ずっと憧あこがれてたんですよ！　凄すごいなあ、想そう像ぞう通りの人だ！　俺、九つ十く九も屋やっていいます！」

「お、おう」

　思わず肯こう定ていしてしまう志津夫だが、相手の意い図とが分からず、心は僅わずかに混乱していた。

　──やべえな、俺に詳くわしい奴やつなのか？

　──ま、まあ、バレたとしても、こんな弱そうなモヤシ野や郎ろうならどうにでもなるか……。

　周囲に若者の仲間がいないかどうか確かく認にんし、志津夫は気を大きくして問いかけた。

「で、この俺にわざわざ声を掛けてくるたあ、なんのつもりだ？　あぁ？」

「やだなあ、もちろん仕事の依頼に決まってるじゃないですか！」

「……仕事？」

「えっ？　静雄さん、ほら、殴なぐり屋のバイトしてるって有名じゃないですか！　一人につき十万円で、気にくわない奴やつをボコボコにしてくれるって！」

　若者の話を聞いて、志津夫は思わず噴ふき出しそうになった。

　──一人ボコるだけで十万!?

　──そんな美お味いしいバイトなんかしてやがったのか！　平和島静雄って野郎は！

　──なるほど、そりゃ伝でん説せつにもなるわけだ。

　デタラメな情報に対して勝かつ手てに納なつ得とくしながら、これはチャンスだとばかりに、冷静さを保ちながら話を続ける。

「おう、確かにそういうバイトもしちゃいるがな……誰だれかれ構わず引き受けるってぇわけじゃあねえんだぜ？」

「ええ、それは理解しています。しかも、こんな初しよ対たい面めんの人間相あい手てじゃ警けい戒かいもしますよね……、でも、ちゃんと初はつ仕し事ごとの手て付つけ金きんとして、前まえ金きんの五万も用意して来たんです。まずはどうぞ受け取って下さい！」

「……っ！」

　少し厚みのある封ふう筒とうを渡される志津夫。中を見ると、福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちの顔がしっかりと五人並ならんでいるのを確かく認にんする事ができた。

　──一人ぶん殴なぐるだけで十万かよ……。

「しょ、しょうがねえな。話だけは聞こうじゃねえか……」

　その言葉を聞いて、若者は「ありがとうございます！　静雄さん！」と爽さわやかな笑顔で頭を下げ──

　地面を向いた所で、その笑えみの色を、酷こく薄はくな質のものへと塗りかえた。
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夕ゆう刻こく　都と内ない某ぼう所しよ




「あいつですよ。あれが、俺おれの彼女の親父おやじでして……もう、娘むすめを風ふう俗ぞくに叩たたき込むわ、彼氏の俺からも金をせびるわで、どうしようもない奴やつでして……。ヤクザでもない癖くせに、ドスなんか持ち歩いてる危ない奴なんですよ！」

　路ろ地じの角かどから、若者が指し示したのは、パンチパーマの中ちゆう年ねん男だった。

「ドスって……今も持ってんのか……？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、静雄さん！　まずは俺がこのスプレーで目を潰つぶしますから、その隙すきに思う存ぞん分ぶんボコって下さい！」

「お、おう」

　──なんか用意がいいなこいつ。

　──上う手まく行きすぎてる気がしないでもないが……。まあ、全ぜん部ぶ静雄って奴の仕し業わざって事にしちまえば大丈夫だよな。

　軽い気持ちのまま、彼は九つ十く九も屋やと名乗った若者と共に、パンチパーマの男に歩み寄る。

　誰だれかと待ち合わせをしていたかと思おぼしき男の死し角かくから、九つ十く九も屋やが慣れた足つきで歩み寄り──相手が振り返るタイミングに合わせ、勢い良く目め潰つぶしのスプレーを浴びせかけた。




　数分後ご。

　目の見えないパンチパーマの男をあっさりとボコボコにし、呻うめく男の頭に唾つばを吐き捨てる志し津づ夫お。

「この平へい和わ島じま静しず雄お様に目をつけられたのが、運の尽きってこった」

　ちゃっかりと静雄に罪つみをなすりつける事を忘れず、更さらに頭を踏みにじる。

「ぐ……ぐぉ……平和島……静雄だと……？　て、てめえが何で、俺おれを……」

　向こうも静雄の名前ぐらいは知っているらしく、パンチパーマの男はゆっくりと顔をあげ、まだハッキリと見えぬ目にぼんやりと映るバーテン服を刻み込んだ。

　そんな男の頭を、更に踏みつけようとしたのだが──男の次の言葉で、足を止める事になる。

「手前てめえ……俺らを敵に回して……生きてられると思ってんだろうな……」

「……？」

『俺ら』、という言い回しが引っかかり、志津夫は九十九屋に向かって問いかける。

「おい、こいつ、ヤーさんとかじゃないってお前言いったよ……な……？　あ……？」

　振り返った時──既すでに九十九屋は影も形も存在していなかった。

「あ、あの野や郎ろう！　おい、十万は……」

　そんな事を呟つぶやきつつ、キョロキョロと周囲を見渡していると──

「あ、兄あに貴きっ！」「っんだテメェ！　っらぁ！」

　という叫びが、遠く離れた所から聞こえてくるではないか。

　見ると、通りの遠くから、見るからにカタギではない数人の男達が駆かけてくる姿すがたが見え──そこでようやく気が付いた。




　自分が、九十九屋という男に嵌はめられたのだという事に。
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　なんとか追いつかれる前に暴ぼう力りよく団だんらしき男達から逃げ出した志津夫は、息を切らしながら首を振る。

「ち、畜ちく生しよう……あの九十九屋とかいう野郎、今度あったらぶっ殺してやる……！」

　たった五万円で暴力団に喧けん嘩かを売らせた男に恨うらみを抱きつつ、とっとと街から離れて『平和島静雄』の変へん装そうを解かねばと考えていた。

　──ああ、そうだ。後は静雄って野郎に全部押しつけりゃいい。

　──だが、最後にもっと金を……。

　──適当に身なりの良さそうな奴やつをぶん殴なぐって、金でも頂いただくとするか。

　恐きよう怖ふも加わって更さらに思し考こうが短たん絡らく的になった志し津づ夫おは、もはやチンピラというよりただの強ごう盗とうの思考となって、周囲の通りを見回した。

　すると──少し離れた場所に一台のスポーツカーが止まり、そこから黒いスーツを纏まとった金きん髪ぱつの男が降りるのが見えた。

　──やべえ、あれ、超ちよう高こう級きゆう車しやじゃねえか。

　──……ホストかなんかか？

　──あいつから頂いて……この街をおさらばするか！




「悪いな幽かすか。ここまで送ってもらっちまってよ」

「気にしないで」

　祖そ母ぼの法ほう事じを終えた平へい和わ島じま静しず雄おは、弟に礼れいを言いつつ車を降りた。

　法事という事もあり、黒い喪も服ふくを纏まとってサングラスもかけておらず、普ふ段だん町まち中なかで静雄を見る人間でも、即そく座ざに彼と気付く者は少ないかもしれない。

「親父おやじもお袋ふくろも元気そうで良かった。お前も、正月には実家に戻れんのか？」

「……仕事次し第だいかな」

　車から降りた後も、そうして少しの間、兄弟水みず入いらずの会話を続けていたのだが──

「おう、手前てめえら！　誰だれに断ってここに車停とめてやがんだ!?　あぁ!?」

　そんな怒ど声せいが背後から響ひびき、静雄は不ふ機き嫌げんな顔になって振り返る。

「あぁ……？」

　この場所は駐ちゆう車しや禁止区く域いきではない筈はずだし、そもそも警官や交通監かん視し員いんの台詞せりふとも思えない。

　そして──振り返った先に居た男が、普ふ段だんの自分と同じような格かつ好こうをしていたため、思わず目を丸くする。

「……!?」




　──しめしめ、ビビってやがる。

　驚きを恐怖と勘かん違ちがいした志津夫は、そのままの勢いで黒スーツを纏った男の胸ぐらを摑つかみ上げ──

「この平和島静雄様に逆らったら、どうなるか解わかってんだろうなぁ！　あぁん!?」

　と叫び、そのまま、相手を更に脅おどしつけようと、車のドアを思い切り蹴けりつけた。




　野の襖ぶすま志津夫。

　彼は幸運だった。

　平へい和わ島じま静しず雄おが祖そ母ぼの法ほう事じの帰りであり、『少しは俺おれも落ち着かねえと、婆ばあちゃんに顔かお向むけできねえなあ』としんみりとした気持ちになっていなければ──

　また、車の中から幽かすかが『兄にいさん、俺は車の事は気にしてないから』と声をかけなければ──

　彼は、本当に命を失っていたかもしれない。




　もっとも、それでも空高く投げ飛ばされ、病院のベッドで目覚めるハメになったのだが。
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都と内ない某ぼう所しよ




「いやあ、池いけ袋ぶくろに戻って早々、偽にせのシズちゃんが現れるなんてね！　大だい爆ばく笑しようだよ！　これだから人生って素す晴ばらしいよね！」

「それで、九つ十く九も屋やって奴やつを名乗ってその偽にせ物ものをハメたってわけね」

　呆あきれたように言う波なみ江えに、ニセ九十九屋──折おり原はら臨也いざやは、ケラケラと笑いながら語り続ける。

「ああ、彼がボコボコにしたのは、こないだ粟あわ楠くす会かいを破は門もんになった連れん中ちゆうでね。それなのに、粟楠会を名な乗のって勝かつ手てに活動してたんだよ。暫しばらく不ふ義ぎ理りしちゃってた四し木きさんへの手て土産みやげ代がわりとして、そいつらを潰つぶしてあげようと思ってね」

「貴方あなたが潰すんじゃなくて、静しず雄おに潰させるんでしょう？」

　冷静に語る波なみ江えに、臨也いざやは楽しそうに言葉を紡つむぐ。

「ああ、そうさ。ニセの粟あわ楠くす会かいにニセの九つ十く九も屋やがニセのシズちゃんをけしかけて、ニセ粟楠会が本ほん物もののシズちゃんを狙ねらえば……あとは、解わかるだろう？　相あい打うちになってくれれば最高なんだけどね。あ、そういえばニセのシズちゃんも本物のシズちゃんにやられたらしいよ」

「ややこしいわね。で、九十九屋って奴やつの偽にせ物ものになる必要はあったのかしら？」

「別に？　単なる商しよう売ばい敵がたきへの嫌いやがらせだよ？」

　あっさりと言う臨也に、波江が珍めずらしく微笑ほほえみながら臨也に問いかける。

「じゃあ、この折原臨也って名前で動画サイトの女装コンテストに応募してるのは、その九十九屋って奴の仕返しって事でいいのかしらね」

「えっ」

　波江が開いていたノートパソコンに目を向けると──そこには、女じよ装そうした臨也が公園の中を歩いている映えい像ぞうが映し出されていた。

「何コレ……俺おれ、女装した事ないんだけど」

「合成でしょうね。それにしても、凄すごく良くできてるわよこれ」

　珍しくニヤリと笑う波江に、臨也は呆あきれたように首を振り──自分の事を１００％棚たなに上げた言葉を呟つぶやいた。




「名前を使われたぐらいでここまでするなんて……九十九屋も、案あん外がい心が狭いよね」
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数週間後　池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ




「そういや、粟楠会の偽物とかいう連れん中ちゆうが、静雄に襲おそいかかって返り討うちにあったらしいな」

「なんだって静雄に喧けん嘩かなんて売ったんだ？」

「さあなあ」

「そういや、門かど田たよう。最近、お前にカツアゲされたって連中が掲けい示じ板ばんで騒いでるぞ。まあ、誰だれも信じてねえけどな」

「……？　俺が？　誰を？」

　そんな会話をする門田と渡と草ぐさの後ろでは、遊ゆ馬ま崎さき達が漫まん画がの新しん刊かんについて盛り上がっていた。

　駐ちゆう車しや場じように向かう途と中ちゆう、裏うら路ろ地じに入った所で──遊馬崎の襟えり首くびが、何者かに引っ張られる。

「わわっ。なにごとっすか!?」

　その声に四人が振り返ると──そこには、プロレスラーのような体型をしていた男が立っており、理り不ふ尽じんな事を言い出した。

「手前てめえらのオタク臭くせぇ話で、俺おれの耳が腐くさっただろうが。慰い謝しや料りよう寄よ越こせコラ」

「……」

　顔を見合わせる四人に、門かど田たと同じようなニット帽ぼうをかぶった男──野の襖ぶすま志し津づ夫おは、低い声で言い放つ。

「俺は、ダラーズの幹かん部ぶの門田京きよう平へいってもんだけどよ、大人おとなしく慰謝料払うか、それとも百万人いるダラーズを呼び寄せられてぇか？」

　数秒後ご──

　遊ゆ馬ま崎さきと狩かり沢さわが大だい爆ばく笑しようを始め、『何が可お笑かしい！』と殴なぐりかかった志津夫を、顔を真まっ赤かにした門田が渾こん身しんの力を籠こめて殴なぐり飛ばした。




「あひょ、すいまふぇん、ま、まひゃか本ほん物ものとはおふぉふぁなくて」

「えー、なにー？　私達毎まい日にちオタ話してて耳が腐ってるから聞こえないよー？」

「いやいや、本当に良い度ど胸きようっすよねぇ」

　涙なみだ目めの志津夫をズルズルとバンの中に引きずりこみながら、遊馬崎と狩沢がケラケラと笑う。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、黄き色いろいマフラーで隠かくしたくなるような顔にしてあげるから」

「いやー、久々っすねぇ。拷ごう問もんするのも」

「え、あひょ、ひょっと？　ごうひょん？」

　顔を真まっ青さおにする志津夫を眺ながめ、渡と草ぐさは「やりすぎんなよ、お前ら」と言いつつダラーズの掲けい示じ板ばんに『門田の偽にせ物もの確かく保ほ。これから警けい察さつに突き出します』と書き込んだ。

「……にしても、『百万人のダラーズ』って……門田って知らない奴やつからするとそういうイメージなのか？」

「言うな！」

　顔を真まっ赤かにしている門田の背後で、バンの中から志津夫の悲ひ鳴めいが響ひびき渡った。




　偽物も本物も等しく包み込み──

　今日きようも、池いけ袋ぶくろの街はいつも通り回り続ける。





閉幕　
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幕間Ｂ




『しかし、こうして写真フォルダとか見ると、つい見入っちゃうな。紙のアルバムの方が雰ふん囲い気きがあって好きなんだが、パソコンだと大量の写真を整理できるのがいいな』

「アルバムもパソコンのフォトデータも一いつ長ちよう一いつ短たんだよ。どっちも思い出を引き出すのに役立つのは変わり無いさ」

　そんな会話を紡つむぎながら、二人は尚なおも様さま々ざまな写真を並べていく。

「おや、これは狩かり沢さわさん達の写真だね」

『ああ、前にメアドを教えてから、よくサークルのコスプレ写真送ってきてくれるんだ。私にもコスプレサークルに入らないかって』

「狩沢さんのコスプレサークルの名前なんだっけ？　しょっちゅう変わってた気がするけど」

『なんだったかな』

　思い出せずに首を傾かしげるセルティに、新しん羅らが一つの疑問を口にした。

「……ところで、セルティが何のコスプレするの？」

『さあ……スリーピーホロウの首くび無なし騎き士しとかじゃないか？』

「僕はやっぱり、メイドさんとかナース服とかそういうオーソドックスな制せい服ふくをオススメするよ。セルティが着るならどんな制せい服ふくも僕にとってはウエディングドレス……」

『解わかった解った』

　適当に新しん羅らの言葉を聞き流しながら、セルティは更さらに写真を眺ながめていく。

『ん？　なんだこの写真……』

「ああ、それは僕が撮とってきた奴やつだよ。本屋のあのポップ広告の写真さ」

『ああ……抜け首か』

「そう、抜け首」

　妙みような事を呟つぶやく二人だったが、セルティはその写真にあまり良い思い出がないのか、特に何も言わずに次の写真を捲めくっていった。

　そして、唐とう突とつに人物の写真ではなく、漫まん画がの原げん稿こうの画が像ぞうが連続で現れた。

『あッ……これは。消そう！　これは消そう！』

「駄だ目めだよセルティ！」

　慌あわてて削さく除じよしようとするセルティの手を新羅が止める。

　そして、爽さわやかな笑顔を浮かべたまま、闇やみ医い者しやが力強く頷うなずいた。




「この漫画は、記念すべきセルティのデビュー作じゃないか！」
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外伝３　『眼鏡男子・ザ・ダブルショットガン』







　天が見たか地が見たか！

　狩かり沢さわ絵え理り華かをリーダーとする、六人の少女で構成されたコスプレサークル『眼鏡男子・ザ・ダブルショットガン』。

　彼女達は単なるコスプレイヤーではない。世の中に渦うず巻まく魑ち魅み魍もう魎りようを討うち払うべく、日に本ほん霊れい廷てい院いんによって組そ織しきされた、女性退たい魔ま集団なのである！

　千せん変べん万ばん化かの悪あく霊りように合わせたコスチュームを纏まとう事で聖せいなる布の力を引き出し、時には色いろ香かで敵を惑まどわせながら戦い続ける愛と彩いろどりの戦せん士し達なのだ！

　そんな彼女達の元に現れた謎なぞの少女！

　敵か味み方かたか、園その原はら杏あん里り！　新たなる魔ま女じよか、はたまた七人目の選ばれたコスプルードエンジェルなのか！

　次回『眼鏡少女はくらげっ娘こ？』、乞こう御ご期き待たい！

　──肌はだと布との狭はざ間まに、君は桃もも色いろの奇き跡せきを見るだろう。




「以上。ナレーションは立たち木きさん。……って、そういう設定でやってるから。うちのサークル」

　ウンウンと頷うなずきながら語る狩かり沢さわに、杏あん里りは申もうし訳わけなさそうに呟つぶやいた。

「あの……その、何がなんだか……」

「気にする事ないよ、園その原はらさん。狩沢さんの話は九割がた聞き流しといて。アタイが聞いた時は全ぜん然ぜん別の設定だったし」

　横からそう告げたのは、茶ちや髪ぱつにツインテールといった形のウィッグを付け、とあるキャラクターのコスプレをしている少女──筒つつ川がわアズサだ。

　ここは狩沢のマンション。

　現在は十人近いメンバーが集まる乙女おとめの園そのとなっているのだが、杏里を除いた全員がコスプレサークル『眼鏡めがね男子・ザ・ダブルショットガン』のメンバーという事もあり、非常にカオスな空間となっている。なにしろ、イベントに向けた衣い装しよう合わせという事で、それぞれが思い思いの衣装を身に纏まとっては脱いで調ちよう整せいするという事を繰り返しているのだ。

　中には下した着ぎ姿すがたのままミシンに向かう少女もおり、杏里はあけっぴろげな空気に気け圧おされ狼狽うろたえる事しかできなかった。

　そんな彼女自身も、狩沢の手によって魔ま女じよの格かつ好こうをさせられていたのだが。

　困こん惑わくと羞しゆう恥ちの表情を浮かべる杏里の肩を、自らも女学生風ふうのコスプレをした狩沢がぎゅっと強く握りこむ。

「あッ!?」

　突とつ然ぜんの不ふ意い打うちに声をあげる杏里に、狩沢は舌したなめずりをした後に口を開く。

「ひっひっひ、良い声で啼なくじゃないの杏里ちゃんったら。さーて、杏里ちゃんにはそろそろ決めて貰もらおうかな。正せい義ぎの退たい魔ま師しか、それとも、私達と敵てき対たいする魔ま女じよか、どっちの設定がいいの！」

「あ、あの、設定って言われても……」

　何の話かいまいち吞のみ込めていない杏里の体を、狩沢はワキワキと弄いじり回す。

「ひゃあああ!?」

「ちなみに魔女の側を選ぶっていうなら、封ふう印いんの儀ぎ式しきとして素す肌はだの上に水で濡ぬらした御お札ふだを直じかでぺたぺたムニムニ貼はらないとね！　裸ら体たいを濡れた和わ紙しで隠かくすってエロティカルだよねイッヒッヒッヒ、よいではないかよいではな……イタッ!?」

「狩沢さん、完かん璧ぺきに目がエロ親父おやじだよ」

　杏里の服が脱がされる寸すん前ぜんで、アズサのチョップが狩沢の脳のう天てんにヒットした。

　そこで我に返ったのか、狩沢は残念そうに首を振った後、杏里に言った。

「ま、お嫁よめにいけない体にしちゃうのもかわいそうだから、このぐらいにしておきますか。みかるんの為ためにもね」

「みか……あ、竜りゆうヶが峰みね君の事ですか？」

　狩かり沢さわの呼んだ名が友人の男子の名前だと気付き、杏あん里りはふと独ひとり言ごとを口にする。

「帝人みかど君くん達って、夏休みとか、何やってるんだろう……」

「そっかー、杏里ちゃんも、最近みーきゅんに会ってないんだー」

　桃もも色いろトークは続いてゆく。杏里の精神をジャックし、自分色いろに染そめ上げようと。

　狩沢は、あるいは、杏里の心にこそ新しい服を纏まとわせようとしていたのかもしれなかったが──

　真実は全て、肌はだと布との狭はざ間まの奥に。





閉幕　









外伝４　『デュラララ真伝!!　二人はなかよし』







池いけ袋ぶくろ　某ぼう書店内ない




　医い者しやのような白はく衣いの男と、フルフェイスヘルメットを被かぶった黒こく衣いのライダー。

　本屋の中に、そんな二人がピアノの鍵けん盤ばんの一部のように立ち並ぶ。

　非ひ常じように目立つ二人組ではあるのだが、幸いな事に、彼らの他に客の姿すがたは見当たらない。

「それにしてもセルティ。君が本屋に居るなんて珍めずらしいね。何か気になる本でもあるのかな？」

　白衣の男の言葉に、黒いライダーは無む言ごんのままだ。

「返事してよ。無む視しなんて悲しい。無む知ちは罪つみだというけれど、語ご呂ろが似てる無視も罪にするべきだよね。……って、なんかセルティ、震えてない？　何を読んでるの？」

　白衣の男が覗のぞき込むと、黒ライダーは『バルシュタイン城じようの絵に刻みこまれた世界の終しゆう末まつ！

　日に本ほんの不ふ景けい気きはブラックホール生せい命めい体たいの策さく略りやくだった！』という見出しが躍おどる雑ざつ誌し、『週しゆう刊かん　怪かい宇う宙ちゆう！』を手に持ち、当の特集ページを読んで震えているようだった。




「……」

　何か言おうとする白はく衣いの男の目の前で、ライダーのヘルメットが柔やわらかい布でパタパタと叩たたかれる。

　二人が振り返ると、そこには仏ぶつ頂ちよう面づらの店員が立っていた。

「わあ、ハタキで立ち読みの頭を叩く店員さんて、漫まん画がではよく見るけど、現実では初めて見た。……すいません、今、買います」

　無む言ごんの店員に白衣の男が謝ると、ライダーも店員に頭を下げつつ──連れの男に文も字じ列れつを打ちこんだＰＤＡを差し出した。

『でも、こんな恐ろしい本を持って帰ったら宇う宙ちゆう人じんに狙ねらわれたりしないか？』

「……『こんな本を持ってたら呪のろわれるかもしれない』ってのは良く聞くけど、まさか宇宙人が出てくるとは思わなかった……あ、はい、すいません、今いま買いま……え？」

　どうやら店員は立ち読みに怒っていたわけではないようだ。




　店員がハタキで指し示した先には、一枚の張り紙が。




【店内ではフルフェイスヘルメットや目め出だし帽ぼうの着用は御ご遠えん慮りよ下さい】

『あ、すいません！　今いま取ります！』

　ブラックホール生せい命めい体たいとやらの恐きよう怖ふに混乱していた黒いライダーは、慌あわてた様よう子すでＰＤＡに文章を打ち込んだ。

「え？　ちょ、ちょっとセルティ？」

　ライダーは、白衣の男が止めるよりも先に自分のヘルメットを脱ぎ捨て──




　その下から、何も無い空間が現れる。




　人々の間で噂うわさされる、池いけ袋ぶくろの怪かい奇き現げん象しよう──首くび無なしライダー。

「……」

　店員は口を閉ざし、無む表ひよう情じようのまま目だけを大きく見開いた。

「セルティ！　セルティ！」

『え？』

「首！　首！」

『……ああああああああッ！』

　その首くび無なしの異い形ぎよう本ほん人にんであるセルティは、自分がヘルメットを取ってしまった事に気付き、慌あわてて手足をばたつかせる。

　無む言ごんのままこちらを見つめる店員に対して短い文章を書き綴つづった。

『手て品じなです』

「……」

『……サプラーイッ！』

　文章による手品師のモノマネは伝わらなかったのか、無言のまま首くび無なしライダーを凝ぎよう視しする本屋の店員。

　首無しライダーと白はく衣いの男は雑ざつ誌し代だい金きんを置いて慌あわてて立ち去り、後には仏ぶつ頂ちよう面づらの店員だけが残された。







　数日後ご──。

　追加で大量に入にゆう荷かされた『週しゆう刊かん　怪かい宇う宙ちゆう！』の後ろには、商しよう魂こんたくましい店員の手書きポップが立てられていたという。




【妖よう怪かい抜ぬけ首くびも恐れ戦おののく、驚きよう愕がくの真しん相そうが……!?】




　後日、それを知った首無しライダーが【抜け首……よりによって妖怪抜け首……】とフテ寝する事になるのだが──

　それはまた、別の話。





♂♀






　これは、池いけ袋ぶくろを舞ぶ台たいとした物語。

　首無しライダーや闇やみ医い者しや、あるいはこの『本屋』のような、一ひと筋すじ縄なわでは行かない池袋の住人達を描いた日常奇き譚たん。




　あるいは──愛の物語。

　歪ゆがんだ愛の、物語。





閉幕　









外伝５　『デュラララ真伝!!　二人はなかよし２』







川かわ越ごえ街かい道どう某ぼう所しよ　新しん羅らのマンション




『新羅、漫まん画が家かになろう』

「……どうしたんだいセルティ、藪やぶから棒ぼうに」

　同どう居きよ人にんであるセルティ・ストゥルルソンの申し出に、岸きし谷たに新羅はキョトンとしながら問いを返す。

　だが、答えの代わりに返ってきたのは、提てい案あんの続きとなる言葉だった。

『小しよう説せつ家かでもいい。まあ、どっちでもいいか』

「うん。あのね、そういう漫画家と小説家を両方敵てきに回す言葉は止やめた方がいいと思うよセルティ？　でも安心してくれ、たとえセルティが世界中の創そう作さく者しやを敵に回してネットが炎えん上じよう、広がった炎ほのおが地ち球きゆうを焼き尽くして世界が僕と君だけになったとしても──僕だけは、ずっとずっと君を護まもってあげるからね」

『……その状態で、何から私を護まもるんだ？』

「こうやって抱きしめて、寒さから護ってあげるって事サバボギュルプププ」

　新しん羅らはそのままセルティに抱きつこうとしたのだが、セルティの身体からだから延びた『影』が新羅の身体に絡みつき、そのまま鯖さば折おりの要よう領りようで強く強く抱きしめ返した。

「ぎ、ギブ！　ギブだよセルティ！　きょ、胸きよう椎ついが、ｔｈ６番あたりの骨がががが」

『真まっ昼ぴる間まから恥はずかしい事をするな！』

　泡あわを吹き始めたのを見て、セルティは心しん中ちゆうで溜ため息いきを吐きながら新羅を解放した。




　セルティ・ストゥルルソンは人間ではない。俗ぞくに『デュラハン』と呼ばれる、スコットランドからアイルランドを居きよとする妖よう精せいの一種であり──天てん命めいが近い者の住む邸てい宅たくに、その死し期きの訪れを告げて回る存在だ。

　ところが、彼女はある日突とつ然ぜん首を無くしてしまい、失った半はん身しんを探し求めて日に本ほんにやってきたのである。

　それから数十年。様さま々ざまな運うん命めいに弄もてあそばれ、こうして日本の池いけ袋ぶくろで運び屋稼か業ぎように精せいを出す日々を送っている。

　それが、セルティ・ストゥルルソンという存在だった。

「で、どうして急に漫まん画が家かになるなんて言いだしたんだい？」

　背中をさすりながら問う新羅に、セルティは恥ずかしそうに身体を背けた後、ゆっくりと文字をＰＤＡに打ち込み始める。

『私は、思ったんだ。このまま非ひ合ごう法ほうな運び屋を続けて、社会の裏うら側がわに関わり続けていいのだろうかと……もしかしたら、新羅にまで迷めい惑わくが掛かるかもしれない』

「セルティ、僕の職業忘れてない？」

　闇やみ医い者しやである新羅のツッコミを無む視しして、セルティは更さらに文字を紡つむぎ続けた。

『しかし、まともに働くと言っても、戸こ籍せきも首から上もない私にできる事など限られている……。そこで、顔を合わせなくても済む漫画家や小しよう説せつ家かというわけだ！』

「編へん集しゆうさんとの打ち合わせはどうするのさ」

『それは、新羅に頼む！』

「ええッ!?　つまり僕がセルティの替かえ玉だまって事かい!?　一つのペンネームを共きよう有ゆうする事で、今、セルティと僕が社会的に一つに!?　これはもう……」

『身体も重ね合わせるしかない、とか言い出したら斬きり刻むからな』

　影の刃やいばを何本も新羅に突きつけるセルティに、新羅は冷ひや汗あせを搔かきつつも笑顔を浮かべて呟つぶやいた。

「さすがセルティ。僕の事を良く分かってくれているんだね。……まあ、それはともかく、セルティ、絵とか描けるの？」

『抜かりはない。実はもう描いてある！　私の実じつ体たい験けんを元にした一大ファンタジーだ！』

「ええッ!?　なんて手早い……！」

　そして、セルティが取り出した原げん稿こうに目を通す新しん羅らだったが──

「噓うそ、凄すごい……凄いよセルティ……!?　実じつ写しやとディフォルメのバランスが取れた読みやすいキャラと背はい景けい、スクリーントーンの使い方も完かん璧ぺきじゃないか!?」

　想そう像ぞう以上に技術の高い原稿を見て、新羅は興こう奮ふんして読み進めたのだが────

「……セルティ、これ、何の事件も起こらないまま終わってるけど。日にち常じよう系けいほのぼのストーリーを目め指ざしてるって感じでもないし、どういうこと？」

『凄いだろう!?　何日も何日も事件が起こらないで普通に暮らせるなんて、最高のファンタジーじゃないか！』

「セルティ……平へい穏おんな日常が幻げん想そうになっちゃうぐらい、裏うら社会に関わり過ぎたんだね……」




　その後、インクやスクリーントーンかと思われていたセルティの絵が、全て彼女の『影』で描かれていた事が発はつ覚かく。

　印いん刷さつに線が出にくいという理由で、結局絵えも使えないという事になり、彼女は小しよう説せつ家かを目指す結果となった。

　そして、リアルを追求すると言って闇やみ医い者しやや裏うら組そ織しきを取しゆ材ざいして回り、結けつ局きよく最後は銃じゆう撃げき戦せんに巻き込まれる事になるのだが──

　それはまた、別の話。
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　これは、池いけ袋ぶくろを舞ぶ台たいとした物語。

　首くび無なしライダーや闇医者のような、一ひと筋すじ縄なわでは行かない池袋の住人達を描いた日常奇き譚たん。




　あるいは──愛の物語。

　歪ゆがんだ愛の、物語。





閉幕　









幕間Ｃ




『うう、写真って恥はずかしい思い出まで呼び起こすものなんだなあ』

　結局新しん羅らに押し切られ、自分の影で描いた漫まん画が原げん稿こうの写真データを何なん層そうものフォルダの奥おく底そこに封ふう印いんすることで同どう意いしたセルティ。

　彼女はその作業を終えると、更さらに古い写真に遡さかのぼって観かん賞しようし始めた。

　だが、ある程てい度どより前はデジカメのデータが無い事に気付き、セルティの心をちょっとした喪そう失しつ感かんが包み込む。

『ええと、アルバムはどこにしまったっけか』

「どうして？」

　新羅の問いに対し、セルティは棚たなを漁あさりながらＰＤＡに文字を打ち込んだ。

『いや、ここまで写真を懐なつかしんだら、もっと昔の写真も見てみたくなった』

「そういう事なら任せてよ！　僕の20年にわたるセルティの観かん察さつ記録のアルバムがあるから、一いつ緒しよに見てセルティの魅み力りよくを再さい確かく認にんしよう！　二人でセルティの良さについて朝まで語ろうじゃないか！」

『どれだけナルシストなんだ私は……』

　軽くツッコミを入れた後、セルティは本ほん棚だなの奥から一いつ冊さつのアルバムを探し当てる。

『そもそも見たいのは私の写真じゃない。私は、昔から姿すがた形かたちは変わってないしな』

　セルティはアルバムのページを捲めくりつつ、幼い頃ころの新しん羅らの姿を見つけて心しん中ちゆうで微笑ほほえんだ。

『ああ、懐なつかしいな。この頃はまだ眼鏡めがねをかけてなかったんだっけ』

「うひゃあ、止やめてよ恥はずかしい！」

　小学校に入学した頃の自分の写真を見せられ、珍めずらしく嫌いやがる新羅。

『今思うと、この頃の新羅は素直で可愛かわいかったな』

「本当に!?　セルティがそう望むなら俺おれはいつでも眼鏡を取るよ！」

『……本当に、今のお前は可愛げが無くなったなぁ……』

「その分だけ大人おとなになったっていう事さ」

　まったくめげずに言う新羅。

「僕が立りつ派ぱな成せい人じんになったっていう事を教えてあげるよ！　さあ、二人で成人指し定ていな生活をしようじゃなぶろばばばば」

『調子にのるな、お前のどこが成人だ』

　跳びかかろうとしてくる新羅の顔面を握り押さえながら、セルティは呆あきれたように言った。

『そもそも新羅の代の成人式、お前のせいでエライ事になってたじゃないか』







[image: 外伝６　『デュラララ!!×√20　成人式は突然に』]







外伝６　『デュラララ!!×[image: ルート20]　成人式は突然に』







某ぼう年ねん某ぼう月げつ　池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ




「祝しゆく！　電でん撃げき文ぶん庫こ20周年っすよ！」

「やったー！」

　唐とう突とつに叫ばれた遊ゆ馬ま崎さきの言葉に対し、パチパチパチパチと狩かり沢さわが拍はく手しゆする。

　そんな声と拍手がワゴン車内に響ひびく中、運転席にいた門かど田たは渡と草ぐさと無む表ひよう情じようのまま顔を見合わせ、背後の二人に問いかけた。

「……いや、突然どうした」

「何が突然っすか！　今年は待ちに待った電撃文庫20周年っすよ！」

「計画は20年も前から進行してたんだよ！」

「いや……20周年って……去年もそんなこと言ってなかったか？」

　眉まゆを顰ひそめる門田に、狩沢が言う。

「違うよドタチン！　去年やったのは、電でん撃げき20年祭！　今年は電撃『文ぶん庫こ』20周年だよ！」

「……そうなのか？」

「メディアワークスと一いつ緒しよに電撃ブランドができたのは、今から21年前！　電撃文庫が生まれたのは次の年の６月だからね！」

「そうっすよねー。『クリスタニア』に『極ごく道どうくん漫まん遊ゆう記き外がい伝でん』、当時から注ちゆう目もく作品が目め白じろ押おしだったっすよ！」

　遊ゆ馬ま崎さきの説明に、門かど田たは首を傾かしげる。

「……創そう刊かんのラインナップなのに、なんで『外伝』なんだ？」

「ええっ!?　そこから説明が必要っすか!?」

「長くなるよ？」

「いや、いい」

　慌あわてて説明を止やめさせた後、門田は話を別方向に逸そらす事にした。

「まあ、あれだな。なんにせよ、20年も続いたってのはすげえ事だ。人間で言えば成せい人じん式しきだからな」

「そうそう。だから、今日きようはわざわざサンシャインまで、電撃文庫の成人式とも言える『大電撃文庫展』を見に来たんじゃない！」

「なッ……」

　突然の発言に、目を丸くする渡と草ぐさ。

「お前ら、急に車くるま出せとか言うから何かと思ったら……」

　眉まゆを顰ひそめる渡草を無む視しして、狩かり沢さわと遊馬崎が愉たのしげに会話を紡つむぎ始めた。

「次の電撃の成人式は秋のイベントだよねー」

「今のうちから、グッズを買うお金を貯ためないといけないっすねぇ」

「でも、20年って早いよねー。20年前かー。私はまだ漫まん画がも読めたか読めてないかって頃ころの子供だったからさ」

　そんな会話を暫しばらく続けた所で、狩沢がふと門田に問いかける。

「そういえばさ、ドタチンの時はどんな感じだったの？　成人式」

「あぁ……俺おれか？」

　その途と端たん、何な故ぜか門田の表情が曇った。

「いや……なんていうかな……確かに一生の記き憶おくには残る成人式だったぜ……」

　どこかお茶を濁にごす返答に、ワゴン内の面子メンツは首を傾かしげる。

　そのまま一いつ斉せいに見つめられ、門田はこのまま話さずに誤ご魔ま化かすのも気まずくなり、ポツリ、ポツリと当時の事を語り始めた。

「だって、なあ……俺が成人式って事はよ……」




「静しず雄おと臨也いざやも、同じ年に成せい人じん式しきだったって事だぜ……？」
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数年前　１月




　豊と島しま区くで行われるその年の成人式は、始まる前から不ふ穏おんな空気に満ちていた。

　平へい和わ島じま静雄、19歳さい。

　折おり原はら臨也、20歳。

　１月28日に誕生日を迎える静雄を含め、彼らが成人を迎える年だったのである。

　もちろん、その二人が成人式という行ぎよう事じに揃そろって参加する可能性は低い。

　だが、僅わずかなりとも、この二人が同じ場所に集つどう可能性があるというのは事実だった。

　来らい神じん高校を卒業した面子メンツは当時の事を思い出して身み震ぶるいする者が多く、元々不ふ良りよう少年だった者の中には、静雄を怖おそれて成人式を休む者も現れた始し末まつである。




　そして、そんな空気を読まない来神高校の卒業生が一人、ニコニコと笑いながら数少ない友人へと電話をかける。

「やあ静雄君、明日あしたの成人式、何なに着てく？」

　岸きし谷たに新しん羅らの問いかけに対し、電話の向こう側にいる平和島静雄は、ぶっきらぼうな調子で答えた。

『あぁ？　俺おれは行くつもりはねぇぞ』

「そんな寂しいこと言っちゃ駄だ目め駄目。また仕事クビになったから暇ひまなんでしょ？　自分が成人だっていう事を見み詰つめ直して、獣けものから人に成るいいチャンスだよ」

『よし解わかった。明日はてめえをぶん殴なぐりに行く』

「まあそれはそれとして、静雄はどうする？　紋もん付つき袴はかま？　それともスーツ？」

　電話だからという事もあってか、気軽に静雄をからかう新羅。

　本当に明日、もしくは次に会った時に殴られる事は欠片かけらも考えてはいないようだ。

「じゃあ明日、開かい場じよう時間に芸げい術じゆつ劇げき場じようの前でね！」

『おい待て、てめぇ！　勝かつ手てに……』

　新羅は静雄の言葉を最後まで聞かずに電話を切ると、そのまま別の番号に電話した。




「やあ、折原君。元気かい？」

『３秒前までは元気だったよ』

「やだなあ、まるで僕が電話したから元気じゃなくなったみたいじゃないか」

『遠回しじゃなく、ストレートにそう皮ひ肉にくを言ったつもりなんだけどな』

　電話の向こうから聞こえる臨也いざやの声に対し、新しん羅らは爽さわやかな笑顔を浮かべて問いかける。

「で、明日あしたは何なに着てく？　紋もん付つき袴はかま？　スーツ？　それとも鎧よろい兜かぶと一いつ式しき？」

『人の話を聞く気はないのかい？』

「聞いた上で無む視ししたんだよ。君がよくやる事じゃないか」

　悪びれずに言うと、新羅はそのまま一方的に話し続けた。

「じゃあ明日、開かい場じよう時間に芸げい術じゆつ劇げき場じようの前でね！」

『おやおや、俺おれが行くとでも──』

　やはり相手の返事を最後まで聞かずに電話を切り、新羅は横にいた同どう居きよ人にんへと声をかけた。

「さて、セルティはどう思う？　紋付き袴と燕えん尾び服ふく、どっちがいいかな。そうだ、いっその事、この白はく衣いで出るっていうのもアリじゃない？」

　すると、その同居人はゆっくりと身体からだを持ち上げ、淡たん々たんとＰＤＡに文字を打ち込んだ。

『どうでもいい』

「ありがとう！　なんでも似に合あうって言ってくれて！　でも、僕よりもセルティの方が色んな服が似合うと思うよ？」

『なぜそうなる』

　呆あきれたように文字を綴つづる同居人だが、溜ため息いきは吐き出さない。

　何しろ、息を吐くための口そのものが存在していなかったのだから。




　同居人──セルティ・ストゥルルソンは人間ではない。

　俗ぞくに『デュラハン』と呼ばれる、スコットランドからアイルランドを居きよとする妖よう精せいの一種であり──天てん命めいが近い者の住む邸てい宅たくに、その死し期きの訪れを告げて回る存在だ。

（中ちゆう略りやく）

　祖そ国こくで自分の『首』を盗ぬすまれた彼女は、己おのれの存在についての記き憶おくを欠けつ落らくしてしまったのだ。

『それ』を取り戻すために、自らの首の気け配はいを追い、この池いけ袋ぶくろにやってきたのだ。

　首くび無なし馬をバイクに、鎧よろいをライダースーツに変えて、15年以上この街を彷徨さまよった。

　しかし、結けつ局きよく首の手がかりは得られず、岸きし谷たに新羅の家に居い候そうろうしている身の上である。




　後に両りよう想おもいになるとはいえ、この時点ではまだ新羅の完全な片かた想おもい状態であり、セルティは自分の心に湧わきおこる感情をハッキリと理解することができずにいた。

　それでも、人間の行動や心しん理りについてはある程てい度ど理解できるようになったという自じ負ふはあったのだが──

　新羅が電話でとった行動は、今いま一ひとつ理解しかねる。

『今の電話は、なんだ？』

「え？　普通に静しず雄おと臨也いざやを明日あしたの成せい人じん式しきに誘っただけだよ？」

『あんな急に電話を切ったら、来るものも来ないんじゃないか？』

「それがね、逆なんだよセルティ。静雄と臨也は、ああいう風ふうに有う無むを言わせない方が意い外がいと来るものなんだよ？　静雄君は僕を殴なぐろうと、折おり原はら君はイヤミを言うためにね」

　新しん羅らの説明を聞いて、セルティは『そういうものか』と納なつ得とくしかけたのだが、結果を想そう像ぞうして改めて問い直した。

『待て待て、という事は、明日、あの二人が本当に来たら鉢はち合あわせになるって事じゃないか』

「そうだよ？」

　あっさりと答える新羅に、セルティは頭が無いまま首を傾かしげる仕し草ぐさをする。

『そうだよって、お前……』

「いいかいセルティ、あの二人だって、もう20歳さいだよ？　20歳。血けつ気き盛さかんな学生時代ならともかく、もう大人おとななんだから、顔を合わせるだけで喧けん嘩かなんてことはもうしない筈はずさ」

　新羅は目を輝かせながら、大人っぽい自分を演えん出しゆつしようと語り続けた。

「だから、これを機き会かいに、二人には仲直りして貰もらおうと思ってね。ほら、人と人との架かけ橋はしになる僕って大人って感じでしょ？」

『そ、そうかな……』

　自信満まん々まんの新羅を前に、セルティはハッキリと彼の考えを否定する事ができない。

　もしかしたら、本当に人間というものは成人式を迎えるにあたって成長するのかもしれない。つまり、テレビでやっているような暴あばれる成人というのは、成長してアレなのではないだろうか？

　彼らは昔はもっと酷ひどく、チェーンソー片手に旅たび人びとから水や種たね籾もみを奪うばって生きてきたような面子メンツだったのではないだろうか？

　その可能性を考こう慮りよしたセルティは、人間の可能性を信じて黙だまって新羅のやる事を見届ける事にした。

　もっとも、それは大きな間違いだったのだが。
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翌よく日じつ　池いけ袋ぶくろ　東とう京きよう芸げい術じゆつ劇げき場じよう




『それでは、区く長ちようの挨あい拶さつに続きまして、特別ゲストを御ご紹しよう介かいさせて頂いただきます。豊と島しま区く内ないの楽らく影えいジムに所しよ属ぞくし、総そう合ごう格かく闘とう技ぎ王おう者じやの防ぼう衛えい戦せんで来日中であるドイツの格闘家、トラウゴット・ガイセンデルファー氏による挨拶です』

　芸術劇場の大ホール内には新成人達がひしめきあっており、女性陣の着物によって華はなやかな色合いの空間となっている。

　そんな中、来らい賓ひんである屈くつ強きような大おお男おとこ──格かく闘とう技ぎチャンピオンのトラウゴット・ガイセンデルファーによる特別講こう演えんが始まり、現げん時じ点てんでは滞とどこおりないスケジュールで式しき典てんが進められていた。

「俺おれの方が強ぇぞこらあー」

　座席の先せん頭とう辺あたりにいたチンピラ風ふうの新しん成せい人じんが、そう言って巫ふ山ざ戯けながらビールの空あき瓶びんを投げつけたのだが──

　次の瞬しゆん間かん、講演を続けながらその瓶が手しゆ刀とうで真まっ二ぷたつにされ、会場の空気が凍り付く。

　瓶を投げた男も瞬間的に酔よいを醒さまされ、その後、誰だれも来賓の男に対して野や次じを飛ばさなくなった。

『──望もうと望むまいと、人生には試し練れんが訪れるものです。逃げ出すのも結けつ構こう。無む理りに闘たたかい、傷つけなどと言う資し格かくは誰だれにもありません』

　一方の格闘家は、何事もなかったかのように流りゆう暢ちような日に本ほん語ごで講演を続ける。

『しかし、ただ流されるだけでは、逃げる事すらままならない。せめて、逃げる方向を見定める意い志しの強さ、そこに向かって足を踏み出す力が求められます。そう、逃げる事にも、勇気が必要なのです』

　その後も、静かに講演が進むと思われたのだが──会場の外から時とき折おり振しん動どうや破は壊かい音おんが響ひびき始め、悲ひ鳴めいのようなものも混じり始めた。

　と、次の瞬間──

　会場のドアが勢い良く破られ、そこから自じ動どう販はん売ばい機きが飛び込んでくる。

　まるでカタパルトで撃うち出されたかのように、凄すさまじい勢いで数百kgの鉄てつ塊かいがステージ上の演えん台だいへと迫り、静まりかけていた新しん成せい人じん達が一いつ斉せいに悲鳴をあげた。

　だが、トラウゴットは『噴ふん！』と呼吸を整え、自分に迫る自販機を、我が流りゆうのアレンジを加えた廻まわし受けによって搦からめ捕とった。

　まるで魔ま法ほうでも見ているかのように自販機の勢いが殺され、ステージ上にドスリと落ちた。

　上下そのままに立った自販機を見て、トラウゴットは淡たん々たんと演えん説ぜつを続ける。

『自販機を前にした時も、人間はいくつもの選択が迫られるものです。何を飲むか、そもそも、飲むか飲まざるか。飲むにしても、同じ飲料が二つ並んでいた時、右側のボタンを押すか左側のボタンを押すか、そんな意味の無いような選択肢しだとしても、選ぶという行為自じ体たいに、人は魂たましいを燃ねん焼しようさせるのであり────』

　すると、今度は別のものが出入り口から飛んできた。

　白はく衣いを身に纏まとった、眼鏡めがねをかけた新成人だ。

「ああああ─────」

　気の抜けるような悲鳴を上げて、自販機と同じように壇だん上じように向かって飛んでいく新成人──岸きし谷たに新しん羅ら。

　トラウゴットはそんな彼をやはり手さばきのみで搦からめ捕とり、自じ販はん機きの横に座らせる。

「……え？　あれ？　僕、生きてる？」

　全くの無む傷きずで済んだ新しん羅らは、何が起きたのかと目をぱちくりさせており、トラウゴットはやはり演えん説ぜつを続けていた。

『これから皆さんは、多くの人々と出会うでしょう。相手の人生を受け止める強さ、あるいは全てを包み込むしなやかさを育はぐくんで欲しい。拳こぶしの硬さは、人間の強さの一つの形に過ぎません。皆さんも自分の持つべき強さを選択し、磨みがき──』

　だが、外からの悲ひ鳴めいが更さらに大きくなった所で、トラウゴットは言葉を止めて、会場の新しん成せい人じん達に一いち礼れいした。

『……失礼、私もここで、講こう演えんを少しの間だけ中ちゆう断だんするという選択をさせて頂いただく』

　そして、ステージ上から降り、スプリンターばりの速度で喧けん噪そうの方ほう角がく──ホールの外へと飛び出していった。




　残されたのは、呆ぼう然ぜんとする新成人達。

　恐らく、今のは演えん出しゆつか何かだろう。

　どう見ても演出ではなかったのだが、人々の多くは、そう思う事で心の平へい穏おんを保つ事にした。

　もっとも、来らい神じん高校出しゆつ身しんの者達は、それが誰だれの仕し業わざによるものなのか完全に理解していたのだが。

「……やりやがったな、あいつら……」

　ステージ上からコソコソと降りる新羅の姿すがたを見て、紋もん付つき袴はかまの門かど田たが溜ため息いき混まじりに呟つぶやいた。

「まあ、こうなると思ってたけどよ……」
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数年後　池いけ袋ぶくろ　路ろ上じよう




「で、その後どうなったんだよ」

　話を聞いていたトムの問いかけに、静しず雄おは淡たん々たんと答えを返す。

「俺おれはそのトラウゴットと、たまたま通りかかったサイモンに止められて、その間にノミ蟲むしの野や郎ろうはどっかに逃げやがりましてね……。本当なら警けい察さつ沙ざ汰たになる所を、何をどうやったのか、そのトラウゴットって人が『成人式の演出』って事で片付けてくれたんです」

「はー、なるほどな」

「多分、俺の為ためとかじゃなくて、豊と島しま区くの評ひよう判ばんを落とさないように泥どろを被かぶってくれたんだと思うんすけど……その時、言われたんです。『弱い事は罪つみじゃない、自分を鍛きたえろ、青年』って」

「……お前の事を『弱い』って言うなんてな……。心の弱さって意味だとは思うが、すげえなその格かく闘とう家か。お前が『尊そん敬けいする』って言うだけの事はあるなあ」

　冷ひや汗あせを搔かくトムに、静しず雄おは更さらに続けた。

「ええ、だから俺おれ、自分が弱い人間だって事を思い知らされて……この前、ようやく少しばかり強くなれたような気がするんですよ」

「訂てい正せいを要求します。静雄先せん輩ぱいは天てん地ち開かい闢びやくの時より強者です。定められたシステムです」

　後ろで話を聞いていたヴァローナがそんな事を言うが、静雄は苦く笑しようしながら答える。

「俺が強くなれたとすりゃ、お前やトム先輩のお陰でもあるんだぜ、ヴァローナ」

「？」

　眉まゆを顰ひそめるヴァローナ。

　トムはやれやれと肩を竦すくめながら、敢あえて何も言わずに次の取り立て先へと歩を進める。

　静雄はそんなトムの後ろを歩きつつ、過去を懐なつかしみながら、半分独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。




「まあ、いつか俺ももう少しマシな人間になれたら、一度は成せい人じん式しきって奴やつをやってみたいんですけどね」
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都と内ない某ぼう所しよ




「まったく、あのまま行けばシズちゃんを確実に刑けい務む所しよ送りにできたのに、余よ計けいな事をしてくれたよ、あのトラウゴットっていう格闘家」

　過去の出で来き事ごとを思い出しつつ、残念そうに首を振る臨也いざや。

　そんな彼に対し、助じよ手しゆの波なみ江えが言った。

「少なくとも、貴方あなたには成人式に参加する資し格かくは元から無かったみたいね」

「それって、俺が成人してないって言いたいのかい？」

「いつまで経たっても子供だから、平へい和わ島じま静雄なんて化ばけ物ものにちょっかい出し続けるんでしょう。スズメバチの巣をつつく子供と同どう類るいね」

　冷たい声で言い放つ波江に、臨也は肩を竦すくめながら口を開く。

「俺は成人と子供の違いなんて無いと思ってるからね。人はいつまで経っても子供だし、子供が大人おとなよりも大人びてる時もある。どこまでも不完全で、それだからこそ、完成された存在なのさ。人間っていうのはね」

　そして、いつも通りの笑えみを浮かべながら、半分独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。




「だから俺は、人間が大好きなんだよ」
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川かわ越ごえ街かい道どう　新しん羅らのマンション




「いやあ、今でも思い出すよ、成せい人じん式しきの日の事はさ。下へ手たすれば、本当に死んでたからね僕」

　あっけらかんと過去を語る新羅に、セルティは呆あきれながら文字を打つ。

『私はお前を信じて止めなかった事を今でも後こう悔かいしてるよ』

「やっぱり、人間ってそう簡単には変わらないのかもしれないよね。『三みつ子ごの魂たましい百ひやくまで』って言うし、『雀すずめ百まで踊り忘れぬ』とも言うからね実際」

『雀って１００歳さいまで生きるのか？』

「え、そこ突っ込む所？」

　いつも通りの会話をしていたセルティ達だが、そこに、たまたま部屋に来ていた新羅の父親、岸きし谷たに森しん厳げんが割り込んできた。

「まったく、近ちか頃ごろの若いものは情なさけない。成せい人じん式しきとは名ばかりで、中なか身みが全く伴っていないのだからなあ」

　白いガスマスクを被かぶったまま話しかける父親に対し、新しん羅らは渋い表情をしながら答える。

「いや、父とうさんは50近いのに何も伴ってないじゃないか」

「実の父親に対してなんてことを言うんだ新羅！　私は20歳さいの頃ころには、既すでに人として完成していたぞ！」

　誇らしげに胸を張る森しん厳げんに、セルティが文字を打って見せつけた。

『そうか、じゃあ、完成図がそもそも間違っていたんだな』

「義ぎ理りの父親に対してなんてことを言うんだねセルティ君！」

『そもそも、お前がまともに成人式に出席してる図が思い浮かばない』

　すると、森厳はガスマスクの吸きゆう入にゆう口ぐちをさすりながら大きく頷うなずいた。

「確かに、私が20歳の時は、成人式どころではなかったからな……今こそ語るとしようではないか。20歳の私の20大だい秘ひ密みつを！」

「いや、いいから」

　あっさりと断る新羅を無む視しし、森厳は窓の外に目を向けながら、ゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「あれは、私が20歳の頃だった……20歳の私はまだ若々しく、20歳という時代を謳おう歌かしていたものだ。トゥエンティーセンチュリーボーイな20歳……トゥエンティ万ばん歳ざい！」

「語り出した！」

『何回20歳を強調する気だ』

　そんなツッコミは無視し、森厳は自分の過去を熱く語った。

「そう……私は医い学がく部ぶの研究生の一員として、新しい秘ひ薬やくを求めて、世界中を飛び回っていた！　不ふ老ろう不ふ死しの酒から人じん狼ろうに変身する粉こな、ドイツに存在するという蠢うごめく赤い液体まで！」

「それ、医学研究生の仕事じゃないよねどう考えても」

「細かい噓うそを気にするな！　成人になれんぞ！」

「細かいかなあ」




　その後、森厳の語りは20分程続き、セルティと新羅は携けい帯たいゲームの対たい戦せんをしながら聞き流し続けた。

「そして私はついに南なん極きよく地下の遺い跡せきでエイリアンを撃うち倒すという成人の儀ぎをクリアし、古こ代だいマヤ文明の宝であるこの純じゆん白ぱくのガスマスクを手に入れた！　だが、同時に私は気が付いたのだ！　太たい古この文明が残したどのような毒どく薬やくよりも、現代人が生み出した光こう化か学がくスモッグや排はい気きガスの方が、遥かに人類にとって危険な代しろ物ものだという事に……！」

　ゼエハアとガスマスクの奥で息を荒げる森厳に対し、新羅はゲーム機に目を向けたまま、一ひと言ことだけ告げる。

「はいはい、エラいエラい」

「心無い褒ほめ言葉は時に貶けなし言葉よりも人を傷つけるのだぞ新しん羅ら!?　おのれ……おのれ……今度はもっと上う手まい噓うそをつくから覚えていろ！　大人おとなの力を見せてくれる！」

　そう叫んで、半泣きになりながら部屋を出て行った森しん厳げんの背を見送った後──セルティはどこか寂しげに、ＰＤＡに文字を打ち込んだ。

『成せい人じん式しきか……私には縁えんの無いイベントだな』

「そんな事ないよ」

『え？』

「セルティが首を無くして、新しい君に生まれ変わってから、もう20年経たつじゃないか。……まあ、僕と出会ってから20年って事でもあるけどね」

　新羅は子供のようにはにかみながら、セルティに対して告げる。

「僕が保ほ証しようするよ。セルティは、もう立りつ派ぱな大人だよ。人よりも人間らしい、立派な成人さ」

『新羅……』

　感かん激げきしかけたセルティ。

　そんな彼女の肩に、ぬるりと新羅が手を回す。

「だから、二人で成人指定っぽい事をしよブギョルバッ」

　影のハリセンで部屋の端はしまで弾はじき飛ばされた新羅に対し、セルティはビシリとＰＤＡを突きつけた。

『お前は、いい加か減げん大人になれ！』





♂♀






「ったく、人をイベント用のタクシーかなんかだと思いやがって……」

　駐ちゆう車しや場じように止められたワゴン車内。

　愚ぐ痴ちを言う渡と草ぐさを、門かど田たが宥なだめる。

「まあ、いいじゃねえか。20年に一度の事だ」

　すると、狩かり沢さわがその言葉に反論した。

「何なに言ってるのドタチン、20周年はまだまだ続くよ！」

「あぁ？」

　眉まゆを顰ひそめる門田に、遊ゆ馬ま崎さきが叫ぶ。

「来年は、『電でん撃げき大たい賞しよう』の20周年っすよ！　オーキ伝っすよ！　クリスクロスっすよ！」

「その次の年は、電撃PlayStationの20周年だね！」

「あ、それがありなら、電撃ＰＣエンジンも来年20周年じゃ……」

「そうしてる間に、いよいよ30周年だねー！」

　テンションを上げ続ける二人の声を聞きながら、渡と草ぐさが頭を抱えながらハンドルに突っ伏し、呟つぶやいた。

「お前ら……10年後も俺おれの車でたむろするつもりなのか……？」




　そして、街は今日きようも回り続ける。

　新たに生まれ続ける成せい人じん達たちを、万ばん事じ平等に祝しゆく福ふくするかのように。





閉幕　









幕間Ｄ




　セルティは紙のアルバムを暫しばらく眺ながめた後、改めてパソコンの中のデータに目を向ける。

『しかし、最近は写真じゃなくて映えい像ぞうの記録の方が主流なのかなあ』

　そして、写真フォルダの横にあるビデオフォルダにも、だいぶデータが溜たまっている事に気付いてそんな事をＰＤＡに打ち込んだ。

『映像よりも写真の方が思い出が鮮せん明めいに残る……なんて言う人もいるけどな』

「人それぞれだと思うよ。紙の写真か画が像ぞうデータのどっちがいいかっていうのと一いつ緒しよさ」

『まあ、そういうものかもな』

「時代も移り変わるしね。父とうさんの話じゃ、白しろ黒くろ写真からカラー写真になった時も『カラー写真よりモノクロ写真の方が思い出が深く残る』っていう人もいたらしいし、結局は、自分が慣れ親しんだものへの感かん慨がいそのものが思い出を補ほ正せいしてるんじゃないかな」

　妙みように真ま面じ目めな事を言う新しん羅らに、セルティは肩を竦すくめつつ文章を返す。

『確かに、時代は変わったな』

　そして、セルティはパソコンでインターネットブラウザを開き、とある動どう画がサイトにアクセスしながら文字を打った。

『こんな風ふうに、みんなが簡単に世界中に動どう画がを公開できる時代が来るなんて思ってなかった』

「新しい時代って感じだよね。ブログができた時も『日記を世界中に公開できるなんて！』って感じで驚いてる人が多かったし」

　新しん羅らは感かん慨がい深げにそのサイトを見つつ、セルティの隙すきを突いてサイト内検けん索さく欄らんに『首くび無なしライダー　池いけ袋ぶくろ』と打ち込んだ。

『あッ、何を』

「そりゃもちろん、僕以外の人が街まち中なかで撮とったセルティの動画をチェックするんだよ」

『何の為ために!?』

「そりゃもちろん、『ああ、僕の方がやっぱりセルティを綺き麗れいに撮れてる』っていう優ゆう越えつ感かんと安心感に浸ひたる為だよ」

　堂どう々どうと言い切った新羅の肩をセルティが揺らす。

『なんだか恥はずかしいからやめろ！』

「そう言わないでよ。おっと、閲えつ覧らん数すう一位の動画は……ああ、これか……」

　新羅が顔を曇らせたのを見て、セルティは何の動画かを察さつ知ちした。




『ああ……あの、狩かり沢さわ達に巻き込まれた時の奴やつか……』







[image: 外伝７　『ニコココ!!　（『ニコニコ小説』短期連載作品）』]







外伝７　『ニコココ!!　（『ニコニコ小説』短期連載作品）』







【起き】




　これは、歪ゆがんだ物語。

　歪んだコメの、物語。




「動どう画が撮とるっすよ！」

「目め指ざすはデイリーランキング一位だね！」

　遊ゆ馬ま崎さきウォーカーと狩かり沢さわ絵え理り華かの二人が、ビデオカメラやノートパソコンを手にしながら、突然そんな事を言い出した。

　これが遊び仲間である門かど田た達に対する言げん動どうならば、いつものように軽く流されて終わりだったのかもしれないが──




『……え？』




　セルティ・ストゥルルソンは、自宅マンションに突然来た遊ゆ馬ま崎さき達を前に、何がなんだか解わからずに首を傾かしげて混乱する。

　正確に言うならば、彼女が傾げたのは、体の上に載のせたヘルメットだけだ。

　何な故ぜなら、彼女には──

　首から上が、存在していないのだから。
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　セルティ・ストゥルルソンは人間ではない。

　俗ぞくに『デュラハン』と呼ばれる、スコットランドからアイルランドを居きよとする妖よう精せいの一種であり──天てん命めいが近い者の住む邸てい宅たくに、その死期の訪れを告げて回る存在だ。

　切り落とした己おのれの首を脇わきに抱え、俗ぞくにコシュタ・バワーと呼ばれる首くび無なし馬に牽ひかれた二に輪りんの馬ば車しやに乗り、死期が迫る者の家へと訪れる。うっかり戸口を開けようものならば、タライに満たされた血液を浴びせかけられる──そんな不ふ吉きつの使し者しやの代表として、バンシーと共に欧おう州しゆうの民みん族ぞく伝でん承しようの中で語り継つがれて来た。




　しかし、それは昔の話だ。

　現在は生きた都市伝でん説せつとして、そして一人の女性として、岸きし谷たに新しん羅らという男を愛する日常を送り続けている。
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　そんな平へい穏おんな日常の中に、突然彼らはやって来た。

『動どう画がって……なんの？』

「やだなー、今日きようび動画って言ったらニコニコだよ、ニコ動！」

　狩かり沢さわの言葉に合わせ、遊馬崎がニコニコと笑いながら言葉を繫つなぐ。

「そうっすよ！　狩沢さんなんか、ニコニコのバージョンが（仮）の時からの常じよう連れんっすよ！」

『あ、いや……ニコニコは知ってるけど……。あれ？　（仮）の頃ころからって事は、狩沢は何なん歳さいの頃から……』

「はいはい！　そういう面倒めんど臭くさい話はあとあと！」

　パンパンと手を叩たたき、狩沢は強ごう引いんに話を進め始めた。

「で、セルっちはどんな動画を撮とりたい？　配信ＯＫなフリーゲームの実じつ況きようとかやってみる？」

『いや、実じつ況きようって……私には無む理りだろう』

「読み上げソフトとか使えば大だい丈じよう夫ぶだって。いざとなれば黙もく々もくとただクリアしていくだけの動どう画がでもＯＫだよ。内容さえ面白ければいいんだからさ」

『待て待て、そもそも、なんで急に動画を？　しかもどうして私なんだ？』

　当然の疑問を口にするセルティに、狩かり沢さわは残念そうに首を振った。

「あちゃー、そこに気付いちゃったか……流石さすがセルっち」

『気付くもなにも…』

「いやー……その、ね？　正直、私の身み勝がつ手てだから、申もうし訳わけないとは思ってるんだけど……」

　言い淀む狩沢の代わりに、遊ゆ馬ま崎さきがセルティに説明した。

「それがっすねえ、狩沢さんにはニコニコにライバルが居るんすよ」

『ライバル？』

「まずはこの動画を見て欲しいっす」

「ちょ、ゆまっち止やめて！　目の前で見られるのは恥はずかしいから！」

　狩沢が止めるのも聞かず、遊馬崎は自らのノートパソコンを手持ちの無線ルーターに接続し、ニコニコ動画のとあるページを開く。

　すると、『コスプレしてオペラを歌ってみた　＠エターナル・ド・シャルモンテ』というタイトルの動画が出て来て、仮か面めんで顔の上半分を隠かくし、何かのアニメキャラのコスプレをした狩沢がオペラを歌い始めた。

「や、止めてー！　聞かないでぇー！」

　止めようとする狩沢を羽は交がい締じめで押さえ込む遊馬崎の前で、セルティはノートパソコンから響ひびく狩沢の歌声に意い識しきを向ける。

　耳の無いセルティだが、彼女が纏まとう『影』が、人間の耳よりも鋭えい敏びんにその歌声を感じ取った。

　そして、感動に身を打ち震わせながら、狩沢にスマートフォンの画面を向ける。

『狩沢……お前……こんなに歌上う手まかったのか!?』

「でしょー、凄すごいっすよねー。アニソン仲間の間じゃ、狩沢さんは伝でん説せつっすよ？」

「あううう、そんな事ないよう。恥ずかしいよう……」

　狩沢は照れで顔を真まっ赤かにし、目をグルグルと回していた。

　普段の彼女からは考えられない姿すがたである。

『それにしても……このエターナル・ド・シャルモンテってのは、狩沢の芸げい名めいか……？』

「あ、そうそう！　そうなの！　かっこいいでしょう！」

　パッと顔を輝かせた狩沢を見て、セルティは心しん中ちゆうに冷ひや汗あせを搔かきながら文字を打った。

『そうか……それは恥ずかしがらないんだな……』

　色々と狩沢について考え込むセルティに、遊馬崎が話の続きを語り始める。

「で、そのシャルモンテさんとライバルの、ブリザード・ラ・ブリザーディアさんっていう人がいるんですよ。やっぱり凄すごく歌が上う手まくて、コスプレしてるから何かと比べられるんすけど……」

『それで？』

「ある日、スカイプのチャットで売り言葉に買い言葉になって、向こうが『私はあの有名実じつ況きようプレイヤーの●●さんの知り合いなんだからね。貴女あなたは大した友達とかいなさそうだけど』って言いだして、狩かり沢さわさんが『私の友達にも凄い人はたくさんいるよ！』って言い返して……」

『……それで？』

　今一つ話が繫つながらず、続きを促うながすセルティ。

「更さらに売り言葉に買い言葉になって、お互いの友達が動どう画がをニコニコに投とう稿こうして、再さい生せい数すうとマイリスト数とニコられた数で勝負しようって話になったそうなんすよ！」

『なるほど。うん。さっきのオペラの歌声と比べて、もの凄く下らない話だな』

　一いつ瞬しゆんの間を置き、セルティはできる限りの大文字でスマートフォンに打ち込んだ。




『アホかーッ！』




　そして、矢や継つぎ早ばやに文字を打ち込み、狩沢と遊ゆ馬ま崎さきに突きつける。

『なんでそこで動画で対決とかいう話になるんだ!?　お前らは麻雀マージヤンゲームに出てくる「だったら麻雀で勝負よ」とか言ってくるＮＰＣか!?　動画脳のうか!?　これが暴ぼう走そうする今時の若者って奴やつなのか!?　ＤＶＤの特とく典てん映えい像ぞうとかを違法アップロードして「俺達は宣せん伝でんしてやってるんだから無む罪ざい」とか言い出す連れん中ちゆうか!?』

　肩を激しく上下に揺らしながら、勢いで更に文字を打ち込み続けた。

『どうせお互いの信者が相手の信者になりすまして暴ぼう言げん吐いたりとか、自演でコメント伸ばしてそれがバレて炎えん上じようしたりとか、不正に数字を伸ばしただのなんだのビデオチャットやニコ生で罵ののしり合いになって、観戦してた奴やつに動画上げられて再び炎上ってオチになるに決まってるだろうが！　そうじゃないだろう！　ニコニコはみんなでニコニコするためのサイトだろう！』

「やー、私はちゃんとした大人おとなだし、そんな事にはならないよ」

『ちゃんとした大人は、知り合いのワゴン車の中で不ふ良りようを拷ごう問もんしたりしない！』

「まあまあ、それは置いておいて……セルっちなら、何か凄い動画とか撮とれるんじゃないかなーって思って相談に来ただけなんだってば。迷めい惑わくは掛けないよ」

　物ぶつ騒そうな単たん語ごを含んだセルティの指し摘てきをさらりと流す狩沢に、セルティは逆に落ち着きを取り戻しながら文字を綴つづる。

『言いたくはないが、私は白バイ軍ぐん団だんにも目を付けられてるし……。万まんが一いち、動画の背はい景けいとか投稿情報から住所が特定されて逮たい捕ほされたりしたら、【首くび無なしライダー、自分で動画を投稿したせいで逮捕される！】なんてＳＮＳとかで拡かく散さんされて、一生の笑いものだ』

「白バイ軍ぐん団だんに目を付けられてるのは自じ業ごう自じ得とくなんだからいいじゃないすか」

「そうだよう。セルっちこそ違い法ほう行為してるじゃないのさー」

『そ、そう言われると申もうし訳わけなくて何も言い返せないんだが……』

　弱みを握られ、セルティがどうしたものかとオロオロしていると──




「話は聞かせて貰もらったよ」

　ガラリと扉とびらを開け、このマンションの主あるじである闇やみ医い者しや、岸きし谷たに新しん羅らが顔を出した。

「しょうがないなあ。狩かり沢さわ君の友達であるセルティが凄すごいという事を証しよう明めいする為ために、僕が人ひと肌はだ脱ごうじゃないか」

『新羅。お前、なにか動どう画がとか作れるのか？』

　──まさか『【手しゆ術じゆつしてみた】闇医者本人が治ち療りようを実じつ況きよう』とかやるつもりじゃないだろうな。

　そんな不安を覚えるセルティに、新羅は満まん面めんの笑顔で言った。

「僕が10年撮とりためた、セルティの隠かくし撮り動画の一部を放出するよ！　流石さすがに僕にも独どく占せん欲よくがあるから全部は無む理りだけど……セルティの魅み力りよくなら、再生数は一気にミリオン突とつ破ぱさ！」




　数分後──

　新羅を自らの武ぶ器きである『影』で縛しばり上げて転がしてきた後、セルティが疲れ切った調子で狩沢達に文字を打つ。

『解わかった……できるだけの協力はするから、新羅のさっきの言葉は忘れてくれ』
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数時間後




　──とは言ったもののなあ。

　狩沢達が帰った後、セルティは自分のノートパソコンを立ち上げる。

　──そんな動画作りに、私が何か協力できるんだろうか。

　彼女が開いたのは、ニコニコのマイページ。

『せっとん』というハンドルネームで登とう録ろくしているセルティは、自分が過去に一度だけ上げた動画を見てみる事にした。

　動画のタイトルは『【これは綺き麗れい】景色けしきのいい屋おく上じよう、十二選！【屋上動画】』。

　自分の好きなビルの屋上からの景色を録ろく画がして、それを編へん集しゆうしたものだ。

　──数年振りに見るけど……タイトルの付け方が狩沢のハンドルネームを笑えない……。

　──『つまんねー動画』とか叩たたかれてたらどうしよう。

　不安を覚えながら、動どう画がを開いたセルティだったが──

『閲えつ覧らん数すう：12　コメント：０　マイリスト：２』

　──おぁ……おぁあああ……。




「何見てるの、セルティ」

　背後から声をかけられ、ビクリと身を震わせるセルティ。

　そんな彼女の肩越しに、新しん羅らが動画の画面を見る。

「へえ、セルティ、こんな動画投とう稿こうしてたんだ！　教えてくれたらニコニコ広告に五万円ぐらい注つぎ込んだのに」

　そのまま画面を見て、新羅が目を輝かせる。

「凄すごい！　コメントで埋まってるじゃないか！」

　新羅の視線の先では、『凄く綺き麗れい』『神かみ景色げしき』『屋おく上じようっていいよね』という大量のコメントが動画の右から左へと流れていく。

『そうかな、まあ、大した事じゃないさ』

　小こ刻きざみに震えながら言うセルティに、新羅がニコニコと笑いながら言う。

「でもね、セルティ。このコメントしてる人達、なんで全部黒くろ文も字じでコメントしてるの？」

『さ、さあ』

「それに、この黒文字コメント、俺おれが知ってる黒文字と何か違うっていうか……」

『きのせいじゃないかな』

　人間であれば、冷ひや汗あせをダラダラと流していた事だろう。

　そんな彼女の心しん中ちゆうを見み透すかした上で、新羅は笑顔のまま頷うなずく。

「セルティ、僕はね、例え君が自分の『影』で作った文字をパソコン画面に走らせて誤ご魔ま化かすような事をしてても大好きだよ」

　完全に固まったセルティに、新羅は優しく慰なぐさめた。

「そういう変な所で小しよう心しん者ものな所がセルティの可愛かわいい所だからね」

　パソコン画面上の黒文字をグシャグシャに歪ゆがませながら、セルティは新羅にスマートフォンを突きつける。

『逆に悲しくなるから、そういう反応は止やめてくれえーッ！』




　かくして、セルティは狩かり沢さわ達の動画争いに巻き込まれる事になった。

　ダラーズという組そ織しきが消え去り、新しい色に塗り替えられた後の池いけ袋ぶくろの物語が、今、静かに幕まくを開ける。

　都市伝でん説せつでありながら、俗ぞく世せに塗まみれきった首くび無なしライダーの日にち常じよう譚たんが。
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【承しよう】




数日後　川かわ越ごえ街かい道どう　某ぼうマンション




　池いけ袋ぶくろの首くび無なしライダーこと、セルティ・ストゥルルソンは焦あせっていた。

【動どう画がを投とう稿こうして、ランキング入りを目め指ざす】

　友人である狩かり沢さわ達からそんな無む茶ちや振ぶりをされ、勢いで引き受けてしまったからである。

　約束の期限までまだ時間はあるものの、セルティが過去に投稿した動画は閲えつ覧らん者しや12のコメント数ゼロという大だい惨さん事じであり、どのような動画をとれば良いのか見けん当とうもつかない状態だ。

　──うーん……。人にん気きのある動画を参考にしてみよう。

　まずは他人の良い所を参考にしようと、セルティはノートパソコンを開き、ニコニコ動画のランキング入り作品を見始める。

　──まずランキング一位は……ゲーム実じつ況きよう動画か……。

　──この前、遊ゆ馬ま崎さき達とも話したが……私は実況できないからな。

　──そもそも、著ちよ作さく権けんの関係もあるし……動画をＵＰしていいゲームとＵＰしちゃ駄だ目めなゲームの区別が良く解わからないな。

　──最近は、一般販はん売ばいのゲームでも条件付きで動画ＵＰを認めてるゲームもあるし……。

　──ああ、考えるのが面めん倒どうになってきた。

　動画の人気以前の所で躓つまずいている自分に気付き、セルティは改めて自分がやろうとしていることの無む謀ぼうさを思い知った。

　──とりあえず、フリーゲームを何かやってみるか。

　──ホラー系けいで人気の奴やつは……『青あお河童がつぱ』。よし、これにしよう。

　数年前からランキングで時とき折おり見かけるホラーゲームのタイトルを見つけ、セルティはダウンロードを試みる。

　──凄すごく怖こわいらしいが、幽ゆう霊れいや妖よう怪かい物ものなら私は平へい気きだしな。

　──フフフ、河童なんて可愛かわいいものだ。

　恐ろしいシーンでも全く怯おびえずにサクサクとプレイしている自分の姿すがたを想そう像ぞうし、セルティは少し高こう揚ようしながらゲームを起き動どうさせた。
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一時間後




「セルティー、セルティーー。セルティの好きなテレビが始まるよー？」

　首くび無なしライダーの同どう居きよ人にんである岸きし谷たに新しん羅らが、そう呼びかけながら顔を出す。

　しかし、肝かん心じんのセルティの姿すがたがどこにもない。

「あっれー？　おかしいなあ。セルティはどこだろう」

　新羅は首を傾かしげながら部屋の中を見渡した後──何の迷いもなく、クローゼットに駆かけ寄って扉とびらを開けた。

「セルティは……そこだぁーっ！」

　すると、開かれた扉の中から、黒い影で作られた直ちよつ径けい一メートルほどの巨きよ大だいな拳こぶしが出て来て、新羅を勢い良く叩たたき飛ばす。

「おごぽごっ！」

　ゴロゴロと部屋を転がった新羅が目を向けると、クローゼットの中では、セルティが屈かがみ込んでガタガタガタガタガタガタと、携けい帯たい電話のバイブレーションのように震え続けていた。

「……セルティ？」

　転がったままの姿し勢せいで呼びかけた新羅に、セルティがようやく体を向ける。

　クローゼットから恐る恐る出て来たセルティは、周囲に怪あやしい影がない事を確かく認にんすると、新羅に駆け寄ってスマートフォンの画面をさし出した。

『す、すまない新羅！　大だい丈じよう夫ぶか!?』

「もちろん大丈夫さ！」

　間かん髪はつ入いれずに起き上がり、新羅はビシリと親指を立てる。

「僕はセルティにだったらどんなに理り不ふ尽じんな暴ぼう力りよくを振るわれたって平へい気きだよ！　世界中の人が君の事を暴力ヒロインだと言って忌いみ嫌きらったとしても、僕だけはセルティの味み方かたさ！　寧むしろ絶対他の人には渡さないし、僕はＭにだってなるよ！　さあ、僕を存分に踏みながらヒンズースクワットでもやるといいさ！」

『解わかった、本当に悪かったから落ち着いてくれ』

　頰ほおを紅こう潮ちようさせながら再び床に寝ね転ころがろうとする新羅をなんとか宥なだめ、セルティはキョロキョロと周囲を見渡した。

「もう、どうしたのさセルティ。クローゼットの中で怖こわがっちゃって」

『そ、そのゲームが原因なんだ』

「ゲーム？」

　新しん羅らが机の上に目を向けると、そこにはプレイ中と思おぼしきＰＣゲームの画面が浮かんでいた。

「なにこれ？」

『あ、あ、青あお河童がつぱというゲームで、てっきり鬼おにの奴やつと同じように館やかたの中を河童から逃げ回るゲームだと思ってたんだが……』

　新羅の背に隠かくれながら、セルティが説明を続ける。

『妖よう怪かいだと思っていた青河童は実は宇う宙ちゆう人じんで、町の人達が一日ごとに少しずつ宇宙人に乗っ取られていくんだ……！　そして最後には、人だけじゃなく町そのものが宇宙人と同化していて……壁や床にも次々と青河童型宇宙人の顔が……！　ヒイイイイイっ！』

「……アドベンチャーゲーム？　それともサウンドノベル？」

『いや、農のう家か経営シミュレーション』

「何それ怖こわい。制作者の頭が」

　別の意味で恐きよう怖ふを感じつつ、新羅はセルティが怯おびえるゲームをシャットダウンする。

「ほら、もう大だい丈じよう夫ぶだよ。宇宙人なんていないよ」

『ほ、本当か？』

「いないいない。いないいない。いないいない……ばぁー！」

　そう叫びながらセルティに抱きつこうとする新羅だったが──先を読んでいたセルティにあっさりと躱かわされ、そのままクローゼットに叩たたき込まれる結果となった。

「あいたたた……それにしても、セルティは本当に宇宙人苦にが手てだねえ」

『だって宇宙だぞ？　グランドクロスで太たい陽よう系けいの惑わく星せいが全部直ちよく列れつになってブラックホールがフォトンベルトするんだぞ!?』

「落ち着いてセルティ。グランドクロスと全部の惑星が直列になるのは絶対同時には起こらないから」

『そ、そうか……』

　ようやく落ち着きを取り戻してきたようで、セルティは震えを止めて新羅の肩に手を回す。

『ありがとう新羅。やはり私にホラーゲーム実じつ況きようは無む理りなようだ』

「ああ。例の、遊ゆ馬ま崎さき君達のアレね」

　瞬しゆん時じにニコニコ動どう画がの件だと思い至った新羅は、爽さわやかな笑顔を浮かべてセルティに言った。

「うーん。じゃあ、セルティはゲーム好きなんだから、ホラーとかじゃなくて、凄く難しいゲームをクリアしてみるのはどうかな」

『難しいゲーム……あの、何度も死んで覚えたり、ステージに仕掛けられた罠わなの責任を全て孔こう明めいに押しつける系のあれか』

「そうそれ。とはいえ、今さら有名なゲームをやってもインパクトが薄いからね。誰だれも知らない超ちよう難なん解かいゲームをプレイしてみようよ」

『誰も知らないって……そんなゲームあるのか？』

　ヘルメットを傾かしげるセルティに、新しん羅らはさらりと知人の名前を口にする。




「うん。折おり原はら君が作った奴やつだからね。難なん解かいさはお墨すみ付つきだよ」
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高校時代




「なにやってるんだい？」

　ノートパソコンを開いていた同級生──折原臨也いざやの元に近づき、新羅が楽しげに問いかける。

「ああ、暇ひまつぶしだよ。ちょっとしたゲームを作ってるのさ」

「ゲーム？」

　黒い学ランを纏まとったその少年は、制せい服ふくよりも更さらに黒い笑えみを浮かべて、新羅に一枚のＣＤロムを差し出した。

「良かったら、コピーしたデータをあげるよ」

「いいのかい？　でも、どんなゲームなのさ？」

「人間の忍にん耐たい力りよくを試す為ためのゲームだよ。まあ、あまり出来は良くないから、ネットに公開するつもりはないけどね」
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現在　新羅のマンション




「おお、ちゃんと最新版のＯＳでも起き動どうしたよ」

　鼻はな唄うた混じりで言う新羅に対し、セルティはどこか不安げに尋たずねる。

『大だい丈じよう夫ぶなのか？　あいつが作ったゲームなんて…』

「大丈夫大丈夫、前にやった時はウイルスとかは仕込まれてなかったから」

『なんだ、一度プレイしたのか』

　セルティの問いに、新羅が爽さわやかな笑えみを浮かべたまま頷うなずいた。

「うん。スタートしてから10秒でプレイするの止やめたけど」

『なんだそれは。どんな酷ひどいゲームだったのか知らないが、流石さすがに10秒はないだろう』

　そう言いつつ、セルティはスタート画面に目を向ける。




【難解！　いざや城じよう！　もしくは　いざやの挑ちよう戦せん状じよう】




『すまない新しん羅ら、もうイラっとした』

　タイトル画面を見た後、わざわざテキストファイルを起き動どうさせて画面に愚ぐ痴ちを打ち込んだセルティに、新羅が言葉を返した。

「うん。折おり原はら君の事を知ってれば知ってるほど頰ほおを引きつらせる仕し様ようさ。そして彼は、自分の事を良く知っている人間にしかこのデータを渡してない筈はずだよ」

『最悪だなアイツは』

「静しず雄お君がパソコンやってなかったのが不幸中の幸いだよ。もしもプレイしてたら半はん径けい５キロ以内のパソコンというパソコンがオシャカになってたかもしれない」

　荒ぶるバーテンダー姿すがたの知人を思い出しながら、セルティは背せ筋すじに寒いものを感じつつ、とりあえずゲームを始める事にする。

　スタートボタンをクリックすると、中央に主しゆ人じん公こうと思おぼしき男の姿すがたが現れた。

　矢や印じるしキーで左右に動かせるようで、スペースキーでジャンプする形となっている。

　──ほう。オーソドックスな横アクションゲームか。

「だと思うでしょ？」

『普通に人の心を読むな気持ち悪い』

　──まあいい。臨也いざやの作るゲームの事だ、大体解わかってる。

　──どうせ、途と中ちゆうで難なん解かいなクイズゲームになったりレースゲームになったり麻雀マージヤンゲームになったりＲＰＧになったり推すい理りアドベンチャーになったり、アクションゲームなのにひたすら面倒めんど臭くさい遠回りをさせて人を苛いらつかせるんだろう？

　──最初からそうだと解っていれば、何も怖こわがる事はないさ。

　そう高たかを括くくってキャラを動かすセルティだったが──

　──おっと、いきなり落とし穴か。

　画面の下に穴が空き、キャラクターが落らつ下かしていく。

　しかしゲームオーバーにはならず、真まっ暗くらな画面に切り替わり、キャラクターが残ざん像ぞうを残しながら延えん々えんと画面中央で落下を続けていた。

　──ほう。別画面になるのか。地底に別ルートでもあるのか？

　──……。

　──…………。

　──………………いつまで落ちるんだ!?

　30秒ほど経たったところで、画面に変化が現れた。

　落下するキャラクターの横に、ゆっくりと下から文字がせり上がってきたのである。




【君の操あやつっていたキャラクターは、ただ、ただ、暗い穴を落ちていく。落下の衝しよう撃げきと痛みによる終しゆう焉えんを迎える事もできず、延えん々えんと落ち続ける恐きよう怖ふを味わっているわけだ。恐怖はやがて不安へと変化する。終わりなど無いのではないか？　終しゆう着ちやくなどなく、死ぬ事もできずに永遠に落ち続けるハメになったのではないか？　そして、不安は喪そう失しつ感かんへと変化した。恐怖も不安も心から抜け落ち、自分自身の過去や感情が失われていくような感覚に囚とらわれているわけだ。いや、もしかしたら彼はこう考えているかもしれない。そもそも自分にそんな感情は最初からあったのだろうか？　穴に落ちた時点で、自分の人生は終わったのだ。穴の上に、光溢あふれる地上に、自分の記き憶おくも感情も、存在理由さえも置いてきてしまったのではないだろうか？　ならば自分は何者なのか。ただ落ち続ける自分の存在の意味を考えようとする気き概がいさえ抜け落ち、ただ、ただ、落ちる事しか許されない自分は何のために生まれて来たのか──。そんな事を考え続ける、落下という記号そのものと融ゆう合ごうした憐あわれなキャラクター。彼に一つだけ感情が残っているとすれば、それはプレイヤーである君に対する憎にくしみだろう。何な故ぜ、不ふ用よう意いに足を踏み出したのかと。折おり原はら臨也いざやが作ったゲームだという事を理解していながら、何故、目の前の床がただの床であるなどという幻げん想そうに囚われてしまったのだ？　お前のせいだ。自分が全てを失い、永遠に落ち続けるだけの単調なプログラムに成り果てたのは全てお前のせいだ。許さない許さない許さない許さない許さない許さない許さない許さない……。きっとそう思ってるだろうね。ああ、でも罪ざい悪あく感かんを覚える必要はないよ。君だって同じなんだから。そう、申もうし訳わけ程度の残ざん像ぞうエフェクトだけで落らつ下かを表現しているだけのこのキャラクターは、まさしくプレイヤーである君自身の人生を表しているんだよ。このゲームに、もう何秒時間を費やした？　なんの意味もないこのゲームに、君は人生の糧かてとなる何かを見いだせたのかい？　ゲームは暇ひまつぶし？　じゃあ、暇は潰せたのかな？　暇の上に苦く行ぎようを積み重ねただけで、結局余よ計けいに人生の中のかさばりになっただけなんじゃない？　そもそも、退たい屈くつを苦痛でしか紛まぎらわせないのなら、それはそれで、落下を続けるキャラクターと何の違いが──】




　そんな文章が延々と、本当に延々と、一行につき５秒ずつかけてゆっくりとゆっくりと画面の中をせり上がり続けた。

　セルティは最初は大人おとなしく文章を読んでいたのだが、ついに根こん負まけして新しん羅らに問いかけた。

『……。なあ、もう操そう作さを何一つ受け付けないんだが』

「僕もそうだったよ。10秒で穴に落ちて、それ以上プレイしようが無かったよ」

『このわざとらしい中ちゆう二に病びよう感丸出しで人をおちょくってる文章は、いつまで続くんだ？』

「僕の時は一時間放ほう置ちしたけど、まだ続いてたね。本当に臨也の行動力には頭が下がるよ」

　セルティはその言葉を聞き、なんの躊躇ためらいもなくウィンドウの右上にある×ボタンをクリックした。すると──

【おやおや、もうギブアップかい？　逃とう避ひは何も解決しないよ？　だけど、どうしても現実から目を背けたいっていうんなら、タスクマネージャーを起き動どうしてプロセスを終了すればいいんじゃない？　もっとも、その時点で君は俺おれに敗はい北ぼくを認めたっていう事になるけどね】

　終了せずにポップアップでそう表ひよう示じされたのを見て、セルティは画面を叩たたき割りたくなる衝しよう動どうを必死に抑えつけた。

『うああーっ！　何だこれは！』

「ね？　難しいでしょ？　クリアしようっていう気き概がいを保ち続けるのが」

『そういう難しさは求めてない！』

「まあまあ、こうなるのは予想できたでしょ？」

　今にも暴あばれ出しそうなセルティを宥なだめつつ、新しん羅らは思い出したように言う。

「そういえば、九つ十く九も屋やって人だけは最後までクリアして、臨也いざやに感想を送ったらしいんだけど……臨也も不ぶ気き味みがってたよ。そんな人は知らないし、ゲームを渡した覚えもないのにって」

『何だそれは。怖こわいな……まさか宇う宙ちゆう人じんじゃ……』

　背中に寒さむ気けを感じたセルティは、それを振り払うべく、慌あわてて話を切り替えた。

『第一、こんなのどこをどう実じつ況きようすればいいんだ』

「大だい丈じよう夫ぶ、セルティが画面を見ながら苦く悶もんしたり怒りを爆ばく発はつさせないように必死に耐えたりする様よう子すは、僕がしっかりとビデオに撮とっておいたから！」

　新羅は恍こう惚こつとした笑顔を浮かべながら親指を立てる。

　反対側の手に握られていたのは、高性能ビデオカメラだ。

「これをニコニコ動どう画がに投とう稿こうすれば、セルティの魅み力りよくでみんなもニコニコさ！」

『……』




　数分後、新羅を縛しばり上げて部屋の隅すみに放ほう置ちしたセルティは、改めてニコニコに投稿する動画について考える事にした。

　──うーん。やはり私にゲーム実況系けいは無む理りだな……。

　──何か参考になりそうな動画は……。

　パソコン画面を凝ぎよう視ししていたセルティは、そこで一つの事に気付く。

　──おっと、しまった。ニコニコポイントの有効期限がそろそろ切れるな。

　──あと２８００ポイント残ってるから、早めに使い切らないと……。

　セルティは良い機き会かいだと考え、気分転換にニコニコポイントを使って映画を観みる事にした。

　──ええと……何か幽ゆう霊れいものでも観よう。

　──ほう、『ダークスカイズ』がニコニコチャンネルの映画に来てるな。

　──前に60階通りでポスター観て、気になってたんだ。

　──『パラノーマル・アクティビティ』のスタッフが作ったらしいし……。

　──私は幽霊ものは平へい気きだからな。楽しみだ。

　──『ドリームキャッチャー』も捨てがたいな。これもホラーっぽいし。

　──『フォース・カインド』っていうのも面白そうだ。

　──さて、どれを観みようか……。




　そして、２時間後──

　映画を見終えたセルティは、再びクローゼットに引きこもってガタガタガタガタと震え続ける事になった。

　一体彼女はどの映画の中で何を見たのか。

　答えは全て──ニコニコ動どう画がの中にある。




「……セルティー。そろそろ影の縄なわを解いてよー。セルティー？　セルティー？」
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【転てん】




更さらに数日後　池いけ袋ぶくろ繁はん華か街がい




　池袋の街は、今日きようもいつも通りだった。

　時じ刻こくは午後７時を少し回った頃ころ。仕事帰りのサラリーマンから、長い放ほう課か後ごを楽しんでいる学生達、あるいは何をしているのか良く解わからない服ふく装そうの者達まで、様さま々ざまな人々が往おう来らいを行き交い、それぞれの池袋ライフを過ごしている。

　道を歩いている者達の顔には各おの々おのの喜き怒ど哀あい楽らくが浮かび、陽よう気きな笑い声や仕事疲れの溜ため息いきが組み合わさり、普段と変わらぬ街の空気を作り上げていた。

　ただ一つ。

　ヘッドライトとナンバープレートが外された漆しつ黒こくのバイクに跨またがる怪あやしげな影──すなわち『首くび無なしライダー』が、手にハンディカムを持って彷徨うろついている事を除いては。




「セルティじゃねえか。何やってんだ？」

　物陰から街を窺うかがう首無しライダー──セルティ・ストゥルルソンを呼び止めたのは、彼女の長年の友人である男、平へい和わ島じま静しず雄お。

　バーテンダーの格かつ好こうをしたまま街を歩く彼もそれなりに目立つ存在なのだが、流石さすがにセルティには遠く及ばなかった。

　静雄は仕事を終えて自宅に戻る最さ中なか、たまたま電でん柱ちゆうの陰でコソコソしているセルティを見つけ、直接声をかけたのである。

『あ……し、静しず雄おか。久しぶりだな』

「おう。何だよ、ビデオカメラなんか持って。仕事か？」

『いや……趣しゆ味みみたいなものなんだが……。何か、面白映えい像ぞうとか怪かい奇き映像とかが撮とれないかと思って……』

「怪奇映像？」

　怪奇現げん象しようそのものであるセルティから吐き出されたその台詞せりふを聞き、静雄は首を傾かしげた。

『ええと、ニコニコ動どう画がに投とう稿こうする動画撮ろうとしてるんだが、中々チャンスが無くて』

「なんだ、そのニコニコドーガってのは？」

『……ええと、動画を投稿して、みんなでコメントとかつけながら共有するネットのサービスっていうか……』

　ネット関係に疎うとい静雄に、最低限の説明をするセルティ。

　詳しく話しても無意味だろうと思ったのだが、その読みは当たっていた。

「ああ……ネット関係か」

　静雄は溜ため息いきを吐き出し、頰ほおを搔かきながら言葉を続けた。

「俺おれはどうもネットには向いてないらしくてな。キレてもぶん殴なぐる相手が目の前にいねえもんだから、結局周りにあるもんをぶっ壊こわしちまうしよ」

『……そうだな。静雄は見ない方がいいな、うん』

　──煽あおり耐性とかスルースキルは皆かい無むだろうしな……。

　そう思ったものの口には出さず、セルティはとりあえず自分の目的を改めて告げる。

『まあ、とにかくみんなの興きよう味みを引くような面白い動画が撮れないかと思ってな。変わった行動してる人やパフォーマーの人は時々見かけるんだが、勝かつ手てに撮ったら盗とう撮さつになるし……。できれば、サーカスから逃げ出したピンク色の象ぞうと白いワニがダンスするようなハプニング映像が撮れればと思ってなフフフフフフフフ』

「お前、いつになくテンパッてないか？」

『そ、そうかな』

「第一、そうそう簡単に珍めずらしい映像なんか撮れないだろ」

　手にしていた缶かんジュースを飲みながら、静雄が呆あきれたように言った。

『まあ、それはそうなんだが……』

　カメラを持ちながら尚なおも街の様よう子すを窺うかがうセルティの後ろで、静雄が飲み終えたジュースのスチール缶を指で畳たたみ始める。

「ハプニングなんか無い方がいいんだよ、平和な街の様子を撮って、それを見て和なごむのが一番じゃねえか」

　そう言いながら、静雄は指の力だけで丁てい寧ねいにスチール缶を伸ばしていった。

『まあ……それでニコニコできれば本当に一番なんだと思うけど……。平和的なものでもいいんだ。誰だれにもできないような凄すごい特技を持ってる人が、その特技を披ひ露ろうしてる画が像ぞうとか……』

「特技ねぇ」

　会話を続けながら、静しず雄おは手の中でスチール缶かんを加か工こうし続ける。

　硬い底の部分もまるで粘ねん土どのようにあっさりと拉ひしやげ、為なす術すべも無く折りたたまれた。

「だったら、ただぶらついてるだけじゃ駄だ目めなんじゃねえか？　俺おれが言うのもなんだが、やっぱりハッキリと具体的な目的を持ってカメラ回した方がいいと思うぜ？」

　最終的に、スチール缶は静雄の怪かい力りきにより小さく圧あつ縮しゆくされ、サイコロのような立りつ方ぽう体たいになってしまう。

　万まん力りきで潰つぶした、というレベルを超え、畳たたまれた金きん属ぞく面同士が癒ゆ着ちやくしていると思わせる程の密みつ度どで押し固められていた。

『そうだな……そうそう凄い特技を持った人なんか見つからないだろうしな』

「ま、そういうこった。なんでそんな動どう画が撮とろうとしてんのかは知らねえが、頑がん張ばれよ」

　静雄はそう言って、立方体を傍そばにあった缶用ゴミ箱に投げ入れる。

　カラコロと音が鳴るのを聴ききながら、静雄が家いえ路じへと戻っていった。

　──静雄の言う通りだな。

　──簡単に凄い映像に出会えるなら、誰も苦労はしないか。

　心しん中ちゆうで溜ため息いきを吐き出しながら、セルティはカメラを仕し舞まい、傍そばに停とめてあったバイクへと向かう。

　すぐ傍のゴミ箱の中に、人間離れした男の成した結果が転がっているとも知らぬまま。
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「あっ！　首くび無なしライダーさんだ！　ヤッホー！」

「……」

　数分後、街をゆっくりと流していたセルティは、見知った顔の双ふた子ごと出会い、その内の眼鏡めがねをかけた方の少女に呼びとめられる。

『えーと……臨也いざやの妹の』

「舞まい流るです！　こっちはクル姉ねえ！」

「……」

　活発な妹──折おり原はら舞流とは逆に、無む言ごんのままペコリと頭を下げる姉──折原九く瑠る璃り。

「何なに？　なにしてるの？　お仕事？」

『いや、そういうわけじゃ……ああ、そうだ、丁ちよう度ど良い』

　以前から色々な意味で縁えんのある姉妹に対し、セルティはワラをも摑つかむ思いで相談してみる事にした。

『突然変な事を聞くようだけど……ニコニコ動どう画がって知ってるか？』

「うん、知ってるよ！」

『どんな動画が好きか教えてくれないか？』

　彼女達は現げん役えきの女子高生だ。

　ニコニコユーザーの何割が女子高生なのかは解わからないが、若い人の好みの参考になるだろうと思い、軽い気持ちで聞いてみたのだが──

「エッチな奴やつ！」

『……え？』

「こう、女の子がヌキャヌキャッと半はん裸らで踊ってるようなの！」

『ヌキャヌキャって言い方、初めて聞いたよ……』

　どう反応して良いのか解らずにオロオロしているセルティに、舞まい流るは尚なおも話し続ける。

「私も前、クル姉ねえと一いつ緒しよに動画投とう稿こうしたんだよ？　二人で踊って」

『そうなんだ』

　確かに二人の見た目は可愛かわいらしいし、双ふた子ごという珍めずらしさも相まって、綺き麗れいに踊れば人にん気きは出るだろう。

　そう考えて、セルティはどのぐらい再さい生せいされたのか聞こうとした。

　しかし、それよりも先に、舞流が結論を口にする。

「でもねー、消されちゃった」

『えッ？』

「投稿規き約やくの禁止事じ項こうの、【性的、わいせつ的、暴ぼう力りよく的な表現行為、その他、人に過度の不快感を及ぼすおそれのある行為】に該がい当とうするって……」

『女子高生がそんな規約に違反する動画撮とっちゃいけませんッ！　いや、どんな年ねん齢れいでも規約に違反しちゃ駄だ目めだけども！』

　慌あわてふためくセルティに、舞流はカラコロと笑いながら言った。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、警察沙ざ汰たにはならなかったから。……ギリギリ」

『何一つ大丈夫な要素がない！』

「本当に大丈夫だってば。素すっ裸ぱだかとかじゃないしさー。ただ、クル姉の動きがエッチ過ぎたのが良くないんだよう。私もそんなクル姉に欲情して踊りながら涎よだれ垂たらしちゃったけど」

『もういい、悪かった。色々と怖こわいからこれ以上聞きたくない』




　──まったく、やっぱり臨也いざやの妹なだけはあるな……。

　双子と別れ、セルティはまたも街を彷徨うろつき始める。

　──しかし、もしかしたらあれが今時の子の感覚なのか？

　──若い子の知り合いなんて、殆ほとんどいないからなあ。

　──まあ、若い子に限らず、一いつ般ぱん人じんの感覚を摑つかんでおきたいな。

　──もっと、みんなから色々な意見を聞いてみよう。
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露ロ西シ亜ア寿ず司し




「動どう画が？　丁ちよう度ど良い、うちの店の宣せん伝でん動画でも撮とってくれ」

　露西亜寿司の店てん主しゆであるデニスの言葉に、セルティは心しん中ちゆうで冷ひや汗あせを搔かきながら黙だまり込む。

　すると、横で話を聞いていたサイモンが現れ、カメラを持つセルティの前で寿司桶おけを持ちながら踊り出す。

「ヘーイ！　寿司はイイヨ！　とてもヘルシー、お腹なかいっぱい夢一いつ杯ぱいネ。アナゴトロカニウニイクラ、コハダにスズキにサーモン炙あぶりヨ。寿司を食べると、イイヨ？　食べるだけでみるみる瘦やせるネ。寿司ダイエットヨ。寿司を食べると、モテるヨ？　宝くじも当たって就しゆう職しよくも決まって幸せ一杯天国旅行ネ。露西亜寿司の寿司はいい寿司ネ、全米ナンバーワンの超大作だヨ」

　無む茶ちや苦く茶ちやな宣伝文もん句くを口にしながら踊るサイモンの姿すがたを一応カメラに収めつつ、セルティは溜ため息いきを吐きながら店主に向かってスマートフォンの画面を見せた。

『いや……ニコニコって、運営会社の許きよ諾だくを得ない商品やサービスの広告は禁止されてるんだ』

　すると、デニスは包ほう丁ちようを研とぎつつ、セルティの方を一いち瞥べつして口を開く。

「そうか……。じゃあ、運営の許可を取るのは任せた」

『無茶言うな！』
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露西亜寿司　裏口




　デニス達にとりあえず別れを告げた直後。

　たまたま露西亜寿司の裏にカニの配送に来ていた知人の姿を見つけ、セルティはその人物にも話を聞く事にした。

「ニコニコ動画ねぇ、まあ、一応知ってるよ」

　彼の名は赤あか林ばやし。

　池いけ袋ぶくろに縄なわ張ばりを持つ組そ織しき『粟あわ楠くす会かい』の幹かん部ぶであり、街の裏側を取り仕切っている側の人間だ。

『ちょっとした事情で、そこに注ちゆう目もくを浴びるような動画を投とう稿こうする事になったんですけど……。どんな映えい像ぞうを撮ればいいか解わからなくて……』

「そうだねぇ。おいちゃんの手持ちで良ければ、再さい生せい数すうが伸びそうな動どう画ががあるっちゃあるよ」

『！　本当ですか!?』

　赤あか林ばやしから出た思わぬ言葉に、思わず食いつくセルティ。

「ああ、まだ一いつ般ぱん公開されてない、秘ひ密みつの動画さ。おいちゃんの携けい帯たいの中だけにある」

『それは、一体どんな……』

「……聞いたら、もう後戻りできないよ？」

『えッ』

　戸と惑まどうセルティに、赤林は声を潜ひそめつつ言った。

「なんせうちが取り扱うビデオだからね。公開するなら、命のやり取りになる覚かく悟ごが必要さね」

『それは、どういう……』

「世の中には色々なビデオがあるって事さ。人が死ぬ瞬しゆん間かんをどうしても見たいって変へん態たいが居たとして、金になると解わかれば、商売の為ためにそういう動画を作る連れん中ちゆうもいるんだよ。もちろん、ヤラセ無しで、人が死ぬ瞬間を、ノーカット１２０分とかでねぇ」

　固まるセルティに、赤林は続ける。

「おいちゃんみたいな人間に『面白い動画はないか』って聞くって事は……もちろん、そういう表おもての世界とは別の動画を見たい……それをニコニコにアップして、世界の表と裏をほんの少しばかり混ぜっかえしてみたい……。命がけでも……。つまりは、そういう事だよなぁ？」

『す、すいません、用事を思い出しました！』




「ちょいと脅おどかし過ぎたかな」

　逃げるように去って行ったセルティを見送った後、赤林は携帯動画の中の映えい像ぞうを再生する。

「まあ、うちの縄なわ張ばりの店の女の子に乱らん暴ぼうしようとした芸げい能のう人じんをボコボコにして、素すっ裸ぱだかで土ど下げ座ざさせただけの映像なんだけどね」
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池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ




「動画……ですか？」

　怯おびえながら帰き路ろについていた所──学校帰りである園その原はら杏あん里りをたまたま見つけ、声を掛けるセルティ。

「私、そういうのは撮とった事が……あ、でも、一つだけ持ってます」

『本当か？』

「ええ、可愛かわいい猫ねこの動画……前に、セルティさんのマンションで預かった猫の映像を美み香かちゃんが撮とってくれてて、それを私に送ってくれたんです」

　自らの携けい帯たい電話を取り出し、杏あん里りはそのまま動どう画がを開いて見せた。

　ガラケー用のサイズになってはいるが、耳の折れた可愛かわいらしい子こ猫ねこの姿すがたが映し出される。

『おお、これだ、こういうのを求めてたんだ私は！』

　いざとなればこの動画を借りて投とう稿こうすれば良いのではないだろうか？

　徐じよ々じよに追い詰められていたセルティは、そんな他人任せの考えに至りかけたのだが──

　──……。

　映えい像ぞうが引くにつれ、その作さく戦せんを頭の中から消し去った。

　カメラが引くにつれ、子猫が戯じやれていた場所が明らかになる。

　クッションの一部だと思っていたその丸い膨ふくらみは、杏里の体の上だった。

　制せい服ふく越しでも解わかる、見事な双そう丘きゆうの上からずり落ちないように戯れる猫と、それに合わせて揺れる杏里の胸。

『ああ、うん……ありがとう。参考になったよ』

　セルティは動画を返して礼れいを言うと、そのまま彼女と別れる事にした。
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　──あれじゃ、猫好きとは違う層に注ちゆう目もくされる。

　バイクを走らせながら、セルティは思う。

　──臨也いざやの妹達にああ言った手前もあるし……。

　──そもそも、杏里ちゃんを晒さらし者にはできない。

　そんな事を考えた後、今日きよう一日の事を振り返る。

　──……結局、静しず雄おの激げき励れい以外はなんの参考にもならなかった気がする……。

　──うん、やっぱりあれだな。

　──私にしかできない動画を撮ろう！

　セルティはそう決意すると、ハンディカムの録ろく画がスイッチを押し、そのままバイクの前方──本来ならばヘッドライトが付くべき所に、自らの『影』を使って固定する。

　グルルルと馬のうなり声のような音がエンジンから響ひびいたのを聞き、セルティはバイクのシートを優しくさすった。

　──我が慢まんしてくれシューター。ちょっとの間だけの辛しん抱ぼうだ。

　──それにしても、我ながらいい思いつきだぞ。

　──最初はただのバイクの車しや載さい映像と見せかけて……。

　──途と中ちゆうから、『影』で道を作って空を走ろう。

　自分の影を使って道を作り、その上を走る事で空に進む。

　無む茶ちや苦く茶ちやな行為ではあるが、セルティは過去に何度もその手を使って空を飛んできた。

　──不ふ思し議ぎな映えい像ぞうになるぞ。

　──その後に、ばれないように適当なエフェクトをかけて『池いけ袋ぶくろの夜や景けいを飛ぶ特とく撮さつ動どう画が』としてアップすれば完かん璧ぺきだ！

　──ふふふ……タグは何がいいかな。特撮を装よそおうわけだから『ニコニコ技術部』かな……。

　──それとも、『謎なぞの技術』か。

　──ニコニコ市いち場ばにはピーターパンの絵本でも貼はろう。

　──完璧だ。完璧な作さく戦せんだ！

　いくつもの皮かわ算ざん用ようを思い浮かべつつ、自信満々でバイクに跨またがったセルティだが──

「よう」

　その横から、聞き慣れた声がかけられる。

　──……。

　背中に凄すさまじい悪お寒かんを走らせつつ、セルティはゆっくりと声の方向に目を向けた。

「バイクにカメラくっつけて、何しようってんだ？　ストリートビュー撮さつ影えいのバイトでも始めたのか？」

　セルティの黒いバイクとは対たい照しよう的な、白を基き調ちようとした大型バイク。

　それに跨がっているのは、当然ながら白バイ隊たい員いんだ。

　警けい視し庁ちよう交通機き動どう隊たい所しよ属ぞく、葛くず原はら金きん之の助すけ。

　ギチギチと全身を強ばらせながら、セルティは影を伸ばして、ハンディカムのライトのスイッチを押し込んだ。

　そして、天てん敵てきである白バイ隊員に向かって、スマートフォンを静かに見せる。

『……ヘッドライトです』

「……」

『……』

　セルティは心の中で精せい一いつ杯ぱいの愛想あいそ笑いを浮かべ──

「……それで押し通すわけじゃねえよな？」

『……はい』

　次の瞬しゆん間かん、脱だつ兎との如ごとく黒バイクを走らせた。
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新しん羅らのマンション




「やあ、凄すごい映像だねえ。緊きん迫ぱく感かんがあるよ」

　ハンディカムから出力された映えい像ぞうをテレビで見ながら、岸きし谷たに新しん羅らが感心の声を上げた。

　白バイ集団に追われて四し方ほう八はつ方ぽう逃げ回るバイクの視点で、池いけ袋ぶくろの街の景色けしきが猛もうスピードで流れては消えて行く。

「問題としては、何がなんだか解わからなくて、ずっと見てると酔ようって事だけど。流石さすがにこれはどうエフェクト掛けてもマイリストはして貰もらえなさそうだよ」

『もういい……。もう、街はコリゴリだ……』

　２時間の逃とう走そう劇げきの末に憔しよう悴すいしきったセルティは、ソファーにうつぶせに倒れながらスマートフォンに文字を打ち込んだ。

『なにより……私自身がその動どう画がを見てニコニコできない……』




　こうしてセルティの目論もくろみは見事に崩くずれ、動画はお蔵くら入いりになったのだが──

　彼女は、まだ知らない。

　その逃走劇の一部が、狩かり沢さわのライバルである『ブリーザード・ラ・ブリザーディア』嬢じようの友人によってたまたま撮さつ影えいされ、それがニコニコ動画に投とう稿こうされてしまったという事を。

【首くび無なしライダーVS白バイ】というシンプルな動画で投稿されたその映像は、ニコニコ動画ランキングのカテゴリ総合７位にまで上り詰める事となる。




　敵に塩を送ってしまった事にセルティが気付き、彼女が塩を掛けられた青あお菜なのように心を萎しおれさせる事になるのは──

　まだ、ほんの数時間だけ先の事だった。
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【結けつ】




　ひょんな事から狩沢とそのライバルの『友人対決』に巻き込まれた池袋の異い形ぎよう、セルティ・ストゥルルソン。

　狩沢のライバルであるブリザード・ラ・ブリザーディアという歌い手の友人は、そのセルティが白バイ警官から逃げる姿すがたを撮影する事で、見事ランキング入りする事に成功。

　自分の行動によって完全に不利になってしまったセルティに、果たして対たい抗こうする術すべはあるのかどうか──

　その答えは、彼女自身にも分からない。







川かわ越ごえ街かい道どう某ぼう所しよ　新しん羅らのマンション




「ただいまー」

　闇やみ医い者しやとしての仕事を終えた新羅が夜中にマンションに帰ってくると、室内がどんよりとした空気に包まれていた。

「うわッ？　なにこれ？　どうしたの!?」

　雰ふん囲い気きが、という話ではない。

　実際にセルティの『影』が煙のように室内へと広がり、蛍けい光こう灯とうの明かりを遮さえぎって薄うす暗ぐらい空間を作り上げていた。

『ああ……、お、おかえり、新羅』

　そんな暗い空気を搔かき分けて、よろよろと部屋の奥から出てくるセルティ。

「どうしたのセルティ!?　気分でも悪いのかい!?」

　慌あわてて駆かけ寄る新羅に、セルティは力無くスマートフォンに指を這はわせた。

『いや……動どう画がの件で色々と自分を追い詰めてしまって……』




　なんとかセルティを落ち着かせながら新羅が話を聞いてみると、どうやら例の白バイとの逃とう走そう劇げきを撮うつしてニコニコ動画に投とう稿こうされた映えい像ぞうが、ＳＮＳ等で広く拡かく散さんされ、更さらに再さい生せい数すうやマイリスト数が増え続けているらしい。

『うう……これで私が勝たないと、狩かり沢さわに何を言われるかと思うと気が気じゃ無くて……私はついに、やってはいけない事をやってしまったんだ……』

「やってはいけない事？」

『つ、つい、こんな動画を撮とってしまった……』

「？」

　セルティから手渡されたハンディカムをパソコンに繫つなげ、新羅はとりあえず動画を再生してみる事にした。

　すると、画面に奇き妙みようなものが映し出される。

　日が落ちた後の暗い公園、遠くにサンシャインビルの明かりが見える事から、場所は恐らく池いけ袋ぶくろ周辺だろう。

　すると、公園の中のブランコが自然に揺れ出し、そこに暗い影が現れたではないか。

「……」

　影は徐じよ々じよに色濃くなり、つばひろ帽ぼうを被かぶった人間の少女の形へと変化した。

　そして、ブランコをキイ、キイ、と数回揺らした後、ゆっくりとその姿すがたを消していく。

　新羅はその映像を食い入るように見つめ、『少女の形をした影』の足あし元もとから影の線が延び、地面を這はう形で撮さつ影えい者しやの方に近づいてフレームアウトしている事に注ちゆう目もくした。

「……これ、セルティの影だよね？」

　あっさりと指し摘てきする新しん羅らの言葉に、セルティはビクリと体を震わせる。

　そして、本来人間の顔がある辺りを両手で覆おおって、絨じゆう毯たんの上をゴロゴロと転がり始めた。

『うわあああ！　新羅、私は最低だ！　いくら追い詰められていたとはいえ、自じ作さく自演で超ちよう常じよう現げん象しようをカメラに撮うつしてニコニコに流そうとしたんだから……！』

「落ち着いて、セルティ。うん、あのね？　自作自演なのは確かだけど、幽ゆう霊れいがチラっと映ってるとかよりもセルティの影の方がよっぽど超常現象だからね？　ある意味噓うそでもなんでもないっていうか、ダンスで自分撮どりをしてる人達と同じというか……」

『もうダメだ、こんな動どう画がを撮った事がバレたら、自作自演発覚としてみんなに糾きゆう弾だんされて、謝しや罪ざい生放送とかやらされるに違いないアアアアア』

「セルティ、落ち着いて、セルティ」

　尚なおも転がり続けながら、錯さく乱らんした言葉をスマホに打ち込み続ける。

『だけどその謝罪放送でつい「強気に出た方が大物っぽい」という勘かん違ちがいから斜しやに構えた態度で無ぶ愛想あいそに謝ったりギャグを挟んだりして更さらにみんなを怒らせて、その生放送が終わった後にマイクのスイッチを切り忘れてる事に気付かず、新羅との恥はずかしい会話とかが筒つつ抜ぬけになるんだあああああああああぁぁぁぁあああぁぁもうお終しまいだどうしよう新羅』

「ええとね、順番に突っ込んで行くけど、セルティの動画の自作自演はニコニコで良く言われる『自作自演』とはちょっと意味が違う気がするよ？　あと、謝罪生放送って、セルティ喋しやべれないよね？　動画の上のバナーの投とう稿こう者しやコメントで謝り続けるの？　あと、生放送が終わった後にマイクのスイッチ切り忘れてても、聞こえて来るのは僕の声だけだよね？」

　新羅はそこまで言った後、一ひと息いきついてから、真剣な目をして口を開いた。

「まあ、その、セルティが僕とする恥ずかしい会話っていう内容については物もの凄すごく興きよう味みあるから、そこについて詳しく教えて貰もらっていいかな」

『え、そりゃ、普段話してるような事だが、やっぱり他人に聞かれるのは恥ずかしいだろ』

「ああ、駄だ目めだ。いつもの君ならもう僕の体にキドニーブローが飛び込んでる所だけど、普通に答えを返してくるあたり、セルティ相当参まいってるみたいだねえ」

　カタカタ震えているセルティの肩をそっと撫なで、新羅は彼女を慰なぐさめる。

「まあ、気にする事ないよ。仮にそんなことになっても、僕だけはセルティの味み方かたさ」

『でも、新羅にまで迷めい惑わくが……』

「大だい丈じよう夫ぶ、セルティの為ためだったら、僕は再さい生せい数すう工作でもマイリスト工作でもなんでもやってあげるよ！　手を汚すのは僕だけで十分だから、セルティはそんな僕の汚れた心を愛の力で洗い流して欲しい！　あれ、自分で言っててなんだけどこれ完かん璧ぺきな作さく戦せんじゃない!?」

『ええと』

「さあセルティ、僕達だけのニコニコちゃんねるに入会して人生にＲ─18タグを付けよう！」

『その、ちょっと待て』

　数秒考えた後、セルティはこちらにダイブしようとしてきた新しん羅らのボディにカウンターパンチを食らわせた。







　数分後──

『ありがとう新羅、お陰で落ち着いた』

「いや……お安い御用さ……。やっぱりセルティは……そうじゃなくちゃ……」

　冷静になったセルティに対し、新羅は脂あぶら汗あせを搔かきながらも親指をグッと上に立てる。

『だ、大だい丈じよう夫ぶか？　すまない、混乱してたから加か減げんが……』

「大丈夫だよ！　セルティに殴なぐられた痛みも、セルティと触れ合っているという人生の証あかしさ！」

『本当に大丈夫か？　頭とか……』

「もちろん！　逆に頭は冴さえてるぐらいだよ、お陰でいい事を思いついた」

　新羅は爽さわやかな笑顔で頷うなずくと、そのままノートパソコンの画面に目を向けた。

　そこに映し出されている、ニコニコに投とう稿こうされた『白バイVS首くび無なしライダー』の動どう画がを再さい生せいしながら、セルティに言う。

「これを撮さつ影えいして投とう稿こうしたのは、狩かり沢さわさんのライバルの……ええと……」

『ブリザード・ラ・ブリザーディア』

「そう、そのなんとかさんの友達なんだよね？」

『そういう話だが……』

　新羅はセルティの文字を横よこ目めに見つつ、スライダーを調ちよう整せいして映えい像ぞうのある一点で停止させた。

「ほら、ここ、逃げて町の空を暴あばれ回ってるシューター……一いつ瞬しゆんだけど、カメラの方を向いてるだろう」

『あッ、本当だ』

「つまり…この瞬しゆん間かん、シューターのヘッドライトの位置につけたカメラで撮影した例の画が像ぞうに、この映像の投稿者が映ってるって事さ」

『……！　なるほど！』

　得とく心しんがいったという様よう子すのセルティだったが、すぐに疑問を思い浮かべて頭の無い首を捻ひねる。

『で、相手の顔が解わかったとして、どうするんだ？』

「いやあ、もしも誰だれか特定できるようだったら、そこからブリザードなんとかさんにも辿たどり着けるかもしれない。そこでセルティが間に立って、その下らない動画勝負を止やめるように説せつ得とくすればいいんだよ！　要は、セルティが狩沢さんとそのライバルを仲直りさせればいいのさ！」

『なるほど！　……でも、そんなに上う手まく行くとは思えないんだが……』

　不安げなセルティに、新羅が今度はセルティの撮影した動画をチェックしながら答えた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、向こうは僕のセルティを盗とう撮さつしてたって弱みがあるんだから、そこをとっかかりに話しあえばなんとでもなるさ」

『さりげなく「僕の」ってつけたなお前』

「おっと、そんな事より、撮さつ影えい者しやが解わかったよ！」

　誤ご魔ま化かすように大声で言いながら、新しん羅らが画面の一点を指さす。

「ほら、この子だよ。……あれ？　どこかで見た事が……」

『どれどれ……？　あ!?』

　その画面に映っていたのは、こちらにスマートフォンのカメラを向ける少年の姿すがただった。

　セルティにとっては、見覚えのある顔である。

『こいつ……黒くろ沼ぬま青あお葉ばじゃないか！』

「……前にうちの前まで来た子だよね」

　新羅の目に、怪あやしく冷たい光が灯ともった。

「友達になりたいとか言っておきながら、怯おびえるセルティを盗撮して晒さらし者にするなんて……。やっぱり、あの時に頸けい動どう脈みやくを切っておくべきだったかな……？」

『物ぶつ騒そうな事を言うな！』

　セルティは新羅を宥なだめつつ、考える。

　──しかし、まさか青葉君だとはな。

　──とすると、彼の友達という事は……『ブリザード・ラ・ブリザーディア』は、ブルースクウェアのメンバー？

　──いや、『ブリザード・ラ・ブリザーディア』は女性だった筈はずだ。

　──そういえば、じっくりと彼女の動どう画がを見たことはなかったな。

　セルティはそう思い立ち、ニコニコ動画でタグ検けん索さくをして、狩かり沢さわ絵え理り華かこと『エターナル・ド・シャルモンテ』のライバルである、仮か面めんの歌い手の動画を見てみる事にした。

　──……。

　──これは……確かに歌も踊りも上う手まいな。

　──だけど……。

　そこには、艶なまめかしいスタイルをした少女が、仮面を付けて踊りながら歌っている姿すがたがあった。アイドル風ふうのダンスではなく、ダークな雰ふん囲い気きのミュージカルの一ひと幕まくという印いん象しようだ。

　──なんだろう、どこかで見た事ある気が……。

　すると、後ろから覗のぞき込んできた新羅が口を開く。

「あれ、これ……」

『知っているのか、新羅』

「うん、セルティも知ってる子だよ」

　あまりにもあっさりと、新羅はその名前を口にした。

「これ、臨也いざやの妹の九く瑠る璃りちゃんじゃん」
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翌日　池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ　駐ちゆう車しや場じよう




「……ったく、本ほん気きで喧けん嘩かしてたわけじゃねえんだろうが、くだらねえ事で周りに迷めい惑わくかけんじゃねえよ」

　溜ため息いき交じりで吐き出された門かど田た京きよう平へいの言葉に、並んでいた狩かり沢さわと九く瑠る璃りがシュンとしながら頭を下げる。

「えへへ……ごめーん、ドタチン」

「……謝ごめんなさい……」

　二人は共通の知り合いである門田に呼び出され、セルティ達を巻き込んだ騒そう動どうを終結させる手打ちを行う事となった。

　真相を知ったセルティは、門田に頼んで二人の間を取り持ってもらい、『動どう画が対決』そのものを無かった事にしようと目論もくろんだのである。

「ごめんね、九瑠璃ちゃん。私も大人おとなげなかったよ」

「……同私もです……」

　こうして二人は手を取り合い、お互いがコラボしてニコニコ生放送を行うという事で決けつ着ちやくがついた。

　セルティは、動画職しよく人にんという重圧から解放されたのである。
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数日後　新しん羅らのマンション




「ほら、例のニコ生、始まるよー」

　新羅に呼ばれ、セルティがパソコンの前に移動する。

　すると、ニコ生の画面には妙みように凝こった装そう飾しよくのテーブルを囲み、仮か面めんを被かぶった狩沢と折おり原はら姉妹が座っていた。

【はーい、エターナル・ド・シャルモンテでーす】

【……】

【口べたなお姉ねえちゃんの代わりに私が喋しやべるね！　こんちゃーっす！　ブリザード・ラ・ブリザーディアお姉様と、妹の炎ほのおちゃんです！】

『舞まい流るちゃんの芸げい名めい、他二人と比べてシンプルだな……』

　放送を見ながら、セルティが新しん羅らに対して文字を紡つむぐ。

『しかし、私もウッカリしてたな……そういえばこないだ町で会ったとき、姉妹で動どう画が投とう稿こうしてるとか言ってた気がする……』

「ニコニコ大だい百ひやつ科かの『ブリザード・ラ・ブリザーディア』の項こうを読んでみたけど、確かに『過か激げきなダンスをする事も多く、過去に仮か面めんの妹と踊った動画が削さく除じよされた事もある』って書かれてたよ」

『全く、人ひと騒さわがせにもほどがある』

　動画を撮さつ影えいしなければならないという重圧から解放されたセルティは、安あん堵どしながら生放送を見続けていた。

『しかし、なんていうか……声を殆ほとんど聞いた事なかったって事もあるけど、あの大人おとなしくて無口な子が、歌って踊ったりしてるなんてな』

「九く瑠る璃りちゃん、ネットのチャットとかだと凄すごい饒じよう舌ぜつになって挑ちよう発はつ的になるからねえ」

　新しん羅らはウンウンと頷うなずきながら、セルティに更さらに語り続ける。

「それにね、ニコニコ動画とかだと、普段出せない自分の顔を出せるって事もあるんだよ。動画を通してみせる自分は、理り想そうの自分自身だったりする事もあるのさ」

『なるほど』

「それに憧あこがれるファンの子達もいるからね。そういう人にん気きの歌い手さんや踊り手さん達だからこそ、普段の自分自身も清く正しく生きるか、あるいはファンの子と一定の距離をきちんと取るべきなのかもね」

『何が言いたい？』

　問いかけるセルティに、新羅が相そう好ごうを崩くずしながら言った。

「裏の運び屋をやってるし、他人と距離を取るなんて真ま似ねはできないセルティは、動画のアイドルじゃなくて僕だけのアイドルで居て欲しいって事さ」

　するとセルティは、溜ため息いきを吐くように肩を上下させた後、タブレットに指を滑らせる。

『こっちのセリフだよ、闇やみ医い者しやめ』

　そのまま肩を寄せ合い、良い雰ふん囲い気きになった二人だったが──

　画面の中の仮面の女性達が、そんな空気をぶち壊こわす事を言い出した。




【えーっと、今日きようは、仲直りの印しるしに、三人でゲーム実じつ況きようでもやろうって話だったよね】

【……】

【うん！　私、殆ほとんど誰だれにも知られてないゲームを持ってきたよ！】

　舞流らしき仮面少女が、一枚のＣＤロムを掲かかげる。

　ＣＤロムの表面には、【風ふう雲うん、いざや城じよう以下略りやく】とマジックで書かれている。

【昔、私達のお兄にいちゃんが作ったゲームなんだよ！　これを今から画面に映して実じつ況きようするね！】




　──そッ……。

　心の中で叫ぶと同時に、セルティはコメント欄らんに文字を打ち込み、勢い良く投とう稿こうボタンをクリックする。




［そのゲームだけは止やめておけえ！］

　そんな、他人から見れば意味不明な叫びが──セルティが生まれて初めてニコ生に打ち込んだ、記念すべきコメントの内容だった。




　これは、コメの物語。

　歪ゆがんだコメの、物語。
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　こうした日常的な事件をいくつか隔てた後──

　セルティと新しん羅らは、日に本ほん全国を巡る旅行の為ため、暫しばし池いけ袋ぶくろから姿すがたを消す事となる。

　半年に渉わたる長い長い旅たび路じの果て、セルティが如い何かに変わったのか、あるいは変わらなかったのか。その答えは、彼女自身にも解わからない。

　そして、半年後に戻った彼女達が、何をその目にするのかも。




　首くび無なしライダーが、心の中でこれからもニコニコできるのか否いなか──

　答えが出るのは、もう少しだけ先の事だった。





閉幕　









幕間Ｅ




　かれこれ２時間近くも写真を見ながら会話を続けたセルティは、新しん羅らに対して小しよう休きゆう止しのつもりで語りかけた。

『しかし、やっぱりあれだな。写真とか見始めると止まらないな。思い出話も尽きない』

「それだけ僕らが濃のう密みつな日々を送ってきたって事さ。まあ、僕は写真が無くてもセルティとの思い出は目を瞑みはるだけでハッキリと思い出せるけどね！」

『……お前の場合、多大な妄もう想そうが加わっていそうで怖こわいんだが……』

「やだなあセルティ」

　新羅はじっとセルティを見つめ、頰ほおを赤くしなが言い放つ。

「僕の思い出なんだから、妄想を付け加えてもいいじゃないか」

『開き直るな！　私の思い出でもある事を忘れるなよ!?』

　思わずそう答えたセルティに、新羅がパア、と顔を輝かせる。

「セルティ……それはつまり、僕との思い出は君にとっても大だい事じってことだね！」

『あ、いや、それは……』

　暫しばらくオロオロとした後、セルティは誤ご魔ま化かすようにパソコン画面に目を向けた。

『そんな事より、他の写真も見てみよう』

「もう、誤ご魔ま化かさないでよ、セルティ！」

　ニコニコしながら一いつ緒しよに画面を見ていた新しん羅らだが、ふと、写真一いち覧らんの隅すみにあった緑みどり色いろの画が像ぞうに気付く。

「なんだっけこれ？」

　ノートパソコンのタッチパネル式画面を指で押し、その画像を開く新羅。

　すると、そこには緑色のスイカを首の上に載のせるセルティの写真があった。

　一見するとふざけているようにしか見えない写真なのだが、一緒に映っている新羅が、いつもとは幾いく分ぶん違う表情で微笑ほほえんでいる。

「ああ、これは……」

　頭にスイカを載せたセルティという奇き妙みような写真を見て、二人は感かん慨がい深げに言葉を交わす。

『懐なつかしいな。まあ、あれは……今となっちゃ、夢みたいなものだな』

「そうだね」

　新羅は柔やわらかく口こう角かくを上げ、セルティに暖かい視線を送りながら言った。




「色々な意味で、夢みたいな時間だったよ」







[image: 外伝８　『デュラんぷ!!　世界の中心で、愛を避ける』]
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外伝８　『デュラんぷ!!　世界の中心で、愛を避ける』







　それは、明らかに異質な存在だった。

　罪歌さいかが街に氾はん濫らんする『リッパーナイト』の数ヶ月前。

　首くび無なしライダーという都市伝でん説せつを受け入れつつあった池いけ袋ぶくろの街に、デュラハンとも罪歌とも異なる、一人の『異い形ぎよう』が訪れた。

　人とは明らかに異なる存在。

　常じよう識しきという範はん疇ちゆうから逸いつ脱だつした怪かい奇き。

　現れたモノは、一体何を池袋にもたらすのか。




　これは、異形の物語。

　夢見る異形の、物語。
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　この街はいい。実にいい。

　東とう京きようという場所は、実に欲望に溢あふれている。

　ドイツのあの島とはえらい違いだ。

　そうだ。ここでなら。

　ここでなら、思う存分力を吸う事ができる。

　私は力を得る事ができる。

　私の欲望が、この街の欲望を覆おおいつくすのだ。

　ハハハハハ、ハハハハハハハハハハハ……
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夕ゆう刻こく──川かわ越ごえ街かい道どう　某ぼうマンション最上階




「あーあ、セルティのおかげでカニ玉塗まみれだよ」

『黙だまれ』

　頭から半はん熟じゆく状の黄色い物体を滴したたらせる男──岸きし谷たに新しん羅らに、その恋人が冷たいメッセージを投げかける。

　そのメッセージは声として発せられたわけではなく、恋人──セルティ・ストゥルルソンの持つＰＤＡの画面に表ひよう示じされたものだ。

　セルティは声を持たない──というよりも、目も鼻も口も耳も、要するに首から上の一切合切が存在しない。

　彼女は俗ぞくにデュラハンと呼ばれる妖よう精せいであり、元は西せい欧おうに住んでいたのだが、現在は失った自分の首を求めてこの東京を彷徨さまようハメに陥おちいってしまっている。

　そして、その首なし女を生しよう涯がいの伴はん侶りよと決め付けている闇やみ医い者しやの家に居い候そうろうしている状態なのだが──現在の状況は、一応は相そう思し相そう愛あいの関係にある。しかし、それは決して惚気のろけっぱなしの間あいだ柄がらではないようだ。

「ふふふ、九きゆう腸ちよう寸すん断だんの思いだけどあえて僕は君の事を許そうじゃないか。少しふざけた事を言った僕にも責任があるわけだしね」

　何か喧けん嘩かでもしたのだろうか、頭からカニ玉をぶちまけられた新羅は、怒るでもなくただニコニコとして顔を拭ふいている。

『もう何も言うな』

　セルティは無いはずの首を振るような動作をしながら、窓に向かって歩み出す。

　差し込む夕日に照らされながら、首の無い娘むすめが街の景色けしきにたそがれる。

　──私の首はまた何ど処こかに消えてしまったけれど……まだ気け配はいは感じ取れる。まだ、この東とう京きようの何処かに──

　以前ほどの執しゆう着ちやくは無くなったにせよ、やはり自分の首の行方ゆくえは気になるのだろう。彼女は音も無く窓まど際ぎわに立つと、そこから見渡せる夜の町へと向けて神しん経けいを研とぎ澄すませていった。

　彼女の体を取り巻く『影』が、周囲から異い質しつな存在を気配として感じ取る。

　確かに、どこか遠く──うっすらとではあるが、自分の首の気配を感じる事ができた。

　だが──この日は、いつもと違う点が一つあった。

　──あれ？

「どうしたの、セルティ」

　彼女の異い変へんにめざとく気付き、新しん羅らは服についたカニ玉をタオルでぬぐいながらセルティに近寄ってきた。

　セルティは窓の外に意い識しきを向けながら、恋人に対してＰＤＡ上に淡たん々たんと文字を打ち出した。

『なにか、いる』

「なにかって？」

『強く感じる。私以外に、人間ではない存在を。私と同じような存在を感じる』

　せわしなく打ち込まれる文字列を見て、新羅は眼鏡めがねの奥で瞳ひとみをうっすらと細めてみせた。

「……まさか。君と同じ、デュラハンが？」

『いや、違う。この気配は……もっとドロドロとしてて……ああ、覚えがある、似たような気配は昔いくつか感じた事がある』

　頭部ではなく、体自体に残っている記き憶おくをたどりながら、彼女は一つの存在を思い出した。

『この気配は』

　一いつ瞬しゆんの間をおいて、セルティは躊躇ためらいがちにキーを打ち──それを見て、新羅は実に複雑な表情をして見せた。

『夢む魔ま、だ』
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　人間とは、欲望の塊かたまりだ。

　だからこそ、彼らはここまで繁はん栄えいする事ができたのだ。

　私はその繁栄を吸い取る、更さらに上位の存在だ。

　そう考えるだけで充実した気分になれる。

　見ていろ、『子し爵しやく』め。いつもいつも私を小こ間ま使づかい扱いして。

　私はこの街で誰だれにも負けない力を手に入れる。そして、逆にあの島を支配してくれる。

　ああ、力は関係無い。

　欲望を操あやつる事さえできれば、私は無む敵てきだ。たとえ相手がこの世で最も力を持つ存在だとしても、欲望さえ操る事ができれば──

　しかし、これだけ欲望に溢あふれていれば、他にも私の『仲間』がいても良さそうだが……。

　うーむ。皆はこの街の存在を知らないのか、それとも日に本ほんには興きよう味みが無いのか……まあよかろう。それならばそれで、私が独ひとり占じめできるという事だからな。わざわざ間ま宮みやの奴やつから日本語の知ち識しきを『吸い取って』来た甲か斐いがあるというものだろう。




　さて、まずは下ごしらえといこうか。

　しかしこの街はチャラチャラした感じの奴らが多いな。最初は純じゆん朴ぼくそうな奴から……

　……あまりいないな。

　せっかくこれだけいるんだ。『味』も選より好ごのみしていきたいところだ。

　む……あそこのファミレスに入る男女の三人組……一人はチャラチャラしているが……残りの二人は実に純朴そうだ。

　化け粧しようっ気けもないし、何より若い。

　さて、あの若い少年少女達に一体どんな『夢』を見せてやるとしようか……
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池いけ袋ぶくろ　60階通り　某ぼうレストラン店内




　とあるビルの二階にある大おお手てチェーンのファミレス内で、竜りゆうヶが峰みね帝人みかどは配られたメニューに目を落とす。

　満席に近い客入りの店内で、彼を含んだ三人の男女は窓まど際ぎわのテーブルに腰を下ろしていた。

「小こ腹ばらがすいたなあ。どうしよう」

　帝人と眼前の少女──園その原はら杏あん里りは近所の高校のブレザーを身に纏まとい、帝人の隣となりに座ったもう一人の少年──紀き田だ正まさ臣おみは、派は手でな柄がらの私服を違い和わ感かん無く着こなしている。

「俺おれはもう決まったぞ。ヘイ！　ウェイトレスさんカモン！」

「恥はずかしい呼び方するのやめてよ！」

　顔を真まっ赤かにしながら正臣を制する帝人の前で、杏里はそんな二人を見守るような笑顔を向けていた。

　帝人と杏里は同じクラスのクラス委員を共に務める間あいだ柄がらであり、現在は帝人の片かた想おもいという状況だ。

　もしかしたら杏あん里りも帝人みかどを好いているのかもしれないが、帝人はまだ自分から確かく認にんした事はない。

　その原因である男が、メニューで帝人をパタパタと扇あおぎながら声をあげる。

「こんな位置関係で座ると、俺おれらってまるで三さん角かく関係みたいだな。そして俺はもう三角関係に飽きた。というわけで帝人はもう帰れ。な！」

「何言ってんの!?」

　目を剝むいて抗こう議ぎする帝人に対し、正臣はやれやれと首を振りながら言葉を返す。

「おやおや……お前は三角関係なんてただれた状態がお好みなのか？　ふうー。何い時つまでもうぶな心を忘れないチェリーボーイだと思っていたら、こいつはとんだエロリストだったわけだ」

「エロリストって……」

「このエロめ。エロリアンめ。言っとくがなぁ、エロはエッチより上級なんだぞこのエロ。『えっち』なんて所しよ詮せんはＨＥＮＴＡＩの頭かしら文も字じだっての。日に本ほんオンリーだっての。そこへいくとどうよ、この『エロス』のワールドワイドっぷりといったら！　ええい、この世界規き模ぼエロスめ。性欲に国こつ境きようは無いとでも言うつもりか!?」

「ファミレスの中でエロエロ言わないでよ！」

　何の躊躇ためらいも無く言葉を紡つむぎ続ける正まさ臣おみに対し、顔を赤くしながら周囲を窺うかがう帝人。

　幸い周囲の客も自分達の会話に夢む中ちゆうになっているようで、帝人達の席が注ちゆう目もくを集めている様よう子すは見受けられなかった。

　帝人が安あん堵どするのをよそに、正臣は正面に座る杏里に向かって次々と言葉を投げかける。

「駄だ目めだよ杏里、杏里ダメだよ。このエロケッチ、君の体を狙ねらってるケダモノデスヨ？　こんなワールドレベルの助すけ平べいと一いつ緒しよにいたら、その、君の体が裸はだかにされちゃう。奴やつはとんでもないものを盗ぬすんでいきました、貴女あなたの体です」

「ええと……」

　どう反応していいのか解わからず、杏里はただ困ったような笑顔を浮かべ続けている。

「その点俺は安心よ？　まず裸にするのは君の心だから。ユアハート。アイムファインセンキュー。アンドユー？」

「あ、あの……」

「よくそんなこと素面しらふで言えるね」

　赤せき面めんする杏里に助け舟を出すように、帝人が冷えきった目つきで隣となりにいる正臣を見下した。

　しかし正臣は欠片かけらもこたえた様子を見せず、横を通り過ぎたウェイトレスのスリーサイズを予測し始めていた。

「84、65、86ってとこか」

「どっちがエロなんだか……あ、ちょっとトイレ行ってくるね」

　席を立ち上がる帝人に対し、正臣は下げ卑びた笑いを浮かべながら声を投げかけた。

「ひっひっひ、いいのかい、お前がトイレに言ってる間に、俺おれと杏あん里りは愛の逃とう避ひ行こうでラブラブランデブーよ？」

　帝人みかどはそんな声を黙もく殺さつしながら、足早にトイレの中へと姿すがたを消していった。




「ああ、紀き田だ君もいい人ではあるんだけどね」

　用を済ませ、手を洗いながらトイレの鏡かがみに向かう帝人。

　先せん刻こくの会話を思い出しながら、彼は自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑いを漏もらす。

　正まさ臣おみは何も杏里にだけモーションをかけているわけではなく、好みのタイプの女性に対しては大たい抵ていああいった対応をする。

　すなわち、正臣は直接的に恋のライバルというわけではないのだが、やはり横でああいう事を言われていると、自分から杏里に告こく白はくするのは幾いく分ぶん躊躇ためらってしまう。

　いっその事、思い切って告白してしまえばいいのではとも考えたが、フられようと正式に付き合う事になろうと、正臣の態度は全く変わらないという可能性もある。

　だが、それ以前の問題として──

「紀田君が声をかけてなきゃ、僕は園その原はらさんに告白できるのかなあ……」

　正臣は最初から『杏里』と呼び捨てしているのに対し、自分はまだ『園原さん』のままだ。

「駄だ目めだなあ……」

　自分の奥おく手てを呪のろいながら、帝人は鏡の中の自分に目を向ける。

　鏡の中のおとなしそうな顔をした自分。




　その後ろに、杏里がいた。




「!?」

　帝人は体をビクリと震わせながら振り返り、そこに立つ少女に丸く見開かれた目を向ける。

「そそ、園原さん！　ど、どうしたの。も、もう僕の分まで注ちゆう文もんしちゃったとか？」

　混乱している為ために、ここが男子トイレである事も忘れたトンチキな問いかけをする帝人。

　同時に、少年は眼前の少女の違い和わ感かんに気付く。

　ブレザーを纏まとっていた筈はずの少女は、その上着を脱いでなぜかワイシャツとスカートという姿になっている事を。

　店内はそれほど暑いという事も無く、現に席に座った時もブレザーを纏ったままだった。

　帝人が疑問に思うその前で──杏里はクスリと小さく笑い、自らの胸元に手を添える。

「帝人さん……」

「えッ？」

「さっき……紀田さんはああ言いましたけど……私、帝人さんがエッチでも……その……構いません」

「ええッ？」

　唐とう突とつなセリフに、帝人みかどは思わず全身を固まらせてしまう。

　相手が何を言っているのか良くわからないが、彼女がそう言いながら自分のワイシャツのボタンを外し始めているのは物もの凄すごくハッキリと理解できた。

「ちょッ……そのそのそのその、園その原はらさんッ？」

　混乱した帝人の前で、杏あん里りの手は滑るようにワイシャツの上を移動する。

　彼女の手が下りる度たびに、白いワイシャツの胸元が開かれていき──同様に白い色をした肌はだが露あらわになり始める。

「私……帝人さんになら……」

「えええええええ」

　何がなんだか解わからない帝人の前で、彼女は少しずつ──じらすような仕し草ぐさで、なおかつ大だい胆たんに自らの衣服を剝はがし続ける。

　ワイシャツのボタンが全て外れ、白はく磁じのような肌と、同じぐらい白い色のブラジャーが顔をだした。

「ちょ、ちょっと園原さん!?　どうしたの!?　僕がいない間に紀き田だ君と王様ゲームでもやったの!?」

　たじろぐ帝人みかどに対し、杏あん里りは静かに顔を赤らめると、そのまま自らの背中に手を回す。

「え、ちょっ、まさか!?」

　帝人の予想は的てき中ちゆうし、彼女はそのまま己おのれのブラジャーのホックを外そうとする。

　どうしようもない光こう景けいに目を逸そらす事も直視する事もできないまま、帝人は追い詰められるように洗せん面めん台だいへと背中をつける。

　そして、『ああ、眼鏡めがねをかけたまま服を脱ぐのって、なんだか凄すごいエッチな雰ふん囲い気きだ……』などと妙みように冷静な思いに囚とらわれていると──

　トイレの扉とびらがガチャリと開き、正まさ臣おみが鼻歌を歌いながら中に入り込んで来た。

「わあああああッ！」

　思わず大声を上げる帝人に対し、正臣は不ふ思し議ぎそうな顔で──

「何やってんだ？　顔真まっ赤かにして……体調でも悪いのか？」

「え？　え？」

　気が付くと、化粧室の中にいるのは自分と正臣の二人だけだった。

「そ、園その原はらさんは？」

「はぁ？　普通に席に座ってるけど……あ、お前さては俺おれが便べん所じよに入ってる間に苺いちご丸出しな会話を繰り広げるつもりだな!?」

　正臣の言葉を無視して、帝人はそのままトイレのドアを開いて店内に戻る。

　窓まど際ぎわの席に目を向けると、そこにはオシボリで手を拭ふく杏里の姿すがたがあった。

　ワイシャツは疎おろか、ブレザーすら脱いではいない。何もかも、帝人がトイレに入る前のままの姿だった。

「？？？」

　帝人の脳のう内ないはいよいよ混乱したが、体は必死に平静を装よそおおうとして、どこかぎこちない動きで自分の席まで辿たどり着いた。

「あ、あの、園原さん」

「はい？」

「……い、いや、なんでもない」

「？　どうしたんですか？　竜りゆうヶが峰みね君」

　不ふ思し議ぎそうな顔をする杏里の前で、帝人は一つの事実に気付く。

　──そうだ、さっきの園原さんは、『帝人さん』って……

　普段の杏里は自分の事を竜ヶ峰君と呼ぶ。互いに苗みよう字じで呼び合うのも他た人にん行ぎよう儀ぎな気はするが、帝人も杏里も性格柄がらなんの疑問も無くそう呼び合っていた。

　──じゃあ、さっきの園原さんは一体？

　幻げん覚かくにしては、あまりにも生なま々なましかったし、何より自分が幻覚を見る原因がわからない。

　あの時、杏里は確かに化け粧しよう室しつに存在していたが、だが、見えているのは自分だけだったような気がする。現実感にいたっては非常にあいまいで、確かに彼女の息いき遣づかいを感じたとも思えば、触れてしまえば透すき通ってしまっていたような気もする。

　まるで、起きながら夢を見ていたような──
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　フフフ

　ハハハハハハハ

　楽しいな。

　実に楽しい。

　精せい気きを吸う直前の所で邪じや魔まが入ってしまったが、やはりああいう手合いを誘ゆう惑わくするのは心が躍おどるものだ。

　私の姿すがたは、私が指定した相手以外には見る事ができない。それが私達夢む魔まの能力だ。

　そして、その指定した相手の前に姿を現す時も、自分の姿をそのまま晒さらすわけではない。

　相手の望む欲望……まあ、早い話が好きな相手だな。その姿を幻げん覚かくとして私の姿に重ねてから相手の前に舞い降りる。そして私は相手と交わり、直接精気を吸い取るというわけだ。

　今回は交わるには至らなかったが──その代わり、彼を基点にした『縁』を手に入れられた。

　これであの少年に繫つながりのある人間なら──離れていても、その欲望を感じる事ができる。あの少年の魂たましいが記き憶おくしている魂の欲望の色を、大きさを感じ──私は何い時つでもそこに飛んでいける。

　新しい土地では最初の一人を選ぶのが重要な作業なのだが──どうやらあの帝人みかどという小こ僧ぞうは当たりだったようだ。

　大人おとなしそうな面つらをして、実に多くの人間との『縁えん』を持っていたようだ。それも、そのほとんどがこの街の中にいると来た。

　これはいいぞ。これならば、あっという間に圧あつ倒とう的てきな量の精気を得る事ができるだろう。

　あの子し爵しやくやメイド、人じん狼ろう達をも……いや、あの『遺い存ぞん種しゆ』とて超える力を得る事ができるに違いない。

　ククク、まずは手始めに、近くの公園から感じる強い欲望の主ぬしに会いに行くとしよう……。
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南みなみ池いけ袋ぶくろ公園




「はい、誠せい二じさん！　あーんして下さい！」




「あぁ……ありがとよ、美み香か」




　くくく、見つけたぞ。あのベンチに座っている男女か……なるほど、中々に強い欲望を放っているな。

　そうだな、男の欲望を我が体に写し、女との仲を引き裂さいてやるのも面白い。

　男から精せい気きを吸い尽くした後は、失しつ意いにくれる女の方からもタップリと力を得るとしよう。

　どれ、男の魂たましいの持つ『欲望』を覗のぞかせてもらうとしようか……。




　……。

　──こ、これは……




　生なま首くび!?




　生首だと!?




　こ、この男の欲望のヴィジョンは……私の頭の中に流れ込んでくるこの意い識しきは──紛まぎれも無く生首ではないか！

　しかも……しかも隣となりにいるこの女の！

　なんだ、なんなんだこの男は。

　これが、これがアブノーマルという奴やつなのだろうか!?

　くそ、ＳＭだのフェチズムだのというのは私の故こ郷きようでも見受けられたが──ここまでストレートにヤバイのは初めてだ！

　こいつは連続猟りよう奇き殺さつ人じん鬼きか何かなのか!?

　い、いかん。これは今すぐこの女に警けい告こくするべきなのだろうか。

　いやまて、私は夢む魔まだぞ。この人間の女にそこまでしてやる義ぎ理りはない。

　くそう、それにしても何という強い欲望か！

　これがまともな性せい欲よくだったならば、実に力に満ち溢あふれた糧かてになるのだが……。

　こんな願いを喰ったら、こちらの力まで歪ゆがんでしまいそうだ。

　そうだ、この女の方はどうだ。

　恐らくこの男に対する性欲で満ち溢れているだろう。それを上う手まく利用して──

　……。

　待て。

　ちょっと待て。

　確かにこの女の欲望には、この男に対する欲望はある。

　だが、性せい欲よくは欠片かけらも無い。あるのは純じゆん粋すいな支配欲だけじゃないか。

　……いや、愛情もあるか……？　支配欲と混ざっていて解わかりづらいな。

　なんなのだ、どういう関係なのだこの二人は。

　おや、この女には、まだ何か強い欲望が────




　それを見た瞬しゆん間かん、私はその公園から姿すがたを消していた。

　冗じよう談だんではない。あんな場所にあれ以上いられるか。

　あんな歪ゆがんだ欲望に満ちた場所に。

　くそ、あの女のもう一つの欲望……

　私の中に流れてきたヴィジュアルは、自分と同じ顔をした生首を、すりつぶして自分の口の中に……ああ、これ以上は思い出したくもない。

　とんだ変へん態たいカップルだ。

　見ているだけでおぞましい。

　くそ、他の『夢む魔ま』の中にはああいうのを専門にしている奴やつもいるらしいが、私はとうてい御ご免めんだな。

　ドイツのあの島にいた連れん中ちゆうは、欲望こそ小さいものの、まだ綺き麗れいな──美う味まそうな色の願いばかりだった。

　しかたない。他をあたるとしよう。

　なに、まだ日も暮れきってはいないし、あの少年の魂たましいの『縁えん』はまだまだたくさんある。

　……お、近くにまた強い欲望を持った人間がいるぞ。

　よし、気を取り直して、今度こそこの街に満ちる欲望を喰らってくれるわ！

　クハハハハハハ……
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池いけ袋ぶくろ　西せい武ぶ百ひやつ貨か店てん前まえ




　それにしても、この東とう京きようという街は本当に人が多いな。

　あんな田舎いなかの島とは大違いだ。

　その代わりと言ってはなんだが、人間以外の存在の気け配はいが希き薄はくだな。




　おお、いたぞ。

　フン、サングラスをかけてはいるが、大人おとなしそうな男だな。あの少年と縁のある者だという事もあるし、まあ安心していいだろう。

　よし、ならば先せん刻こくの帝人みかどという少年の時と同じように、我が身に相手の欲望を写すとしよう。

　どれ、この男の望む姿すがたは……




　……男？




　なんだ？　同どう性せい愛あい者しやか？

　まあいい、愛の形は自由だ。

　それにそろそろ腹が空すいてきたからな、ま、たまには男同どう士しというシチュエーションも変わっていていいだろう。

　それに聞いた話では、同性同士の方がドロドロと深い欲望が渦うず巻まくとも言うことだしな。

　さて、そうと解わかれば──




「やあ」

　私はサングラスの男の望む姿すがたに身を変えて、相手の前に立ち微笑ほほえんだ。

　このサングラス男以外には、私の姿は見えていない筈はずだ。さっきの帝人という少年の時とは違って、今度は邪じや魔まが入る事も無いだろうし、このままこいつを何ど処こかに誘い込んで──

「イーザーヤぁー」

　ふふん、だらしなく笑いおって。私が偽にせ者ものであるとも知らずに。

　さて、私に心を許した所で、こいつの頭の中から、私が化ばけているこの男の情報を読み取らねば。

　化ける前から全て読み取れれば話は早いのだが、残念ながら今の私にはそこまでの力は無い。

　だが、こうして相手が心を許せば────

「会いたかった。凄すごく会いたかったよ、イーザヤー……」

　むむ？　おかしいな。この男、まだ私に心を開いていなぶぎゃへらぁ[image: エー][image: クシー]‡───

「いやもうホント、むしゃくしゃする事があってよぉ！　臨也いざやぁぁぁぁっ！　手前てめえを粉こな微み塵じんになるまで殴なぐり潰つぶしたかった所だぁーっ！」

　──しまった。

　──これ、愛情とかじゃない！

　──単に、殴りたい相手としてこの男の顔を望んでただけだ！

　自分のミスに気付いた時には既すでに遅く、サングラスの男は、こちらが幻げん覚かくを解く前に私の襟えり首くびを摑つかみ上げ──

　そのまま、真ま上うえへと向かって高く放り投げた。

　一いつ瞬しゆん、地面が遠くなる。

　いかん、翼つばさを、翼を出さねば。

　地面に激げき突とつする前に自分の本ほん性しようを現し、翼を広げて宙ちゆうに舞い上がらねば──

『指定』を解いていないこの男には正しよう体たいが見られてしまうが、今はそんな事を言っている場合でははわわわわあははははははｈｈｈｈｈ

「お前は本当に何から何までナイスタイミングな男だぜ！　むかつくぐらいになぁ！」

　衝しよう撃げき。衝撃が私の体を貫つらぬいた。

　サングラスの男は私を追うように飛び上がり、私をバスケットのゴールに叩たたき込むような形で、アスファルトの地面に勢いよく叩き付けたのだ。

　奴やつはそのまま綺き麗れいに着ちやく地ちすると、私に向かって己おのれの足を高々と持ち上げる。

　馬ば鹿かめ、仮にも夢む魔まである私に、人間の蹴けりなぞ──

「死ね」

　ぐはっ!?

「死ね」

　ちょっ……待……

「死ね」

　なんだこいつの攻こう撃げき力りよくは!?

「死ね」

　これでは『城しろ』の吸きゆう血けつ鬼き連れん中ちゆうよりも──

「死ね」

　蹴る事に飽きたのか、今度は馬乗りになって私の顔面をぶげらっ！

「死ね」

　ははは、早く姿すがたを消さねばばばばば

「死ね」

　だだだ、駄だ目めだ、衝しよう撃げきと痛みで集中でき……

　　　　　　　　　「死ね」　し、し、死ぬ！

　　　　　　　　　　　　　　　　「死ね」　死ぬ！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「死ね」　死ぬ！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「死ね」

　たたた、助けてくれ、だだだ、誰だれか──
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　マウントポジションを崩くずさない平へい和わ島じま静しず雄おの背後から、一人の巨きよ漢かんが声をかける。

「ハイ、シズーオ。何してるノォ？」

「死ね死ね死ね死ね……あん？　なんだ、サイモンさんかよ。いやな、今日きようはやけに臨也いざやの手ごたえが無かったもんだからよ、ここぞとばかりに百回ぐらい殺しておこうと……」

「臨也なら今、うちの店でスシ食べてるケド？」

「えっ」

　板いた前まえ姿すがたの黒こく人じん──サイモンの言葉に、静しず雄おはキョトンとした目を向けると、続いて自分の足あし元もとに視線を落とした。

「……あれ？」

「ボロゾウキンだネー」

「……じゃあ、こいつは誰だれだ？」

「サア？」

　既すでに他者からも姿を隠かくす事のできなくなった『夢む魔ま』を見て、サイモンはゆっくりと首を横に振る。

　先せん刻こくまでは折おり原はら臨也そのものの顔だったのだが、現在は顔が腫はれ上がって人にん相そうもへったくれも無い状態になっている。

「お、おい……」

　流石さすがに気まずい顔になった静雄が、ゆっくりとマウントポジションを解いて『夢魔』へと手を伸ばすが──

「はひ……ひひゃぁぁあぁぁぁぁ」

『夢魔』は妙みような悲鳴を上げながら立ち上がると、人間離れした速さで人ゴミの中に走り去って行ってしまった。

「……？」

「オー、あの素早い動き、確かに臨也かもネー」

　後に残された静雄とサイモンは互いに顔を見合わせると、それぞれが独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

「……ドッペルゲンガーって奴やつか？　ま、まさか人違いじゃねえよな？」

「オカシイナァ……シズオ、何も無い地面を殴なぐってたカラ声をかけたノニ、あの人、突然現れたヨ……？」
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池いけ袋ぶくろ　ジュンク堂どう書店




「モトラド、（かつこ注・二に輪りん車しや。空を飛ばないものだけを指す）かつことじる……」

　日に本ほんでも有数の広大な書店であるジュンク堂書店。

　漫まん画がや若じやく年ねん層そう向けの小しよう説せつ、サブカルチャー本等が置かれた地下フロアの一角で、リュックを背負った若い男が、切れ長の目を細めながら何事かを呟つぶやいた。

「どしたの、ゆまっち。かっこだのかっことじるだのまで口にして」

　横にいた女が目をキョトンとさせながら尋たずねると、青年はそれを合あい図ずにしたかのように大声をあげる。

「それじゃあ、空を飛ぶ二に輪りん車しやはなんて言うんすかぁ───ッ！」

　青年が宙ちゆうに投げ出した本を咄とつ嗟さに受け止めながら、女は慌あわてたように声をあげる。

「わああ、ゆまっちが壊こわれた！」

　ゆまっちと呼ばれた男──遊ゆ馬ま崎さきウォーカーは周囲の目を気にする事もなく、手をぶんぶん振りながら脈みやく絡らくの無い言葉を喚わめき続けた。

「ううう、考えてみればこの二輪車、キノなんていう可愛かわいい女の子を背中に乗せて全国を津つ々つ浦うら々うらと！　なんてうらやましい奴やつなんすか！」

「落ち着いてよ、ゆまっち！　それに、空を飛ぶ二輪車はあの世界では『バイク』だよ！　どこかにそう書いてあった！」

　相あい方かたの女──狩かり沢さわはなんとか遊馬崎をなだめようとするが、一向に収まる気け配はいは無い。

「うう……南みなみさんはドクロちゃんとびんかんサラリーマンでダブルヒロインっすよ！　なんすか！　南さんファンをそのまま他作品にスライドさせる気っすか！　うおおおん、ぼくたちのみなみさーん！」

「ちょっと！　どうしたの！　今日きようのゆまっちなんか変だよ！」

　そう尋ねたところで、遊馬崎はようやく狩沢の顔を見る。

「チャット……そしてメイド」

「へ？」

「……俺おれがチャットで知り合った外国人がいるんすけどね？　そいつが、そいつが今、金持ちの家に居い候そうろうしてるらしくって！　め、め、メイドさんと、たくさんのメイドさんと同じ屋や根ねの下で寝起きを共にぃぃぃいいいいぃぃいっ！」

「……あー……」

　狩沢が大体の事情を察したところで、二人の後ろから第三者の声がかかる。

「おい、本屋で騒ぐな」

「あ、ごめんドタチン。ゆまっちが久々に発ほつ作さを起こしちゃってさー」

「またか」

　ドタチンこと門かど田たは大きく溜ため息いきをつくと、自分が物ぶつ色しよくしていた本を一いつ旦たん棚たなに戻し始める。

「おい遊馬崎、お前な、いくらこのジュンク堂どうが広いからって、あんま大声で叫ぶな」

「叫んでなんかいないっすよ！　俺はただ、自分の心が破は裂れつしないように息を漏もらしてるだけっす！　あああ、なんで俺にはメイドさんがいないんすかぁあぁあぁ、現実では二に次じ元げん世界の住人みたいな思いをしてる奴やつがいるっていうのに！」

「ああもう、ゆまっちは普ふ段だんは三さん次じ元げんの女の子に興きよう味みとか全然無いくせに、二次元っぽいシチュエーションは羨うらやましがるんだよねえ。で、たまにキレるとこうなっちゃうからなあ」

「迷めい惑わく極まりねえな」

　門かど田たと狩かり沢さわがうんざりして顔を見合わせている前で、遊ゆ馬ま崎さきは自じ虐ぎやく的な事を叫びながら本屋の床をゴロゴロと転がり始める。

「えーえー、そうっすよそうすっよ！　俺おれは三次元の女の子には興こう奮ふんできませんよ！　でも、メイドさんなんてシチュエーション聞いたら、頭の中に浮かぶのは二次元少女じゃないっすか！　ああ、何で三次元は二次元じゃないんすか！　俺がどんなに金持ちになっても夢は永遠に叶かなわないなんて！」

「いいからとっとと黙だまらせろ狩沢。そろそろ他の客と店員の目が痛い」

　門田の言葉に、狩沢は溜ため息いきを吐きながら頷うなずいて、少し厳きびしい口く調ちようになって遊馬崎に言葉を放つ。

「ゆまっち」

「え？」

「いい加か減げんに黙らないと、今月の電でん撃げき文ぶん庫この新しん刊かんのオチを全部ばらすよ」

　淡たん々たんと告げられたその言葉に、ゴロゴロと転がっていた遊馬崎は即そく座ざに身体からだを凍らせた。

「やッ……やめて下さいよ!?　ま、まだ今日買ったばっかで読んでないんすから！」

「私は今け朝さ買ってもう全部読んだからねー。ああー。まさかああいう──」

　刹せつ那な、遊馬崎は土ど下げ座ざの体勢になって、床に頭をこすりつけながら涙声で捲まくし立てる。

「すんませんした俺ちょっと調子コキすぎてましたもうさからいませんし叫んだりしませんからそれだけは勘かん弁べんしてくださいお願いしますお願いしますお願いします……」







「俺らはまだ見る本があるから、お前は暫しばらくここで頭を冷やしとけ！」

　結局遊馬崎は門田達に連れ出され、ジュンク堂どうのそばに停とめている渡と草ぐさのバンに叩たたき込まれた。運転手である渡草も何ど処こかに出かけているようだ。

「ううう、そりゃ俺だって空飛ぶ二に輪りん車しやなんてそもそもあるのかとは思ってましたよ。でも、あの黒バイクだってビルの壁とかスイスイ走るじゃないすか……あれを実際みちゃうと……。『ああ、もしかしたら』っていう淡い希望を抱いても仕方ないじゃないっすかあー！」

　一人でバンの中に取り残された遊馬崎は、車体後部のスペースをゴロゴロと転がりながら愚ぐ痴ちの続きをこぼし続けていた。

「あーあー、メイドいいなあ、いいなあメイド。シャナで言うならヴィルヘルミナ。いや、もうなんていうかお助けドミノ君みたいなのでもいいから、俺もメイドが欲しいっすよー」

　微び妙みようにメイドではないもので妥だ協きようしながら、退たい屈くつそうにバンの窓から外を見やり──

　どこか見覚えのある服ふく装そうの男が、顔を腫はらしながらふらついているのを目にとめた。

「あれ？　あれは……臨也いざやさん？」





♂♀






　何という事だ。

　さっきの男のせいで、すっかり体力を消しよう耗もうしてしまった。

　今はとにかく、力を回復させねば……

　もう誰だれでも構うものか。そうだ、こうなれば先せん刻こくの生なま首くび好きの男女でも構わん。あいつらの望む幻げん覚かくを見せて、僅わずかでもいいから力を──

「臨也さんじゃないっすか」

　？　なんだ？

「どうしたんすか！　酷ひどい怪け我がをして……」

　目の前の車のドアが開き、一人の男が私に向かって駆かけ寄ってきた。

　そうか、私が今化けているこの男の知り合いなのか。

　……おや？　こいつもあの帝人みかどという少年と縁えんが繫つながっているな……。

　それに、こいつは今物もの凄すごく欲求不満な様よう子すだ。

　よし、いいぞ、こいつを上う手まく利用して──

「さあ、まあ取り合えず車に入ってくださいよ」

「わ、わ……」

　力のほとんど無くなっていた私は、男に引きずられるがままに車の中へと押し込まれてしまっていた。

「どうしたんすか一体。まーた静しず雄おさんと喧けん嘩かでもしたんすか？　それにしては、そこまで一方的にやられるなんて珍めずらしいっすねえ」

　車のドアが閉められ、私は個室のような場所に閉じ込められる。車の後部は座席が取り払われており、外から見るよりも広いスペースが作られていた。

　私は姿すがたを消す事はできなくなっていたが、まだ相手に幻覚を見せる事ぐらいならできる。

　なんとか、こいつの頭の中から欲望を覗のぞき見て……

　……ああ、ここまで力が弱っていたか。上手くこいつの頭の中が覗けない。

　よし、こうなったら──

　私は相手が余よ所そ見みをしている隙すきに、以前雑ざつ誌しで見たグラビアアイドルの姿に身を変えた。

「ねぇ……」

　そして、出来るだけ艶なまめかしい声をだして眼がん前ぜんの男に呼びかける。

「え？　……うおぉ!?　臨也さんが突然水着の女の人に変へん身しんした!?」

　焦あせる相手に対し、私は上うわ目め遣づかいでゆっくりと身を寄せる。

「あれ、俺おれこれ夢でも見てるんすかね？」

　頰ほおを抓つねる青年に対し、私は誘ゆう惑わくするように言葉を紡つむぎ出す。

「そうよ……これはね、夢なの。だ・か・ら、貴方あなたの自由にしていいのよ……」

　しかし、いくら夢む魔まとはいえ、こんな女め々めしい言葉遣いはやはり慣れんな。

　くそ、あの子し爵しやくの所にいたせいだろう。

　とにかく今は、この男から精せい気きを吸い取る事が先決だ。さあ、興こう奮ふんしろ、己おのれの欲望をこの場にさらけ出すが……

　……あ、あれ？

　おかしいな。なんでこいつはこんな冷めた目をしてるんだ？

「ああ……やっぱ俺、相当疲つかれているんすねえ」

「え……？」

「いくらなんでも、三次元のグラビアアイドルの夢を見るなんて……この際三さん次じ元げんでも楽しくお喋しやべりするとかまでならありですけど、コスプレした子とかならともかく、ただの水着のグラビアアイドルってのがもう末まつ期きっすよね……駄だ目めだ、寝よう」

　男はそう言って、バンの中で横たわる。

　私を無む視しして。

　この私を、無視してだ！

　酷ひどくプライドが傷つけられた気がした。

　なんとしてもこの男を、肉欲の渦うずに引きずりこんでやろう、そして精せい気きを死ぬまで吸い尽くしてくれる！

「おい！　起きろ！」

「なーんーすーかー。夢なら寝てから出てきてくださいよう」

「うるさいっ！　このままでは私の夢魔としての沽こ券けんに関わる！　お前が望む姿すがたならばなんにでも変へん化げしてやる！　だからお前の精気を吸わせてもらうぞ！　なんとしても！」

　いらだっていた私は、ついついストレートな物言いをしてしまった。馬ば鹿かな事を言った。突然夢魔だのなんだのと言ったら、相手はますます夢だと思うばかりではないか。

「……むま」

　だが、相手はそこで私の想そう像ぞう外がいの反応をする。

「……夢魔」

　男は寝そべったままゆっくりと己の頰ほおに手をやって、これでもかというぐらい強く抓りあげていく。

「……いたい。凄すごく痛いす。夢じゃないっす」

　刹せつ那な──男はまるでばね仕掛けの人形のように、車の中で勢いよく跳ね起きた。

「夢む魔まぁ────っ！」

「わあああああっ!?」

　これには私の方が肝きもを冷やしてしまい、なんとかしてグラビアアイドルの外がい見けんを保つのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「夢魔!?　夢魔ってあれっすか!?　聖せい職しよく者しやの夢を狙ねらって現れて、堕だ落らくさせると共に吸い取った精せい気きを集めて新しい仲間を生み出すっていうあれっすか!?」

「詳しいな!?」

　だが、私は今いま説明されたものとはタイプが違う。私は人の夢の中には入り込めない。入り込める奴やつもいるらしいが、少なくとも私は、直接的に現実の中で精気を頂いただくタイプだ。

　私が返事に戸と惑まどっていると、男は私の手をガシリと握り、まるで財ざい宝ほうを手に入れた探たん険けん家かのように目をキラキラと輝かせる。

「待ってた……待ってたっすよ！　あの首くび無なし黒バイクを見てから、いつかこんな日が来るんじゃないかって思ってたっす……！」

「え？　え？」

「うおおおおおお！　我が半生に一いつ片ぺんの悔くいな──し！」

　私は嫌いやな予感がした。

　それまで人並みだった眼がん前ぜんの男の中の欲望が、今まで見たこともない程に、強く、大きく膨ふくれ上がっていたからだ。
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「解わかったっすよ、俺おれはきっと『トーチ』、いや、『ミステス』だったんすよ！　くそう道どう理りでこんな夢魔なんて素す敵てきな存在が見えるはずっすよ！　こりゃ凄すごいぞう、俺の中には今、天てん目もく一いつ個この一個ぐらい入ってるかもしれないっす！」

　こいつは何を言っているのだろう。単たん語ごの意味がさっぱり解らない。

　まあ、いきなり夢魔という未知の存在が現れたのだ。これぐらい混乱するのは……いや、やはりおかしいな。

　いくらなんでもここまであっさりの事じ態たいを受け入れる人間などいるだろうか？

「と、ともかく、お前の望む欲望を言ってみろ、それをできるだけ強く頭の中に思い浮かべるんだ、いいな？」

　先せん刻こくはぼやけていたが、相手も意い識しきしてイメージするのならば、今度はハッキリと映えい像ぞうが見えるはずだ。

　そうなればこっちのものよ、こいつの精気を、命を吸い尽くしてくれる！

　私が殺すつもりでいるとも知らずに、この間ま抜ぬけな子こ羊ひつじは私の事を簡単に信じ込んでいる。

　さあ、唱となえろ、お前の欲望を。

　自らの想おもいの中に引きずりこまれて、永遠の快かい楽らくにおぼれるがいい────

「じゃ、じゃあ、十叶とがの詠よみ子こ先せん輩ぱいに渾あだ名なをつけて呼んで欲しいっす！　シェーファーフントとか、ガラスのケモノみたく！」

「渾名……？　ずいぶんと変な趣しゆ味みだな。フン、まあよいわ……ならば、そのトガノとやらの顔や声をイメージして……って、あ、あ、あれ？」

　思おも惑わく通り、今度こそ相手の脳のう裏りにはハッキリとしてイメージが浮かび上がる。

　浮かび上がりはしたのだが──

「はーやーく！　はーやーく！　うふふ、あの魔ま女じよに渾名で呼ばれるなんて、これ程光こう栄えいで興こう奮ふんする事は無いっすよ俺おれ！」

「あの……お前の頭の中、文書とイラストしか浮かんでないんだが……」

「ええッ!?　そりゃそうっすよ！　十叶先輩は『Ｍｉｓｓｉｎｇ』に出てくる小説のキャラなんすから！　あ、漫まん画が版ばんの方が良かったっすか!?　あ、そうか！　声か！　そうっすね、やっぱりラジオドラマと同じ大おお本もと眞ま基き子こさんの声で────」

「待て！　ちょっと待て！　私がその小説を読んでいるという前ぜん提ていで話を進めるな！」

　私がそう叫ぶと、相手の顔には明らかな驚きと失しつ望ぼうの色が浮かぶ。

「なんで読んでないんすか！　あんた夢む魔まなんでしょう!?　欲望に、人の望みに引かれてくるんでしょう!?　神じん野の陰かげ之ゆきとは友達みたいなもんなんでしょうがぁっ!?」

「知るかぁっ！」




「モトラドになって女の子を背中にのっけたいっす」

「空から降ってきて下さい」

「マロい二に次じ元げんの彼女が欲しいっす」

「血けつ盟めい騎き士し団だんに入って副ふく団だん長ちようと仲良くしたいっす」

「魔ま王おうになってマグロナルドでバイトしたいっす」

「ロボット妹に搭とう乗じようしたいっす」

「二万人のクローン妹になって下さい」

「可愛かわいい筈はずがないのに可愛い妹を下さい」

「俺は劣れつ等とう生せいでいいので優ゆう等とう生せいな妹を下さい」

「とにかく妹を……！」




　その後も男は様さま々ざまな『欲望』を吐き出したが、そのどれもこれもが私には理解できないものばかりだった。何しろこの男、頭の中に思い浮かべる映えい像ぞうが常に二次元……マンガやイラストでしか己おのれの頭の中を表現できないのだ。

「貴き様さまが何を言っているのかさっぱり解わからん！　妹が欲しいなら両親に頼め！　現実を見ろ！」

「今、目の前に夢む魔まがいるという現実を見てるっす！」

　くそ、こんな奴やつは初めて見た。

　恐るべしは東とう京きようだ……城しろの居い候そうろうどもが『日に本ほんは八割が二に次じ元げんで構こう成せいされている』と言っていたが……この国は本当にこんな奴らばかりいるのか!?

「え、ええい、付き合ってられるか！」

　流石さすがに私は不ぶ気き味みなものを感じ、バンの中から飛び出そうとしたのだが──

「逃がしはせん、逃がしはせんっすよぉーっ！」

　くっ！　なんて強い欲望だ!?　こ、こちらの方が逆に引き寄せられるようだ！

「せっかく手に入れた夢魔っす、せいぜいこき使わせてもらうっすよ！」

「ふざけるな！　大体二次元のものを三次元に変へん換かんなどできるか！」

「ゲーム業界のトゥーンレンダリング技術に不可能は無いっすよぉーっ！　さっきまでは淡い希望に過ぎなかったっすけど、今なら信じられるっす！　夢を！　そして希望を！」

　背後からがっちりと羽は交がい絞じめにされ、思うように身動きが取れなくなってしまった。

　くそ、まずい、体力が、力が持たない。

　限界だ、こいつの心を読むのに力を使い過ぎてしまった。

　変へん身しんが、

　変身が解けてしまう。

　ドイツを去った時の、着きの身み着きのままの格かつ好こうになってしまう────

　うわあああああああああぁぁぁぁぁ……




　本当の姿すがたを見た、眼がん前ぜんの男は──目を大きく見開いて、驚きよう愕がくの声で私に向かって呟つぶやいた。




「こっ……これはぁ──っ！」
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池いけ袋ぶくろ　路ろ地じ裏うら




　……酷ひどい目にあった。

　だが、なんとか姿すがたを消す程てい度どの事ができるまでには回復したぞ。あれ以上はこっちの身体からだが持たないから、何とかして見み逃のがしてもらったが……おのれ、夢魔が『見逃してもらう』などとは……恥はじ以外の何物でもないわ！

　……いや、でも……あの糸いと目めの男、服を脱がしもしなかったし、ただずっと眺ながめてるだけだったから紳しん士しといえば紳士なのか……？」

　待て待て、そんな訳わけあるか。逆に怖こわい。

　くそ、この街にはまともな奴やつはいないのか？

　それとも、私が目をつけたのが異常な奴らばかりだったとでもいうのか？

　ああ、最初の小こ僧ぞうはまともだったのに……ふん、まあいいさ。このまま姿すがたを隠かくして、今度はじっくりと品定めをすればいい。

　私は人通りのない道を歩きながら、夜の風の中で自分の力を回復する事に努めていた。

　時間はあるんだ、今の私は、人間の目には決して触れないのだから。




　ああ、そうだ。

　人間の目には触れない筈はずだ。

　ならば──

　ならば、なんだこれは？




　どうして……どうして私の首くび筋すじに……こんな……漆黒の刃があてがわれているのだ？




　自分の置かれている状況が理解できず、私ができる事は、ただ静かに後ろを振り返るだけだった。

　ドゥルン。

　刹せつ那な、私の背後でエンジンが一声啼いた。

　そこに存在したのは──ヘッドライトの無い黒バイクと、それに跨またがる黒い革かわスーツの……

　……人間、ではないようだな……。

　その『存在』は死しに神がみが使うような巨きよ大だいな鎌かまを手に握り、中の見えないヘルメットで私の方を静かに睨にらみ付けているかのようだった。

「……なんだ？　君から感じる気け配はいは……吸きゆう血けつ鬼きではなさそうだが……いや、待て、この気配、どこかで……」

　私は長い過去の記き憶おくを辿たどり、以前一度だけ似た気配の妖よう精せいと会った事を思い出し──

　──私は、恐きよう怖ふに打ち震えた。

「デュ……デュラハン!?」

　馬ば鹿かな！

　馬鹿な馬鹿な馬鹿な！

　死を呼ぶ天てん使しが、漆しつ黒こくの戦いくさ乙女おとめが、人間は疎おろか、妖よう魔まや吸血鬼からでさえも魂たましいを自じ在ざいに引き剝はがす事ができる『弔ちよう問もん者しや』が、どうしてこんな所に!?

　そうか、デュラハンならば、『影』のセンサーで人間には見えない状態の私の姿すがたを捉とらえる事ができる。

　しかし、こんな……っ。骨の馬ば車しやと首くび無なし馬はどうしたというのだ!?　バイクに跨またがったデュラハンなど聞いた事が無いぞ！

「な、なぜ……」

　どうしてこの『存在』がこんな街にいて、しかも私の前に姿すがたを現したのだ!?

　一つだけ確実な事は、こいつを怒らせたら、私程てい度どの存在など、簡単に魂たましいを現げん世せから引き剝はがされてしまうだろうという事だ。

　こいつらが引き剝がした魂を何ど処こに連れていくのかは、誰だれにも解わからない。

　解らないからこそ、恐ろしいのだ。

　だが、恐きよう怖ふに慄おののく私の前で、デュラハンは奇き妙みような行動を開始した。

　彼女（私の知る限り、デュラハンは全て女性の形状をしている）は私の首から鎌かまを離すと、胸元から一台のＰＤＡを取り出した。

　そして、その携けい帯たい端たん末まつに何か文字列れつを打ち出すと、それを私に差し出した。

『驚かせてすまない。私はセルティ。この街に住むデュラハンだ』

　？

　どうして口を使って喋しやべらない？

　デュラハンは確かに首は胴どうから離れているが、いつも小こ脇わきに……

　そこまで考えて、私は相手がＰＤＡ以外には何も持ってない事に気が付いた。

　鎌は彼女が己おのれの『影』から生み出していたのだろう。今は影も形も無くなっている。

「貴女あなたは……もしかして首を……？」

　恐る恐る尋たずねた私の問いに、デュラハンは何の躊躇ためらいも無く文字列を打ち出した。

『恥はずかしながら』

　言葉に対して文字で会話をするその姿を見て、私は故こ郷きようの『子し爵しやく』を思い出す。

　彼と目の前の死しに神がみが重なった瞬しゆん間かん、私の恐きよう怖ふは幾いく分ぶん薄らいだ。

　そんな私の前で、彼女は尚なおも文字列を生み出した。

『さっきから観察させてもらっていたが、君は私の仲間を誑たぶらかして、精せい気きを吸おうとしていたな。命を奪うばおうとしていたな』

　──仲間？　何を言っているのだ、私はデュラハンの精気を吸おうとした事など一度も──

　いや、待て。

　このデュラハンの魂……

　ああ、間違いない。

　そんな、信じられん。

　繫つながっている。

　あの帝人みかどとかいう小こ僧ぞうとこのデュラハン、確かに魂で『縁えん』が繫がっている！

　どういう事だ。デュラハンが人間と知り合いだなどと……

　私が疑問に混乱しかけている間にも、ＰＤＡには次々と新しい文章が生み出される。

『失敗続きとはいえ、お前は私の仲間に、私の住む街に手を出した』




『責任は、取ってもらうぞ』
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夜　川かわ越ごえ街かい道どう沿い　マンション最上階




「あ、お帰りセルティ。どうだった、夢む魔まとやらは見つかっ……」

　帰ってきたセルティを迎えて、新しん羅らは静かに息を吞のみ込んだ。

　彼の前に現れたのは、確かにいつも通りの黒いスーツの女性だった。

　だが、一つだけ違う点が存在した。

「セルティ、君……」

　新羅の目め線せんの先にあるものは、美しく整った、一人の女の顔だった。

「新羅」

　その顔に見合った、透すき通った声が部屋の中に響ひびき渡る。

　だが──新羅はその状況を簡単には信じない。そして、彼女が今日きよう誰だれを探しに行ったのかを思い出し、頭の中で一つの答えを導き出す。

「セルティ、これは……もしかして夢魔の……」

「何も言うな、新羅」

　セルティは静かに首を振ると、そのまま新羅へと向かって一歩踏み出した。

「……首のある私は、嫌きらいか？」

　何かに怯おびえるような表情をするセルティに対し、新羅は優しい微笑ほほえみを浮かべて見せた。

　相手の意い図とを汲くんだ上で、新羅は自分の想おもいを正直に口にする。

「馬ば鹿かだな……言ったろ？　セルティに首があっても無くても関係無いってさ」

　新羅は椅い子すに座ったままで、一つだけ納なつ得とくがいかないといった表情で言葉を紡つむぐ。

「……そんな事を聞くためだけに、俺に幻まぼろしを見せているのか？」

　するとセルティは身を前に倒し、テーブルの上に寄りかかるように手を置いた。

　そして、座る新羅の顔に己おのれの顔を近づけて、ささやくように呟つぶやいた。

「借りを、返そうと思ってな」

「借り？」

「前に新羅は、私を殴なぐって──キスの代わりだと言っただろう？」

「あれは、借りでもなんでもないだろ？」

　セルティは静かに首を振りながら、更さらに顔を近づける。

　互いの息が届く距離。

「ああ、解わかってる。お前が、首のない私が好きだという事も全部解ってる」

　幻げん覚かくだとは解っていたが、新しん羅らはセルティの息いき遣づかいを確かにその身に感じていた。

「だから、これは私の我わが儘ままだ」

「え？」

　思し春しゆん期きの少年のように頰ほおを赤らめる新羅に対して、セルティは悪戯いたずら小こ僧ぞうのような笑えみを浮かべて見せる。

「私は──もう、この街に染そまったんだ。心はこの街の人間と同じだと言っていい。いや、そう望んでいる。そんな私が『夢む魔ま』に望んだ事は──わかるだろう？」




「──お前とキスがしたい。それが、今の私の欲望だ」
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　どうやら上う手まくいったようだ。

　窓の中で唇くちびるを寄せ合う二人の姿すがたを確かく認にんし、私は安あん堵どの息を漏もらしてその場を後にした。




　それにしても、デュラハンに詰め寄られた瞬しゆん間かんは死をも覚かく悟ごしたものだが──まさか、デュラハンに取引を持ちかけられるとはな。

『見み逃のがす代わりに、私の欲望を叶かなえろ』

　そう言われた時は、何の事だか解わからなかったが──あいつの心を覗のぞいて、私は驚いた。

　帝人みかどという少年よりもまだ幼おさない、まるで子供のような願いを、この街の誰だれよりも強く強く思い描いていたのだからな。

　ああ、それにしてもなんという皮ひ肉にくだろう。

　私に欲望を望んだ奴やつらの中で、一番純じゆん粋すいな願いを持っていたのが──人間じゃないとはな。




　結局私はあのデュラハンと人間から精せい気きを吸うことはせずに、早々に引き上げる事にした。

　暫しばらくは幻げん術じゆつの効果は残るだろうから、今夜一晩は彼女の首を見る事ができるだろう。

　この瞬間までは、デュラハンの頭の中の声を私が『通つう訳やく』していたが──もう、あの状態では下へ手たな言葉はいるまい。

　最後に私は夜空の中で振り返り、スイカを頭に載のせたデュラハンに目を向ける。

　幻まぼろしだけならまだしも、実際にキスをするには代わりになる実体が必要だ。そこであのセルティというデュラハンは、自分の頭の代わりに小ぶりなスイカを載のせたのだ。ヘルメットだと少し大きすぎるという事で、近ちか場ばにあった青せい果か店てんから買い付けたらしい。

　私としては、デュラハンが店で普通に買い物をした事が驚きだったのだが。

　──しかし……スイカ、か。

　そう言えば、あのスイカの吸きゆう血けつ鬼きは今いま頃ごろどうしているだろう。夢を見せる私がいなくなったことで、変へん化げ自じ在ざいの姿すがたを取れるあいつが代わりにこき使われている事だろう。

　仕方が無い。子し爵しやくの下にじゃない、あいつの為ためにドイツにまで戻ってやるか。

　この街は私には合わない。

　それは嫌いやというほど思い知らされたしな。

　だからせめて──この歪ゆがんだ街でまともな欲望を、いや、愛を持っているあのデュラハンには幸せになって欲しいと思う。

　……まったく笑い話だ。

　子爵の奴やつが聞いたら何と言うだろうか。

　人の欲望を喰らう存在である私が、他人の幸せを願うなどと。

　だが──少しだけ気持ちがいいものだ。

　あんな酷ひどい目にあった直後だから、恐らく私は錯さつ覚かくしているのだろう。だが、暫しばらくはこの錯覚を楽しもうではないか。

　あの歪んだ人間達に囲まれたデュラハンに対して、私は同じ人じん外がいとして──いや、一人の女として静かに祝しゆく福ふくを送る事にした。




「……幸せにね」




　私は小さく笑いながら、それ以上振り返る事をせず──翼つばさを最大まで広げ、自分の帰るべき場所へと向けて飛び立った。

　この街はもうこりごりだとは思ったが──あのデュラハンのおかげで、私は少しだけこの街が好きになっていた。

　こりごりではあるが、いつかまた来よう。

　デュラハンと知り合いになったと言ったら、皆驚くぞ。子爵にだって一ひと泡あわ吹かせてやれる。




　そうだな、その為ために、いつかまた来よう。

　今度は、城しろに住む他の皆も連れて──
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池いけ袋ぶくろ　某ぼう所しよ




「どうしたのゆまっち。急に機き嫌げんが良くなったみたいだけど」

「うふふふふ、解わかるっすか？　ああ、どうしよう、多分俺おれ今ものすごく輝いてるから、下へ手たしたら死しに神がみが迎えに来ちゃうかもしれねーっす」

「白しろ装しよう束ぞくの？　それとも手紙を届ける系けい？」

「いや、不ぶ気き味みな泡あわの方っす」

　バンの後部で、トロンとした目をしながら遊ゆ馬ま崎さきが返事を返し続けている。

　彼の目は心ここにあらずと言った雰ふん囲い気きで、まるで起きたまま夢でも見ているようだ。

「うれしそうだが、なんか顔色は悪いな」

「え、ああ、すんません門かど田たさん。ちょっと精気を吸われちゃったもんで」

　彼の言葉に合が点てんがいかず、互いに顔を見合わせる狩かり沢さわと門田。

　そんな二人の前で、遊馬崎はまだ先せん刻こく味わった天国の中にいた。

　──言っても、信じてもらえるわけ無いっすよねえ。

　疲ひ弊へいしきった『夢む魔ま』が、彼の前に現した本当の姿すがた。それを思い出しながら、その後に起こった事を頭の中でもう一度反はん芻すうする。

　──喋しやべり方はああだし、声も中性的だったから、てっきりあの『夢魔』って男だと思ってたっすけど……。

　──まさかあんな金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、マンガのキャラみたいなお姉ねえさんで────。

　──なおかつ、緑色のメイドさんだなんて！

「ウフフフフフ、ウフフフフフフフフフフ、ああ、もし彼女が三さん次じ元げんじゃなくて二次元だったらその場で求きゆう婚こんしてたのに。残念っすねえウフフフフフフフフフフフ」

「やだなあ、怖こわいよゆまっち。もしもキノだったら速攻でゆまっちの事を撃うち殺してると思うけど……」

　遊馬崎はそんな狩沢の言葉を聞き流し、先せん刻こくの事を思い出した。

「でも、二次元に変へん換かんするためにたっぷりとスケッチはしたからあとでペン入れしないと……。ウフフフフ、ウフフフフフ」

　彼は

「とうとう壊こわれたか……？」

　訝いぶかしげに眺ながめる二人の仲間の前で、遊馬崎は一人だけ勝ち誇った笑いを浮かべ続けた。




　いつまでも、いつまでも──

　これは、異い形ぎようの物語。

　夢見る異形の、物語。





閉幕　









エピローグ、あるいは外伝９　『祭り妖あやし』







日に本ほん某ぼう所しよ　縁えん日にち




　祭り囃子ばやしは夜空を染そめる。

　行き交う者達の心を、空に照り返すかのように。

　例え、そこを歩くのが人ではなかろうとも

　祭り囃子は、誰だれも彼もを包み込む。




　──うわあ。

　夜よ目めのきくセルティの視覚が、通りから外れた森の中で行われている、とあるカップルのキスシーンを感かん知ちした。

　慌あわてて『視線』を逸そらしながら、首の無い彼女が文字を紡つむいで新しん羅らに見せる。

『夜目が利くというのも善よし悪わるしだな。見る必要の無いものまで目に入る』

「何を見たの？」

『なんでもない』

　セルティはとりあえず誤ご魔ま化かしつつ、屋や台たいの合間を新しん羅らと共に歩み続ける。

　──人の恋こい路じを茶ちや化かすのは野や暮ぼだしな。

　──そもそも、下へ手たにそんな事を言ったら新羅が『僕達も暗がりに行ってイチャイチャしよう！』とか言いだしかねない。

　彼女は現在、池いけ袋ぶくろの近場でやっているとある縁えん日にちに顔を出していた。

　黒を基き調ちようとした着物を纏まとい、白を基調とした浴衣ゆかたを着た新羅と共に歩いている。

　デュラハンである彼女を見ても、驚く者はいなかった。

　それどころか、奇き異いの視線で見る者も殆ほとんどいない。

　何な故ぜなら彼女は、今日きようはトレードマークであるヘルメットを外し、完全に人間に変へん装そうしていたからだ。

　変装と言っても、単純に『影』を伸ばして長い髪かみの塊かたまりを作り、その上に縁日でよく売られているアニメキャラのお面めんをつけただけなのだが──。すれ違うだけの者のお面の下にまで興きよう味みがないのか、バレる事なく普通に縁日の人混みに紛まぎれ込む事ができたのである。

『しかし、本当に混んでるな。こんなに混んでるのは、遊ゆ馬ま崎さき君に頼まれて夏のイベントに届け物をした時以来だ』

「まあ、都と心しんのお祭りはどこも混むよ。池袋の『ふくろ祭り』なんか、駅前が凄すごい活かつ気きに包まれるからねえ」

『ああ、確かに、近くを通り過ぎた事はあるけど……あの祭りも凄いな』

　今二人が参加しているのはそこまでの規き模ぼではないものの、通りには様さま々ざまな屋台が並び、縁日独特の賑にぎやかな熱気が渦うず巻まいていた。

「とにかく、今夜は縁日を楽しもうよ！　食べ物以外にも楽しむ所はたくさんあるって教えてあげるから！」

　子供のように笑う新羅を見て、セルティは偽にせの頭につけたお面を、コクリと小さく頷うなずかせた。
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　暫しばし歩いた二人が最初に見つけた食べ物以外の屋台は、昔ながらの射しや的てきの店だった。

「さあ、まずは射的だよセルティ！　おじさん、一回分お願い！」

　お金を払った新羅からオモチャの銃じゆうを渡され、セルティは戸と惑まどいつつも銃を構える。

「おいおい、お嬢じようちゃん、お面したまま狙ねらえるのかい？」

　店てん主しゆがそう尋たずねるが、セルティは無む言ごんのままお面を頷かせ、銃をゆっくりと構えた。

　──フフフ、映画や漫まん画がの知ち識しきで知ってるぞ。

　──こういうのは、高級品の裏に支えがあって倒れないようになってるんだ。

　──まったく、こすっからい奴やつの考えそうな事だ。

　──まあ、取りあえず空気を読んで、一回は狙ねらってやるとするか。

　そう言って、一番目立つ場所に置いてあった置き時計に向かって射しや的てき銃じゆうを撃うち放った。

　響ひびく空気音。

　飛び出すコルク。

　勢い良く放たれた弾たまが、置き時計の最上部にヒットし────

　重々しい置き時計がグラリと揺れ、そのままゴトリと棚たなに倒れた。

　──え？

「おめでとうございまぁす！」

　──え？　え!?

「凄すごいね、嬢じようちゃん！　この置き時計を倒しちまうなんて！」

　困こん惑わくするセルティを余よ所そに、並んでいた人々が拍はく手しゆを送ってくる。

　新しん羅らは興こう奮ふんし、セルティの肩を抱きしめながら叫んだ。

「凄いよセルティ！　一発で仕し留とめるなんて！　これも、セルティの普段の心がけがいいからだよ！」

　すると、それに合わせて店てん主しゆが頷うなずく。

「ああ、まったくだ、こっちは大おお損ぞんだが、嬢ちゃんみたいな子に持ってかれるならしょうがねえなあ、まったく！」

　苦く笑しようしながら言う店主に、セルティはおろおろとしてお面めんを揺らす。

　──違う、私……。

　──貴方あなたのこと、インチキだと思って……。こすっからいとか思って……！

「声も出ないぐらい喜んで貰もらえるたぁ、俺おれも嬉うれしいよ。さ、持ってった持ってった！」




　置き時計を渡されたセルティは、屋や台たいから少し離れた所で立ち止まる。

「凄いじゃないかセルティ！　ビギナーズラックなんかじゃないよ！　セルティにはきっと射的の才能があるんだ！」

　興奮しながら褒ほめ称たたえる新羅の前で、セルティは深く肩を落としながら文字を打つ。

『人を信じなかった自分が恥はずかしい……穴があったら入りたい……』

「なんで落ち込んでるの!?」

『射的屋のおじさんごめんなさい……、ごめんなさいいい……！』
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　なんとか気を取り直したセルティは、その後も輪投げやダーツ、型抜きやスーパーボールすくいなど、様さま々ざまな遊ゆう戯ぎ系けいの屋や台たいに手を出した。

　幸運か、はたまたセルティの持つ素質によるものか、彼女は次々と遊戯を成功させ、山のような景けい品ひんを抱えて歩く結果となった。

　子供のようにあちこちに視線を向けるセルティに、新しん羅らが語りかける。

「どう、セルティ。お祭りって楽しいかい？」

『ああ、そうだな。正直、予想してたよりずっと楽しい。他のみんなも楽しそうで、なんていうか……街の人混みとはまた違った雰ふん囲い気きだな』

「そうだね。初めてすれ違う人達とも、祭り囃子ばやしに合わせて、同じ『祭りを楽しむ』って感覚を共有できる。それって凄すごい事だよね」

『……そうだな』

　──新羅と一いつ緒しよなら、尚なお更さらだ。

「今、僕と一緒なら尚更だって思わなかった？」

『思ってない、調子に乗るな！』

　図ず星ぼしを突かれた事を誤ご魔ま化かすセルティの視し界かいに、ふと、お面めんを売る夜店が映った。

『ああ、ちゃんとお面屋もあるんだな』

　話を変える良い口こう実じつができたとばかりに、セルティはお面屋の方に歩き始める。

「そのお面はさっきバラエティショップで買ってきた奴やつだからね。なんだったら、新しいのを買って物陰で取り替えるかい？」

『そうだな……ずっと同じお面というのもなんだし』

　セルティはそう答え、お面屋の前まで移動したのだが──

　そこで彼女が見たものは、簡単には信じられない光こう景けいだった。

　六段組のお面かけの上半分に並べられていたのは、セルティが普段被かぶっているフルフェイスヘルメットを模もしたお面だったのである。

　──え？

　──……。

　──いや、え!?

　思わず二度見したセルティの横で、新羅も驚きながら店てん主しゆに問いかけた。

「えッ!?　おばさん、このお面って!?」

「あらやだ、お姉ねえさんって呼んどくれよイッヒヒ」

　50代から60代と思おぼしきその女性は、セルティのヘルメット型お面を手に取り、それを被りながら答える。

「これはね、池いけ袋ぶくろで話わ題だいの首くび無なしライダーのお面めんだよ。首が無いのにお面だなんてわけがわかんないんだけどねぇ、イッヒヒ」

　独特な笑いを口元から溢こぼす老ろう婆ばの前で、新しん羅らが呟つぶやく。

「酷ひどい……セルティを勝かつ手てに売り物にするだなんて……」

『落ち着け、新羅』

　自分自身も混乱していたが、それよりも新羅を宥なだめるのが先だと文字を打ったのだが──

　それを見せるよりも早く、新羅が懐ふところから財さい布ふを取り出しながら叫んだ。

「せっかくだから買うよ！　全部下さい！」




『どうするんだ、コレ……』

　置き時計を初めとした数々の景けい品ひんと一いつ緒しよに大量のお面を抱えたまま、セルティは溜ため息いきを吐くような仕し草ぐさで肩を動かす。

　自分を模もした面のうち一枚を被かぶっている為ため、遠とお目めにはいつものセルティとあまり変わらない姿すがたとなっていた。

「ごめんごめん。つい……。ああ、やっぱりその荷物、持つよセルティ」

『いや、別に重くはないから……』

「いいからいいから、少し休もう」

　セルティから荷物を奪うばうように受け取り、新羅は屋や台たいの並ぶ通りから少し離れた所の石段に腰を下ろす。

「花はな火び大会でもあれば良かったんだけどね。この縁えん日にちは花火はやらないみたい」

『そうか、少し残念だな』

　肩を竦すくめるセルティに、新羅が一つ提てい案あんした。

「今度の旅行、予定は特に立ててないけどさ、途と中ちゆうで秋あき田たの花火大会、見に行ってみる？」

『ああ、いいな。たまには隅すみ田だ川がわ以外の花火大会も見てみたい』

「凄すごいらしいよ、大おお曲まがりの花火大会」

　祭りの空気にほろ酔よいながら、今後について語るセルティと新羅。

　そこでセルティは、自分達が今、人混みから外れたカップルになっている事に気が付いた。

　思い出されるのは、先せん刻こく見かけたキスをするカップルの姿。

　──お、おい、何を考えてる、私！

　──こんな周りに人がいるような所で……そんな恥はずかしい事……！

　セルティはそんな事を考えつつ、チラリと新羅の方を見た。

　すると、新羅は縁日の明かりで仄ほのかに照らされた空を仰あおぎ、子供のように微笑ほほえんでいる。

「ああ、でも、花火が無くてもさ、こうしてセルティと二人で夜空を見上げるだけで、僕はとても幸せだよ。退たい屈くつなんかしない」

『新しん羅ら……』

　てっきり新羅の方から押し倒してくるのではないかと警けい戒かいしていたセルティにとって、新羅のその笑顔は不ふ意い打うちだった。

　警戒してしまった事に罪ざい悪あく感かんを感じつつ、セルティはそれ以上に、新羅に別の感情を抱いていた。

　──ああ、くそ。

　──こんな時、なんて言えばいいんだ……。

　セルティが人間であれば顔を真まっ赤かにしているであろう状況の中、セルティはこのモヤモヤした状況を打開しようと、新羅に何か伝えようとしたのだが──

　その直前、乱らん入にゆう者しやによってあっさりと空気が打ち砕くだかれる。




「おいコラ」

　──ん？

「てめぇ、このアマ、誰だれに断って俺のお面なんざつけてんだ？　あぁ？」

　妙みような因いん縁ねんをつけてくる男に、新羅とセルティは困こん惑わくして互いの顔を見合わせる。

　因縁の内容よりも、二人が困惑したのは、男のその出で立ちだった。

「え……？　セルティのコスプレ？」

　──……。

「あぁ？　何ジロジロ見てんだコラ？　手前てめえ、俺おれの縄なわ張ばりで何勝かつ手てに俺の面なんざつけてんだって言ってんだよ！　あぁ？　挨あい拶さつ代わりに出すもんがあるんじゃねえのか？　おぉ？」

　──あれ、この声と脅おどされかた、覚えがあるような。

　冷ひや汗あせを搔かきながら、セルティは相手をマジマジと観察する。

　──まさかとは思うが。

　セルティと似たタイプのフルフェイスヘルメットを被かぶり、漆しつ黒こくのライダースーツを纏まとった筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大おお男おとこは、下げ卑びた声で名乗りをあげる。

「くっくっく、俺が誰か知らねぇみてえだな。だったら教えてやらぁ！　いいか、世間を騒がす首くび無なしライダーとは俺の事だぎゅぶッ」

　それが以前池いけ袋ぶくろに現れた『偽にせ静しず雄お』と同一人物であると気付いたセルティは、躊躇ためらい無くその恐きよう喝かつ犯はんを殴なぐり飛ばした。

　そして、泡あわを吹いて倒れる男にＰＤＡを突きつける。




『あの時に渡した金返せ！』
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　様さま々ざまなトラブルに巻き込まれつつも、セルティは初めての縁えん日にちを十二分に満まん喫きつしていた。

　しかし、楽しい時にも、必ず終わりはやって来る。

　夜も10時を回り、屋や台たいは次々と店じまいを始めていた。

　人の通りも疎まばらになり、祭り独特の『音』も次第に消えて行く。

　近所迷めい惑わくにならないように、申もうし訳わけ程てい度どにお囃子はやしの音が響ひびいている程度だった。

　撤てつ収しゆうを始める屋台を遠とお目めに見ながら、新しん羅らとセルティはただ、その場に佇たたずみ続ける。

　祭りが終わりゆく気け配はいを感じながら、セルティは自分の心が寂せき寞ばくとした色に染まりつつあるのを感じていた。

　──ああ、終わる。

　──祭りが、終わる。

『なあ、新羅』

「なんだい、セルティ」

『また……来年も来よう、この祭りに』

「セルティ……」

　寂しさを紛まぎらわせる為ために、思わずそんな言葉が口にでた。

　すると新羅は、提灯ちようちんの柔やわらかい明かりに照らされた、温かい微笑ほほえみを浮かべて答える。

「当たり前じゃないか。セルティが行きたいって言うなら、俺おれはどこにでも行くよ」

　いつも通りの新羅だった。

　しかし、普段と違う雰ふん囲い気きの中で紡つむがれた言葉に、セルティは妙みような気き恥はずかしさを感じ──

　その気恥ずかしさを感じたまま、そっと新羅の手を握った。

　──……ありがとう。

　空あいた手でそう文字を打ち込もうとしたが、その手を止め、ただ、新羅の手を握り続ける。

　新羅も特に何も言わず、ただ、優しくその手を握り返していた。

　いつまでも、いつまでも。

　祭り囃子の音が鳴り終わる、その時まで。
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【祭りの時間は、いつも短く感じられる。

　しかし、待ち遠しい日々も楽しめば、人の心は、その分だけ長く祭りと共にある】




　テレビ番組の内容は既すでに覚えてはいない。

　しかし、そのナレーションだけはセルティの耳に強く残っていた。

　そんなフレーズを思い出しながら、セルティはそれに同意する。

　──ああ、確かに次の祭りが待ち遠しい。

　──でも、新しん羅らと一いつ緒しよなら、きっと……ずっと楽しく待てるだろう。

　──ただ、楽しい分、やっぱり短く感じられるのかもしれないな。

　永い時を生きるセルティにとって、一年は短く感じられる事もある。

　しかし、新羅の時が有限である事も理解していた。

　あと何年共に居られるのかは解わからない。

　その現実はセルティの心を僅わずかに曇らせるが──その憂うれいを打ち払うかのように、セルティは祭りの夜を楽しみ続けた。

　二人の時が有限であるからこそ、永遠の思い出が互いの魂たましいに刻まれると信じて。

　彼女は自らの心を、祭り囃子ばやしの色に染め上げる。




　人生の祭りは、まだ始まったばかりだと自分に言い聞かせるように。

　これから歩む二人の人生で、できるだけ多くの祭り囃子が聴きけるように祈りながら。
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成なり田た良りょう悟ご

誕生日にプレゼントして頂いたサメモチーフのバッグが非常にツボで、小躍りしながら喜ぶ34歳。そろそろアラサーも終わりアラフォーですが、いつまでもサメ話で盛り上がれる心を持ち続けられるのは読者の皆さんのおかげです。本当にありがとうございます！
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イラスト／ヤスダスズヒト

チャイナ服とつり目とワンピースに偏った情熱を燃やす関西ノリぶっちゃけ系イラストレーター。ＴＶアニメ『夜桜四重奏－ハナノウタ－』ＢＤ＆ＤＶＤ特典でコラボコミックも展開！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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